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第一章　災い来たりて







　バビロンも『庭園』、『工こう房ぼう』、『錬金棟』、『格納庫』、『塔とう』、『城じよう壁へき』と六つ揃そろった。

『城壁』で働いていた十五体のミニロボたちのうち、十体を『格納庫』の方へと移し、ロゼッタとモニカの手伝いをしてもらうことにした。これで彼かの女じよらの負担が軽くなればいいのだが。

『城壁』の管理人リオラと『塔』の管理人ノエルの二人に、ザナックさんからもらった試作品などを収めている衣装部屋から、好きなのを選んで着ていいと言ったところ、リオラはピンストライプのジャンパースカート、ノエルはジャージを着てきた。なんでそのチョイス？　二人が気に入っているならまあいいんだけど……。

　それはともかく、そろそろ城下の冒ぼう険けん者しやギルド支店が完成する頃ころなので、今日は視察に出かけることにする。

　ギルドの外観はほぼ出来上がっていて、細かい装そう飾しよくや内装の作業に入っていた。なかなか大きくて立派な建物だ。なんでも冒険者出身の王が治める国、そこのギルドなのだから、とかなり気合いを入れたらしい。

　それはいいんだが、そんなに冒険者は来ないと思うんだけどなあ。ここらには魔ま獣じゆうもいないし、盗とう賊ぞく団だんなんかも出ない。依い頼らいのほとんどが雑務系になると思うんだが。

　まあ、レグルスやベルファストの方にも日帰りで行けないこともないから、討とう伐ばつ系けいが全くないってことにはならないと思うけど。

　ギルドの方が内装のような細かい作業に入ってしまったので、オウガ族のザムザは今度は隣となりの酒場の方の手伝いをしていた。こっちはまだ柱を立てたばかりだから、まだ力仕事が残っている。あの巨きよ体たいでは内装工事は無理だろうからなあ。

「あれ？」

　ふと、酒場の建築作業を見ている桜さくらの姿を見つけた。傍かたわらには珊さん瑚ごと黒こく曜ようがふよふよと浮ういている。

『あら～、主あるじだわぁ』

「……王様」

　桜は未いまだに記き憶おくが戻もどらない。放ほうり出だすわけにもいかないので、一応お客様として城に滞たい在ざいしてもらっている。

　大人しい感じの外観とは裏腹に、かなり行動派のようで、毎日のようにどこかに出かけている。勝手にあちこちうろつかれても困るので、外出する際は僕ぼくの召しよう喚かん獣じゆうの誰だれかと行動を共にすることにしてもらっていた。

「こんなとこでなにしてるの？」

『さっきまで「銀ぎん月げつ」で食事をして、帰ろうとしたらこの子が急に立ち止まっちゃったのよう』

　僕の質問に、桜じゃなくて黒曜が答えた。

「『銀月』で食事って、お金は？」

『主のツケでいいって店長が』

　おい。ミカさんもいいかげんだな……。まさか他のみんなも僕のツケで食べてないだろうな？

「それで桜は何をしてたの？」

「あれ……」

　桜が指差す先には楽しそうに材木を運ぶオウガ族のザムザがいた。彼かれがどうかしたのか？

「彼は魔ま族ぞく……。なのに誰も気にしてない。珍めずらしい」

　なるほど、そういうことか。魔族と人間たちが分わけ隔へだてなく働いているのが珍しいんだな。普ふ通つう、魔族と言ったら恐おそれられていたり、警けい戒かいされて孤こ高こうの存在になりがちだからな。

　実際、僕もこの国以外で魔族と人間が笑いあったりしているのを見たことがない。酒場の隅すみで一人で酒を飲んでたりしてたのを見たことはあるが。

「この国じゃ、魔族だからって差別されたりはしないよ。そりゃあ別の国から来た旅人なんかには警戒されるかもしれないけど。うちの騎き士し団だんにも彼を含ふくめて五人ほど魔族がいるからね」

「……この国は変わっている。王様からして変わっているけれど。でも、とてもいい国。国のみんなが助け合って生きている」

　自分自身を褒ほめられたわけじゃないけど、なんか嬉うれしいな。

　まあ、小さい国だからお互たがいに助け合わなけりゃやっていけないってのもあるけどさ。

　そのあと桜を連れて、国の東側に作っている農業地を見て回る。相変わらずアルラウネのラクシェが畑仕事に精を出していた。彼女も魔族だ。

「この畑では何を育てているの？」

「大根とかカブですね。そろそろ収しゆう穫かくできるんじゃないかと。漬つけ物ものにすると美味おいしいですよー」

　そう言ってラクシェが微笑ほほえむ。漬物はイーシェン特有の食べ物らしいが、この国でも普通に広まっていた。国民にイーシェン出身が多いため、どうしてもそういう方向性になりがちである。

　実験的に作った水田も問題はなさそうなので、春になるまでになんとかある程度の広さを開かい拓たくしたいところだ。やっぱり自分も美味うまい米を食いたいし。

　あとは大豆だな。味み噌そとか納なつ豆とうとか。豆とう腐ふや枝豆もいいな。春になったら育て始めるそうなので楽しみだ。

　ラクシェに別れを告げて、城へと続く道を僕らは戻り始めた。

　しばらく歩いていると、妙みような気配を感じた。周りには僕と桜、珊瑚と黒曜しかいない。

『主』

「わかってる」

　珊瑚の言葉を遮さえぎり、こっそりと【シールド】を展開する。次の瞬しゆん間かん、近くの木の上から放たれた矢が僕らを襲おそった。

「ッ!?」

　驚おどろきに息を呑のむ桜をよそに、矢は不可視の盾たてに阻はばまれ弾はじかれる。矢が飛んできた木の上へ目をやると、京劇役者のような仮面を被かぶった黒ずくめの者がいた。

　妙な隈くま取どりがされた仮面だ。不ふ審しん者しや極きわまりない。僕がそいつの方へ一歩踏ふみ出すと、足あし下もとの土の中から同じような仮面をつけた黒装束の男たちが三人現れた。複数の気配を感じてはいたが、お前らずっと埋うまってたのか？

　手には湾わん曲きよくした短刀を持ち、注意深く観察すると、何やら刃やいばが濡ぬれている。恐らくは毒でも塗ぬられているんだろう。

　間ま違ちがいない。こいつらは刺し客かくだ。

「……巨きよ人じん兵へいはどこだ」

「巨人兵？　フレームギアのことか？」

「質問に答えろ」

「答える義理はないね。お前らどこの国から来た？」

　目の前にいる三人に尋たずねるが、答えはない。素す直なおに答えりゃそれで終わりにしてやったのにな。僕は一いつ瞬しゆんにして三人に近づき、それぞれの肩かたに触ふれていった。

「【グラビティ】」

「ぐふうっ!?」

　加重魔ま法ほうで這はいつくばらせる。その光景を見て、四人目が木の上から飛び降り、逃とう走そうを図はかろうとした。

「【スリップ】」

「ぐがっ!?」

　四人目は地面に降りた途と端たんに転てん倒とうし、後頭部を強打した。あー、タイミング悪かったな。

　あっちは置いといて、目の前で這いつくばる三人に目を向け、仮面を引っぺがしてやろうと近づく。正体見せろ、この野や郎ろう。

「ダメッ!!」

　いきなり桜に腕うでを引かれ、後ろに倒たおれ込む。次の瞬間、三人の仮面が爆ばく発はつした。

「なッ……！」

　煙けむりと肉にく片へんを飛び散らせながら、三人が動かなくなる。そりゃ頭が全部吹ふっ飛とんでも動いてたら化け物だ。

　自じ爆ばくか？　捕つかまって情報を引き出されるわけにはいかないってことか。昔の時代劇なんかで、敵に捕まった忍にん者じやとかが舌を噛かんで死ぬシーンを見たことはあるが……。

　まあ舌を噛み切きっても確実に死ぬわけじゃないそうだから、自爆の方が確実だろうけど……。

【スリップ】で転倒したやつの方を見ると、すでにもう姿はなかった。苦く無ないのようなものにロープが結ばれている武器が、近くの木に刺ささっている。これを使って【スリップ】の地面から脱出したんだな。

『仮面』や『黒装束』で検けん索さくをかけたが、見つからなかった。すでに仮面を外し、姿を変えて逃走したのだろう。結局正体はわからずじまいか。面めん倒どうなことになる前に手を打つ必要があるな。売られたケンカは買うぞ、僕は。







「三人の死体からは身元がわかるようなものは何も見つかりませんでした。逃にげた一人も行方ゆくえ不明です」

　会議室で副団長のニコラさんが報告する。あまり大おお事ごとにしたくはなかったのだが、自国の王が襲われたのだし、そうも言ってられないようである。

　会議室には騎士団の幹部たちと宰さい相しようの高こう坂さかさん、諜ちよう報ほう部隊の椿つばきさんが集まっていた。

「んで？　小こ僧ぞうに心当たりはねえのか？」

「ない……と思うんですけどね。どうもフレームギア狙ねらいだったのは間違いないんですけど」

「それじゃ全部の国が疑わしくなっちまうわなあ」

　馬ば場ばの爺じいさんが腕を組んでふむう、と椅い子すにもたれた。

　まあ、わからんでもない。兵器として見たら、どの国も欲ほしいと思うのは間違いない。おそらくあいつらは僕を拉ら致ち監かん禁きんするなりして、フレームギアの所在を吐はかせようとしたのだろう。

　弓矢で足でも撃うち抜ぬき、動けなくしたところで意識を奪うばう、とか。あの短刀に塗られていたのは麻ま痺ひ性せいの毒だったらしいからな。

「しかし、西方同盟の国というのは可能性としては低いでしょう。暴走した一部の権力者が動いたという可能性もありますが、国ぐるみではないはすです。そんなことをすればどうなるか、わからないほど愚おろかではありますまい」

　高坂さんの言うとおりだな。もし、企たくらみが露ろ見けんしたら他の同盟国から相手にされなくなる。それは国を滅ほろぼす行こう為いだ。

　それにあいつらは『巨人兵』とか言ってた。『フレームギア』という名めい称しようも知らない可能性が高い。となれば、あまり関かかわり合あいのない国の仕し業わざと考えた方がしっくりくる。

　そんなことを考えてたら、椿さんが静かに手を挙げた。

「ひとつ、気になるのですが。陛下は刺客が仮面を付けていたと仰おつしやられましたが……」

「古今、暗殺集団や諜報機関の者は仮面を被る奴やつが多い。なにもおかしくはないぜ？」

「ええ。ただその仮面からなにかわからないか、と……」

　って言ってもな。仮面は跡あと形かたもなく爆ばく破はされてしまったし。確かに山やま県がたのおっさんの言うとおり、ベルファストの諜報部隊『エスピオン』にいたラピスさんやセシルさんたちも白い仮面を被ってたしな。仮面によってその国の特とく徴ちようが出るということなんだろうか。

「その仮面ってどんなものだったんですか？」

「なんかこう、京劇の役者のような隈取りがある……」

「京劇？」

　団長のレインさんが首を傾かしげる。ウサ耳が同じように傾かたむいた。そりゃわからないよなあ。あ、そうだ。

　部屋の机の上から紙を手に取り、【ドローイング】を発動させる。たちまち紙に僕を襲ったやつの仮面がリアルな描びよう写しやで浮かび上あがってきた。

「今さらだけど、陛下って便利よねえ……」

　ぼそりと副団長のノルンさんがつぶやいたが、そこは「陛下の魔法って」と言ってくれよ……。

「これがその仮面です。なんかわかります？」

　みんなその絵を眺ながめていたが、やがて椿さんが口を開いた。

「確証はありませんが……ユーロンの文化色が感じられます。確か、あの国には『クラウ』という諜報部隊があるという噂うわさを聞いたことが」

「ユーロン？」

「天てん帝てい国こくユーロン。イーシェンの西に存在する国家です。天帝が治める国で、海を渡わたり、イーシェンに何度か攻せめ込んで来たこともあります」

　天帝国ユーロン……海を挟はさんでイーシェンの隣にある国か。けっこう遠いな。よくもまあそんなところからやってきたもんだ。

　まあ、まだ証しよう拠こはないが。注意しておくにこしたことはない、か。あれで諦あきらめたとも思えないしな。

　とりあえず警備を強化して、不ふ審しん者しやには気をつけるよう注意してもらう。あいつらの目的がフレームギアだとしたら、絶対に手に入らないけどな。

　上空に浮かんでいるバビロンに行く方法は、僕の【ゲート】か、シェスカたちバビロンナンバーズの短たん距きよ離り転移しかない。

　もちろん空を飛べるなら辿たどり着つくことは可能だが、それもこの前までのこと。『城壁』を手に入れた以上、外部から直接の侵しん入にゆうは不可能だ。

　僕を直接狙ってくれりゃいいが、周りの誰かが狙われる可能性も捨てきれない。充じゆう分ぶんに気をつけてもらうことにしよう。

　ま、そんなことになったら許さないけどな。黒幕を見つけ出して、死んだ方がマシという目に遭あわせてやる。

　身元がバレるのを恐れて自爆させるような奴らだ。ろくなもんじゃない。

　……そういやなんで桜はあいつらの仮面が爆発するのを知ってたんだろ？

　ひょっとして桜はユーロンの諜報機関の人間とか？　まさか。彼女を見つけたのはイーシェンだし、一応ユミナの魔ま眼がんで悪い人間ではないと確かく認にんもしている。

　でも記憶を失っていたら、魔眼の効果は発揮されるのだろうか。

　例えば極ごく悪あく人にんが記憶をなくし、まっさらな状態になったなら、魔眼はその人を『悪人』と判断するのだろうか。本人でさえ意識していない部分の、その本質まで見み抜ぬけるのだろうか。

　そんなことを考えると、桜の記憶が戻ることに一いち抹まつの不安を感じてしまう。

　が、ここは自分の直感を信じよう。桜は悪い子じゃないよ、きっと。




◇　◇　◇




「じゃあ、いきます」

「あいよー」

　中庭の訓練場で、リンゼが魔石の嵌はめられたミスリル製の杖つえを僕に向けた。杖の先にある赤と青、そして黄色の魔石のうち、赤の魔石が輝かがやきを増していく。

「【炎ほのおよ来たれ、赤の飛ひ礫れき、イグニスファイア】」

　杖の先から小さな野球ボールほどの火の玉が僕に向けて飛んでくる。火属性、初級の魔法だ。

　それを見み据すえ、魔ま力りよくを高めて覚えたての無属性魔法を発動させる。

「【アブソーブ】」

　火球は僕に当たる前に霧きりのように消しよう滅めつしてしまう。全くダメージはない。

　もう一発、火球が飛んできた。しかしそれも同じように雲うん散さん霧む消しようする。ふむ、持続時間はそれなりにあるな。かなりの魔力を消費するが、放たれた魔法を吸収して自らの魔力に変へん換かんするので、当たり前といえば当たり前か。

「今度は上級魔法を頼たのむ」

「わかりました」

　再びリンゼが杖を構える。

「【炎よ来たれ、煉れん獄ごくの火柱、インフェルノファイア】」

「【アブソーブ】」

　逆巻く巨きよ大だいな三本の火柱が僕に向かって三方向から襲いかかる。しかしそれも、僕の半径二メートル圏けん内ないに入るとたちまち消滅してしまった。

　うん？　確かに魔力が回復したが、さっきと同じくらいの量だな。相手の魔法の威い力りよくとかに関係なく、一定量しか回復しないのか？

　魔法を『打ち消し』て、魔力に戻し、その一部を『吸収』する。

　これは帝てい国こくクーデターのときの『吸魔の腕うで輪わ』と同じ効果だな。【エンチャント】を使えば同じようなアーティファクトを作れそうではある。

　魔法無効化の鎧よろいとか作ればかなり使えそうだと思ったのだが、リンゼに聞いてみると吸収した魔力の質が違ちがうと『魔ま力りよく酔よい』と言われる酩めい酊てい状態になるそうなので、ダメっぽい。

　火属性の適性を持っていない人が、その属性を吸収すると、拒きよ否ひ反応が起こるらしいのだ。僕は全属性持ちなんで関係なかったのだが。そういった点では『吸魔の腕輪』の方が優すぐれていると言える。

　リンゼやユミナでも三属性だしな。リーンなら無属性以外なら吸収できるだろうけど。六属性持ちだし。

【トランスファー】で魔力の譲じよう渡とができたけど、あれは魔法自体は無属性だが、渡す魔力はまだ属性に染まっていない魔力だから可能なんだろう。

「これって常時発動じゃないから不意を衝つかれると意味がないな」

「効果範はん囲いはどれくらい、なんですか？」

「んー、半径二メートルから十メートルくらいかな？　あれ？　逆に言えばその範囲内に捉とらえれば相手は魔法を発動できない？」

　試ためしにリンゼを横に置いて【アブソーブ】を使い、その後に魔法を使ってもらったが、一瞬だけ発動して、すぐさま消えてしまった。なるほど、こういう使い方もあるのか。当然、圏内からリンゼが離はなれると魔法は普通に発動した。

　相手の魔法を完全に封ふうじ込める魔法があればなあ。【サイレンス】は音を聞こえなくするだけで、呪じゆ文もんは詠えい唱しようできるしな。【タブー】は使う魔法をあらかじめ知っていればその言葉を封じて、発動を妨さまたげられるけど、実戦では使えない。

　いや、相手が得意な魔法を知っていれば使えるけど。例えばエルゼと対戦するとして、【ブースト】を禁句タブーにすれば、かなりこちらが有利になるだろう。

　どちらにしろフレイズ相手だと魔法は使われないけど。

　とりあえず実験は終しゆう了りようだ。リンゼに礼を言って、城へ戻ろうとしたとき、琥こ珀はくから念話が入った。

《主、城の方に客が来ているのですが……》

《客？　誰？》

《そのう、主の姉だと申すお方で》

《はあ？》

　姉ってなんだ。僕には姉なんていないぞ。っていうか兄弟姉妹自体いない。

　父方のイトコにお姉ちゃんと、母方にできちゃった婚こん＆離り婚こんの兄ちゃんはいるけど、こっちの世界にいるわけないし。

《その人ってどんな人？》

《はあ。桃もも色いろの髪かみをした、主より五歳さいほど歳とし上うえに見える……ちょ、な、なにを！》

《なになに、琥珀ちゃん何してるのよ。あ、念話してるのよ？　私にも冬とう夜や君と話させるのよ。もしもーし、聞こえますかーなのよー》

　琥珀の念話に混じって、完全に面白おもしろがっている若い女性の声が流れてきた。その声には聞き覚えがある。馬ば鹿かな……なんであんたがここにいる!?

　僕はリンゼを連れて【ゲート】を開き、一目散に城へと向かった。







「冬夜君の姉のー、望もち月づき花か恋れんなのよ」

「花恋さんですか」

　しれっとみんなに挨あい拶さつをする。なに言ってんの、この人。いや、人じゃないけど。

　そっと近づいて小さい声で話しかける。

「……なんであなたがここにいるんです、恋れん愛あい神しん様！」

「違うのよ、花恋なのよ。あ、お姉ちゃんでもいいのよ？　っていうか、お姉ちゃんって呼ぶのよ」

　質問に答えんかい！

「久しぶりに会えて嬉しいのよ。ぎゅーっなのよー」

「うわっぷ!?」

　いきなり抱だきしめられた。ちょ、みんなが見てる！

　ちらりとユミナたちの方を見たが、みんな微笑ましそうな表情でこっちを見てるぞ。姉と弟の久しぶりの再会とでも思っているのだろう。八や重えなんか泣いてるんだけど。なんで？

「ではお義姉ねえ様、私たちはこれで。今日の晩ばん餐さんは盛大にいたしますので、期待して下さいね」

「あらー、それは楽しみなのよ」

　姉弟きようだい水入らずにしてあげようという配はい慮りよか、みんながぞろぞろと退室していく。扉とびらが閉まり、僕と恋愛神だけが残された。

「で？　いったいどういうことなんですか！　なんであなたが地上に降りて来てるんです!?」

「降りて来たらいけなかった？　のよ？」

「降りて来るのは別にいいんですよ！　いや、わからないけど！　なんで僕の姉とか……」

「あ、それは思いつきなのよ」

　けらけらと笑いながら恋愛神がソファに腰こし掛かける。なんか脱だつ力りよくした僕も腰を下ろした。ダメだ……この人、いやこの神、苦手なタイプだ。

「結局、なんで降りて来たんですか？」

「んーとね、捕ほ獲かくなのよ」

「捕獲？」

「私たち下級神よりさらに下の神、従属神って言われてるんだけど、その従属神がこの世界に逃げて来ちゃってるのよ。それを捕まえに来たのよ」

　従属神？　下級神のそのまた下の神か。

　聞くところによると、どうやら神にもランクがあるらしく、従属神は神の属性でも一番下に位置しているらしい。そいつが逃げ出してこの世界に来てるっていうのか。
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「逃げたって言ってましたけど。なにか神界で犯罪でもしでかしたんですか？　そいつ」

「何も。だからわからないのよ。なんでこの世界に降りてしまったのか。世界神様の許可なしにこの世界に降りてしまうこと自体が罪といえば罪だけど、降りるだけならそこまで問題にすることも無いのよ。ただ、従属神の力を使ってこの世界に干かん渉しようすることは許されないのよ。それを心配してるのよ」

　広い意味で言ったらあんたらも充じゆう分ぶん干渉してると思うんだけどなぁ。前に確か、ユミナたちの着き替がえに僕が遭そう遇ぐうするように仕向けたよね、あんた。

「私たちはいいのよ。例えるなら、ちゃんと免めん許きよ証しようをもったドライバーなのよ。でも従属神は仮かり免めんどころか、教習所から教官もなしに公道に飛び出した子供のドライバーなのよ。かなり危険なのよ」

　わかるようなわからんような。まあ、無む免めん許きよは悪いことだということはわかる。

「じゃあさっさとそいつを捕まえてください。面倒なことになる前に」

「そうするつもりだったのよ。でもこの世界に降りて来たらそいつの『神気』を全く感じられなかったのよ。おそらくこの世界の何かに変質して存在してるのよ」

「変質？」

「人とか動物、あるいは神器とか御ご神しん木ぼく、そういったものに変へん化げして、この世界に紛まぎれているのよ。こうなるとそれを解除しない限り感知できないのよ」

　なんとまあ。厄やつ介かいな状じよう況きようにすでになってたのかよ。

　確かにそいつが神の力を使って何かし始めたら面倒だな。下級のそのまた下とはいえ、仮にも神だ。ただで済むはずはない。しかも神の特性を隠かくしているときた。目的がわからないってのがまた不気味だな。

「そいつを見つけるにはどうすれば？」

「従属神が一定以上の神力を使えば世界のどこにいたってわかるのよ。あとは私たちの神力をぶつければ変質化も解けるのよ」

「私たち？」

　おいおい、まさか他の下級神とかもこの世界に降りて来てるんじゃなかろうな？　他に剣けん神しん、農耕神とかもいるんだっけ？　暇ひまな神様だな！

「なにを言ってるのよ？　冬夜君のことに決まってるのよ。あなた、魔力に混じって神力も出してるのよ。だいたい、それを辿ってきたらここに着いたのよ？」

「はあ!?」

　ちょっと待て、前に神様が言っていた身体からだの変化ってのが起こっているのか？　あまり自覚がないけど……。

「とにかく向こうが動かないとこちらも動けないのよ。と、いうわけで、ここでしばらくお世話になるのよ」

「え!?　ここでですか!?」

　マジで!?　いや、確かにそいつを捕まえるまで安心はできないから、その方がいいのはわかるんだが。

　ものすっっっっっごく、それ以上にこの人がトラブルを運んでくるような気がしてたまらないんですけど！

「姉が弟と暮らすのはなんの問題もないのよ」

「いや、姉って。思いつきで言い出したって恋愛神様がさっき……」

　反論しようとすると、ぷうっと頬ほおを膨ふくらませて僕の方を睨にらみつけてくる。いくつだ、あんた。いや、答えを聞くのは地じ獄ごくを見そうなんで黙だまっていよう。

「お姉ちゃん、なのよ。そう呼ぶのよ」

「いや、だけどですね」

「言わないと私に恋愛相談した時のことをユミナちゃんたちに一部始終話すのよ？」

「ソレハ御ご勘かん弁べんヲ、オ姉チャン」

　くうっ。これが神の力だというのか……。さすがに「お姉ちゃん」は恥はずかしいので「姉さん」で妥だ協きようしてもらった。恋愛神……もとい、花恋姉さんはそれでも不満そうな顔をしていたが、とりあえずは受け入れてくれたようだ。

　っていうか、この人に従属神を捕とらえるなんてことができるんだろうか。完全にミスキャストのような気もするんだが……。

　その日の晩餐はとても豪ごう勢せいなディナーになった。うおう、随ずい分ぶんと気合い入れたな、クレアさん。

　しかし晩餐会でいつの間にか始まった恋愛相談に男だん性せい陣じん、特に僕がいたたまれない気持ちになる。いや、そりゃあその人はその道のプロ、っていうかその名の通り「神」だけどさ！

　ユミナたちが次々と質問をぶつけている。

「冬夜君は無自覚の優やさしさを誰にでも向けるのよ。女にしたら、それはある意味で残ざん酷こくなことなのよ。思わせぶりに見えて、実はなんとも思ってないってことも多いのよ。勘かん違ちがいしたらダメなのよ」

「で、では拙せつ者しやたちのこともそんなに想おもわれていないと……」

「ううん、逆なのよ。あなたたちのことはとても大切に想っているのよ。だからこそ一歩引いてしまうところがあるのよ。そこはこちらが押おしていかないといけないのよ」

「もっと強ごう引いんに攻めろってこと？」

「多少は、なのよ？　あまり攻めすぎると引いてしまうのよ。恥ずかしがり屋やさんなのよ、冬夜君は」

「ぐ、具体的にはどうすればいいんですの、お義姉ねえ様？」

「まずはスキンシップからなのよ。抱きついたり、キスしたり、手をつないでお出かけしたり、なのよ。それが当たり前のことだと刷り込ませるのよ。そうすれば照れもなくなって、自然に振ふる舞まえるようになるのよ。基本は恋愛にヘタレなんで、貴女あなたたちはかなり苦労するのよ？」

「い、色いろ仕じ掛かけ、とか、は？」

「露ろ骨こつすぎるのは逆効果なのよ。でも全くないのは刺し激げきがなくて倦けん怠たい期きみたいになってしまうから適度に、なのよ。スカート丈たけを短くするとか……あ、でも冬夜君の前でだけなのよ？　他人にパンツを見られたら、きっと拗すねるのよ」

「なるほど。勉強になります」

　もうやめてください！　お願いします！　どんな羞しゆう恥ちプレイですか！　って言うか、もうそれ恋愛相談じゃなくね!?　僕の暴ばく露ろ話になってね!?

　女じよ性せい陣じんはレネまでも興味深々に聞き耳を立てているし、高坂さんら男性陣は「大変ですね」とばかりに生暖かい目を向けてくるし。

　顔が火ほ照てって仕方がない。逃げだしたいぃぃ！　いろんな意味でとんでもない人が姉になってしまった。




◇　◇　◇




「ユーロンが戦争を始めた？」

「はい。隣りん国ごくのハノック王国へ宣戦布告し、侵しん攻こうを開始しました」

　椿さんの報告に僕は懐ふところからスマホを取り出し、空中にユーロン周辺のマップを投とう影えいした。

　ハノック王国は……っと、ユーロンの西、レグルス帝国とも川を挟んで隣りん接せつしているな。横に長い国だ。

「検索表示。ユーロン軍を赤、ハノック軍を青で」

『了りよう解かい。表示しまス』

　お、表示できた。と、いうことは見た目で見分けられるんだな。

　僕の検けん索さく魔ま法ほうは外見がかなりの情報になる。こないだの仮面の襲しゆう撃げき者しやのように、服装を変えて仮面を捨てられたら検索しようがないもんなあ。町とか村は普通に検索できるんだけどな。

　仮面さえも検索されなかったのは完全に破は壊かいしたのだろうか。まあ、あの仮面で身元がバレる可能性があるならそうしてもおかしくはない。

　マップ上では国境からだいぶハノック側へ入った場所に、二つの陣じん営えいが陣取っている。そのユーロン側の陣営に、また別のユーロン軍が向かっているけど、補給部隊かな？

　どうやら戦せん況きようはユーロン優勢で進んでいるようだ。

「戦争の原因はなんなの？」

「ユーロン側の言い分としては、ハノックの地はもともとユーロンの領土だったと。それを後から来た移住者が図ずう々ずうしくも居い座すわり、勝手に国まで作ったので、それを奪い返かえそうとしているだけ……そういうことになっています」

「……そういうことってどういうこと？」

「言ってるだけですから。自分たちは古代文明時代にも栄えていた脈々と続く天帝国ユーロンだと。七千年の歴史があり、その歴史は代々口伝として受うけ継つがれてきたと、そういうことらしいです」

　七千年の歴史か。すごいな。エジプトでも五千年の歴史だっけか？

　うーん、先祖の地を取とり戻そうとしてるのか。わからんでもないが、もうそこには別の国があって人々が暮らしてるんだしな。ずっと放置していたくせに、今さらなに言ってんだ？　と思えて仕方が無い気もするが……。

　しかし、口伝ってのはどういうことだ？　ちょっと気になったので部屋にいたシェスカをこちらに呼び寄せ、小声で聞いてみる。

「五千年前の古代文明時代に、もうユーロンって国があったのか？」

「いいえ。そンな国は聞いたこともありまセンね。だいたいあの辺りはフレイズの大来襲で、人が住める場所ではなくなっていましタし」

　あらら。どうもユーロン七千年の歴史ってのは眉まゆ唾つばものっぽい。歴史ってのは権力者の都合の言いように作り変えられることが、ままあるからなあ。

　こうなるとハノックの土地がもともとユーロンの領土だって話も疑わしい気もする。いや、ユーロンの人たちが嘘うそをついているというわけじゃないんだろうな。何千年もずっとそう教えられてきたらそうなるよな。

「どうもユーロンの方が何かと言いがかりをつけて、開戦を仕向けたように思われます。ハノックはここ数年、新たなオリハルコンやミスリルの鉱脈が発見され、資源を産出して景気が上がっています。その資源目的なのではないかと」

　完全な侵しん略りやく戦争か。ユーロンからしてみたらまさにお宝の山ってことなのかね。

　先日のフレームギアを狙った襲しゆう撃げきもこれが原因か？　戦争に投入して圧あつ倒とう的てきな力で相手を蹂じゆう躙りんしようという……。他国から盗ぬすんだ技術で利を得ようってことですか？

「うーん、戦争なんて初めてだなあ。これってどうなるんだろう？」

「軍事力からいうとユーロンの方が有利ですね。このまま戦争が進めばやがてハノックは滅ぶかもしれません。鉱山資源があるので、それを資金にある程度の戦力は揃そろえられるかもしれませんが、いかんせん、数に差がありすぎます」

　ハノックが滅べばユーロンがレグルスの隣となりまで来るのか。あまり喜ばしくないなあ。

　先日の襲撃者がユーロンの者だと決まったわけじゃないけど、あまりユーロンにはいい感情を持てない。先入観かな。

「ハノック王国ってレグルス帝国と付き合いがあるのかな？」

「同盟というほどではありませんが、友好国ではあったと思います。今回の戦争に関して、積極的な介かい入にゆうはしないと思われますが、兵ひよう糧ろうや武器などの援えん助じよぐらいはするのではないでしょうか」

　ふむ。となると戦争は多少長引くか？　それでも結果的にはユーロンの方が勝つ可能性が高いが。

　ま、他国同士の戦争だ。僕ぼくらには関係ない。……と、考えられたら楽なんだろうけど。

　人がいっぱい死ぬんだろうな……。安っぽいヒューマニズムを気取る気は無いが、だからって、自分に関係ない人間なら何人死んだってかまうもんか、と割り切れるもんじゃない。

　救えるものなら救いたいけど、それって単に英えい雄ゆう願望というか、偽ぎ善ぜん者しやに過ぎない気もする。

　死んだじいちゃんが「偽善者大いにけっこう！ へらへらとした傍ぼう観かん者しやだけにはなるな！」って言ってたな。「見ているだけなら猿さると変わらん」とも。

　……ふむ。猿にはなりたくないな。

「ちなみにうちの騎き士し団だん員いんとかで、ユーロンかハノックの出身者っていたっけ？」

「ユーロンはいなかったと思います。ハノック出身者は確か一人いたように思いますが」

「その人を呼んでもらえますかね。ちょっと話したいんで」

「わかりました」

　椿さんが部屋を出て行く。ハノック出身なら親兄弟が故郷にいるかもしれないしな。戦場に近い場所なら、こっちに呼んだ方がいいかもしれないし。







「騎士団所属、パオロであります！」

　呼び出された騎士はその場で跪ひざまずき、首を垂れた。栗くり色いろ短たん髪ぱつの青年である。何度か見たことがあるな。確か剣の腕はそれほどでもないけど、とにかく動きが俊しゆん敏びんな人だった。働きも真ま面じ目めで、確か副団長のニコラさんが気に入っている一人だ。

　もともと冒ぼう険けん者しやだった彼かれは、ウチの騎き士し団だん員いん募ぼ集しゆうを見て応おう募ぼしてきたらしい。

「パオロさん、あなたはハノック王国の出身だそうですが、故郷はどこです？」

「は……？　あ、はい、東部の外れにあるクイント村ですが、それがなにか……」

　クイント村か。マップを呼び出して村を表示する。

　マズいな……。ユーロン軍が迫せまっているじゃないか。ここを制圧して拠きよ点てんにするつもりなのか？

　ハノックの王都を目指すには街かい道どうからだいぶ離れているようだが、向かっているのは主力部隊とは別の部隊らしい。挟み撃ちとか何かの作戦だろうか。

　敵国とはいえ、虐ぎやく殺さつするとは思えないが……。でも、間違いなく兵糧などを徴ちよう収しゆうされるだろうな。穏おだやかに出させるか、強引に奪うのかはわからないが。

「あのう……いったいなにが……？」

　投影されているマップを睨む僕を、不安そうな表情でパオロさんが見てくる。視線をマップと僕に走らせながら、故郷のある場所を確認していた。

「まだ情報が伝わっていないみたいだけど……ユーロンがハノックに攻め込んだ」

「なんですって！」

　思わず立ち上がるパオロさん。その顔には驚きよう愕がくと焦しよう燥そう、不安といったものが張り付いていた。

「ここがハノックのクイント村。そしてこの赤い光がユーロン軍。おそらく明日あたり村へ到とう着ちやくするだろうけど……」

「そんな……」

　呆ぼう然ぜんとマップの光を見つめるパオロさん。

「ユーロン軍だって村人に抵てい抗こうさえされなきゃ、そんなに酷ひどいことはしないと思うけど……」

「……いえ。おそらく村人は全員、男は殺され、女は慰なぐさみ者ものにされて、奴ど隷れいにされるでしょう……」

「な……！」

　おいおい、仮にも一国の兵隊だろう？　それじゃ盗とう賊ぞく団だんと変わりないじゃないか。なんだってそんなことをするんだ？

「ユーロン軍は敵国に侵攻した際には兵たちによる略りやく奪だつを許可しているのです。手に入れた金や女、敵兵の武器や防具などを自分のものにしてもよいのです。そのため、兵たちの士気は高く、過か酷こくな侵攻にも文句なく従うそうです」

　なんだそれ。そんなことをしていたらその土地の人たちに恨うらまれるだろうに。侵しん略りやくすればいずれ自分の土地となるのに、そこで恨みを買ってどうする。

「かつて二十年前まで、ユーロンとハノックの間にはザラムという小国があったのですが、この国はユーロンに滅ぼされました。その時も酷い略奪があったそうです」

　いくら戦争だからって、そこまでする必要があるのか疑問に思う。

　椿さんが言うにはユーロンでは厳しい身分制度があって、ユーロン人とそうでない者、つまりは侵略された国の人間では天と地ほど扱あつかいが違うんだそうだ。

　サンドラ王国と同じようにユーロンにも奴隷制度があるのか。こちらは「隷れい属ぞくの首輪」みたいなものはないらしいが、誰だれの所有物か示す刺青いれずみをするらしい。

「おそらくクイントの村もザラムのように蹂躙されるでしょう……。くっ……陛下！　陛下のお力で、なにとぞ、なにとぞクイントを救っていただけませんでしょうか!?」

　パオロさんが再び跪き、頭を下げて懇こん願がんする。

「いいよ」

「不ぶ躾しつけな願いであることは重々承知しております！　ですが、なにとぞ！　なにとぞ御ご一いつ考こうくだされますよう……！　……は？」

　ぽかんとした顔でパオロさんがこちらを見上げる。

「だからいいよ、って。もともとパオロさんを呼んだのもその話をするためだったし」

　初めはハノックの出身者ならあちらに家族がいるだろう。戦争に巻き込まれる前に、家族だけでもこちらに避ひ難なんしてはどうか、と提案するつもりだった。まさか村自体がそこまで危険な状態になっているとは思わなかったが。

「僕が村に行って説明しても信じてもらえるかわからない。これから一いつ緒しよにクイント村へ行ってもらうけどいいかな」

「は、はい！　よろこんで！」

　喜び勇んで立ち上がるパオロさんからクイント村の記き憶おくを【リコール】の魔ま法ほうで読み取り、【ゲート】をつなぐ。

　とりあえず僕、パオロさん、椿さんの三人でクイント村へと跳とんだ。

　目の前にはいかにも小さな村といった光景が広がっていて、平和で牧歌的な雰ふん囲い気きが辺りを包つつんでいる。

「ここがクイント村で間ま違ちがいない？」

「は、はい。私の育った村です。これが転移魔法……すごい、一いつ瞬しゆんで……」

　パオロさんは呆然としながらも、生まれ故郷がまだ無事だったことに安あん堵どの表情を浮うかべている。

　村の入り口で辺りをキョロキョロしながら立っていた僕らに、背後からいかにも農夫といった青年が声をかけてきた。

「パオロ？　お前、パオロか!?」

「お前……レントか!?　久しぶりだなあ！」

　パオロさんが農夫の青年の方へ駆かけ寄よる。どうやら知り合い、というか友とも達だちらしい。

「どうしたんだお前、その格好。どこかの行いき倒だおれからかっぱらってきたのか？」

「馬ば鹿か野や郎ろう、これはブリュンヒルド公国騎士団の鎧だぞ。盗んだんじゃない、俺おれのだ！　今じゃ騎士なんだぜ、俺！」

「ええっ!?」

　パオロさんが銀色に輝くミスリルの鎧を、誇ほこらしげに見せつける。相手が友達だからか、パオロさんの口調が砕くだけたものになってきてるな。「私」から「俺」になってる。

「昔から逃にげ足あしだけは速かったからな、お前。それを買われたのか？」

「まあ、そんなもんだ。おっとこんな話をしてる場合じゃない！　ユーロンとハノックが戦争を始めたのは知ってるか!?」

　パオロさんの言葉に、先ほどまで喜びに溢あふれていたレントという農夫の顔が一瞬で曇くもった。

「ああ、みんな怯おびえてるよ。ここは街道からかなり離れているから大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、王都が落ちてユーロンに組み込まれたら、今までと同じような暮らしはできなくなる……」

「王都どころじゃない！　今まさにこの村に向けてユーロン軍が進軍して来ているんだ！　明日にもやって来るぞ！」

「なんだって……！　そんなバカな！　なんでこんな小さな村を襲おそう必要があるんだ！　ここには金も食しよく糧りようもそれほどないのに……！」

　やはりこちらに向かっている軍は別動隊だな。なにか作戦上の行動をしていると見ていいだろう。街道で本体が睨み合あっているうちに背後に回るとか、そんなところか？

「とにかく村長に会わせてくれ。陛下が村を助けてくれる」

「陛下？　陛下って？」

「こちらにおわすブリュンヒルド公国公王陛下だよ！」

「あ、ども」

　大おお仰ぎような手て振ぶりでパオロさんに紹しよう介かいされたが、急だったので気の利きいた言葉が出てこなかった。つい軽い会え釈しやくとかしてしまったし。

　農夫のレントは、ぱちくりと瞬まばたきをすると、久しぶりに村に帰ってきた友人を心配するような目で見つめる。

「パオロ……お前、大丈夫か？」

　やっぱり信じてもらえなかった。ちょっと本気で王おう冠かんでも作るかと考えた。

　その後、なんとかレントさんに納なつ得とくしてもらい、村長のところへ案内してもらうことになった。まあ、信じてもらえないのも仕方ないけどさ。

　基本、外出するときは動きやすい冒険者の格好だしな。まあ、煌きらびやかな衣装が苦手ってのもあるけど。あんなん恥ずかしくて外歩けるか。

　なんとか村長と会って話をしたのだが、ここでもまた信じてもらえなかった。僕が王様であるか、とかではない。ユーロン軍がこの村に迫っているということを信じてもらえなかったのだ。

　そこで村長を【レビテーション】で浮かせ、【フライ】で現場まで飛んで連れて行った。

　上空から見ると、ユーロン軍が村の方へと向かっているのがよくわかる。けっこういるな。五千くらいか？

　その光景を見て村長がガタガタと震ふるえているのは、これから襲われるかもしれない村のことを思ってか、それとも単純に高いところが怖こわいのか。

　一いつ旦たん、地上に着地して【ゲート】で村長を村へと送る。他の村人達を説得してもらうように頼み、僕はもう一度【フライ】を使って周辺を飛んで回った。

　マップを展開し観察してみると、こちらに向かって来ている奴やつらとは別に、向こうに本隊がいて、その後方にも別動隊がいる。こちらの方はおそらく補給部隊だと思うが、かなりの数を投入してきているな。

　一方ハノック軍といえば、ユーロンの本隊とぶつかっている軍勢以外いない。マップを拡大していくとはるか後方に別の軍勢が見える。ハノックの王都から慌あわてて出した増ぞう援えんだな。でもこの距きよ離りじゃ着くのは明後日あさつてになるぞ。それまで前線がもつかな……。

　さて、どうしたもんか。他国の戦争に介入するのにはなにか大義名分とかが必要かな。もちろんユーロン軍には丁てい重ちようにお帰り願うわけだが、根本的な解決にはならないと思う。また来るに違いないし。

　ここがブリュンヒルドだったらなあ。遠えん慮りよなくやらせてもらうんだが……。ん？

　…………そうか。その手があるか。

　僕は一旦地上へと降り、レグルス帝国の皇こう帝てい陛下のところへ【ゲート】を開いた。いきなり僕が行ってもハノック国王が会ってくれるかわからない。皇帝陛下に紹介してもらおう。







　レグルス皇帝陛下の後あと押おしもあって、ハノック国王は僕の提案を呑のんでくれた。どのみちこのままじゃハノック王国はユーロンのされるがままになってしまう。それならば、と決断してくれたのだ。

　よし、ちゃんと国王の直筆だし、これで問題ないぞ。もらった証明書を手にレグルス皇帝陛下とハノックの城を出る。

「しかし、とんでもないことを言い出したもんだな……」

「あくまで一時的なものですよ。安全が確保されたらもちろんこれは破は棄きします」

　呆あきれたような声を漏もらす皇帝陛下にぴらぴらとハノック国王のサインと国印入りの証明書を見せる。

「まあ、冬夜殿どのが出てきたのならこの戦争も心配することはないな。我らも救きゆう援えん物資を送らないですむのはありがたいが」

　まあ、うまくいくかはわからないけど。とにかくやらせてもらうか。もう遠慮することもないからな。







「避難する必要がなくなった……ってどういうことです？」

「ハノックからユーロン兵を一人残らず追い出すからさ」

　村で待ち構えていたパオロさんにハノック国王からもらった証明書を見せる。わけのわからないような顔をしていたパオロさんだったが、その文章を読むにつれて彼の目が見開かれていった。

「こっ、これっ、これ本当なんですか!?」

「本当だよ。ここにハノック国王のサインがあるだろ。ちゃんと国印も押してもらったし」

　横から覗のぞきこんでいた椿さんも目を丸くする。

「よくハノック国王が許可されましたね……。このままではいずれユーロンに攻せめ込まれてしまうわけですし、それならば思い切って、というわけでしょうか……」

　納得したような、でもやっぱり納得いかないような様子で椿さんが独りごちる。納得しろ。

「さて、と。椿さんは城へ戻もどって高坂さんや騎士団のみんなにこのことを伝えておいて下さい。僕はハノックに入り込んでるユーロン兵を一回全部追おっ払ぱらうから」

「追っ払う、って……」

　呆然としているパオロさんを一応この村の守りとして置いて、【ゲート】で椿さんをブリュンヒルドへ送る。

　僕の方は【フライ】で一気に空を駆け抜ぬけて、数十分後にはユーロンの帝てい都と、シェンハイへと辿たどり着ついた。

　仮面の襲撃者のときから思っていた通り、何処どこと無くアジアンチックな街並みだ。あのでっかい建物が王宮かな？

　緋ひ色いろの屋や根ね瓦がわらに白はく亜あの壁かべ。ところどころに金きん箔ぱくが施ほどこされている。さらに黄金の、なにか動物のような像が屋根や柱に取り付けられていた。

　派手だなあ。なんというか自己顕けん示じ欲よくの塊かたまりみたいな王宮だな。あれ税金で造ったのかな……。日本だったら総スカンだぞ。気のせいか、都の外れの方は寂さびれているような気がする。

　まあいいや、とりあえずここまでお帰り願うか。

　僕は【ゲート】を使い、今度はハノック王都へ向けて進軍しつつあるユーロン軍の上空へと転移した。

「マップ表示。ハノック領土内にいるユーロン軍全すべて」

『了解。マップ表示しまス』

　空中にマップが表示され、パパパパパッ、とハノック領土内にいるユーロン軍に赤いピンが落ちる。

「【マルチプル】。ターゲットロック」

『了解。……ロック完かん了りよう』

　ユーロン軍全てにロックがかかり、捕ほ捉そくが完了した。

「ユーロン軍全ての足元に【ゲート】発動」

『了解。発動しまス』

　ハノック領土内の赤いピンが次々と消えていく。

　今いま頃ごろはユーロンの王宮内に次々とユーロン兵が現れ、王宮はパニックになっていることだろう。全員お返ししますよ、天てん帝てい陛下。

　最後の赤いピンが消えるまで見届けると、僕は悠ゆう々ゆうとハノックからブリュンヒルドへと帰った。さて、これからが本番だぞ、と。







「な、なんだこれは!?」

　眼下からそんな声が聞こえてくる。まあ驚おどろくか。いきなりわけもわからず自国の都まで戻され、再びハノックへ侵攻しようと十日もかけて来てみれば、国境に巨きよ大だいな壁がそびえていたのだから。

　しかもその城じよう壁へきの上にはためくのはハノック国旗の大おお鹿じかではなく、我わがブリュンヒルドの戦いくさ乙女おとめ。

　その旗の横に現れた僕に、馬に乗ったユーロンの将軍と思われる男が城壁の下から声を張り上げる。

「どういうことだ、これは!?」

『ユーロン軍の諸君、ここまでの行軍、ご苦労様です。ですが、ここからは我がブリュンヒルドの領土。これより先に進むことはまかりならない』

　わけがわからずざわめくユーロン軍に対し、一枚の証明書を空中に拡大投影で奴らの前に浮かべてやった。

「な、なんだと!?　こんな……こんなことが……！」

　それはハノック国王がユーロンとの国境よりハノック側の領土を、一キロだけブリュンヒルドへ譲じよう渡とするという証明書だった。つまり、今現在、ユーロンに接しているのはハノックではなく、ブリュンヒルドの飛び地なのである。

　ユーロン軍がハノックに侵攻したければここを通るしかない。が、もちろんブリュンヒルドとしては通すつもりはない。

『ちなみに言っておくと、この壁はユーロンとの国境全てに続いている』

　そう。土魔法と『工こう房ぼう』の力を駆く使しし、わずか六日で作り上げた異世界の万ばん里りの長城だ。むろん、高さはあれより高くしているが。

　面積は幅はば一キロの領土が国境に沿ってずっとである。ひょっとしてブリュンヒルド本土より広いんじゃないかな。

「ええい、あのような壁、壊こわすなり乗のり越こえるなりしてしまえ！　全軍突とつ撃げき！」

　一人の将軍の号令に、一いつ斉せいにユーロン軍が壁に向けて進軍してくる。ありゃ、攻めてきた。

　僕が言うのもなんだけど、一応さあ、他国の領土なんだから攻め込むにしても天帝陛下にお伺うかがいをたてろよ。それとも信じてもらえなかったのかね。まあ、それはそれでいいけどさ。

　ユーロン軍の兵士たちが新しいブリュンヒルドの領土に侵しん入にゆうする。壁に辿り着き、いざその壁を登り始めようとした瞬しゆん間かん、兵士たちが忽こつ然ぜんと地面に吸い込まれるように消えていった。

「なっ!?」

　その後も次々と兵士たちが壁に触ふれるなり消えていく。突とつ然ぜん消えてしまった兵士たちに驚き、進軍がピタリと止まる。

　壁に触れると足元に【ゲート】が発動し、ストーン、と落とされ、自動的にユーロンの都、しかも王宮の真まっ只ただ中なかに送られるようにしてあるのだ。まあ、説明してやるつもりはないけど。

　続けて兵士たちが僕に向けて弓矢を放ってくるが、それらも全て城壁にかけられた風属性の魔法で空高く吹ふっ飛とばされる。ちなみにこれはこちらへ向けての矢だけに反応するので、こっちから射うつ分には反応しない。

『ああ、言っとくけど壁に向けて魔法とか放たない方がいいよ。全部君たちの王宮に返されるからね』

　軍の中にいた魔ま法ほう使つかいが杖つえを振り上あげていたので、一応忠告する。僕の言葉に驚いたように魔法使いがゆっくりと杖を下げた。僕の言葉を信じたかどうかはわからないが、試ためす気にはなれないのだろう。

　ま、本当だけどな。これも魔法に反応して、壁へき面めんに【ゲート】が開くようになっている。もちろん行き先はユーロン王宮だ。

『さて、これ以上は我が国くにに対する侵しん略りやく行こう為いとみなすがいいかな？』

　僕が指を鳴らすと空中に開いた【ゲート】から、次々とフレームギア・重騎士シユバリエが降りてくる。ズシン、ズシンと大きな地じ響ひびきを立てて、全部で一〇機が城壁の前に降り立ったのち、二機の黒騎士ナイトバロンと、一機の白騎士シヤインカウントが最後に降り立った。

　うちの副団長二人が乗る黒騎士と、団長のレインさんが乗る白騎士だ。まあ、白騎士も黒騎士もベースは同じなんだけど。形をちょろっと変えて真っ白に塗ぬり直しただけで。一応、団長が乗る旗騎だし、それっぽくした方がいいかなーと。

「な、ななっ、なっ……！　うわっ!?」

　ユーロン軍の将軍が地響きに驚いた馬に振り落おとされ、地面に転げ落ちた。馬の方といえばあっさりと主人を見捨て、一目散にその場から逃げていく。

『戦う気があるのなら、我がブリュンヒルド騎士団が相手になろう』

　僕の合図で全機体が腰こしの剣けんを抜き、それを地面に突つき立たてた。それを見たユーロン軍は一気に戦意を失い、我先にと逃とう走そうを始める。

「た、退たい却きやくっ！　退却ーっ！」

「に、逃げろっ！　潰つぶされるぞっ！」

「うわあああああっ！」

　蜘蛛くもの子を散らすように一斉にユーロン軍が退却していく。帰るんなら城壁に触さわればすぐに王宮に帰れるのに。

　慌ただしく逃げていくユーロン軍を見ていると、僕の隣に立つ黒騎士の胸部ハッチが開き、副団長のノルンさんが身を乗り出してきた。

「陛下ぁー。陸路はこれで防げるかも知れないけど、あいつら海路を使ってハノックに攻め込むんじゃないですかねー？」

「そっちも一応大丈夫。ハノック側の海に十匹ぴきほど大型のクラーケンを召しよう喚かんしておいたから。軍船以外は襲うなって言い聞かせておいたし、問題ないでしょ」

「うわー、えげつないなー」

　なにを言うか。細かい心配りと言え。さすがに空を飛ばれたら無理だけどさ。

　とにかくしばらくは様子を見よう。エサも用意したしな。先日の襲撃者がユーロンの者なら、このチャンスを逃のがすわけがない。なにか行動を起こすはずだ。

　さて、細工は流々仕上げを御ご覧ろうじろ、といくかね。




◇　◇　◇




　まあ、なにかしらやってくるかとは思ったけどな。

　あれからすぐさまユーロンから正式な抗こう議ぎ文ぶんが送りつけられた。つらつらと書かれた長ったらしい文を要約すると、「あの土地はもともと我々のものだから、ただちにこちらへ引ひき渡わたせ。でなければ世界の国々からの信用を失うぞ。これまでの迷めい惑わく料りようとしてあの巨きよ人じん兵へい（フレームギアのこと）を何体かこちらへよこせ。あれももともと我々の先祖が作ったものだから、それが当然の権利である。盗賊まがいのことをするな、恥はじを知れ……」などなど。

「よくもまあここまで言えるものですな」

「正当化しようと必死なんでしょ。自分たちに都合良く話を持っていこうってね」

　長城の間に設置された塔とうで、呆れた声を漏らす高坂さんに対し、苦く笑しよう混じりに答える。

　ユーロンとハノックの間に造られた長城はハノック側にも存在する。こちらにはトラップなどはしかけてはいないが。現状、西からハノック領土、壁、ブリュンヒルド領土、壁、ユーロン領土となっている。

　状じよう況きようが落ち着いたら全てハノックへと返へん却きやくしようとは思っている。もちろん、領土を返却する時は長城ごと渡すつもりだ。

　僕が勝手に作ったものだし、長城建築にかかった経費なんかはほとんどタダなんでかまわない。ま、トラップ類は外させてもらうけどさ。

「それでユーロンに返事はなんと返しますか？」

「武力には武力を、友好には友好を。力で抑おさえつけるのは好きじゃないけど、売られた喧けん嘩かは買うよ。あくまで僕は、だけど。なんならユーロン一国と僕個人で喧嘩してもいい」

「……本当にできそうなところが笑えませんな。陛下は暴君でいらっしゃる」

　まあ自分勝手なのは認めるけどね。もともと『国』を作ろうとしてたわけじゃないし。大きな庭がついた家をもらったんで、住みたい人は住んでいいですよー、って感覚だったからなあ。もちろん嫌いやなら出て行くのも勝手だし。

　事実、税金とかもほとんど取ってないしな。騎士団やメイドさんに払はらっているお金もほとんどは僕のポケットマネーだ。

　オルバさんを通して貰もらえるお金の半分をフレームギアの鋼材で、残りを現金でもらっているが、それで充じゆう分ぶん賄まかなえる。だから言ってみればウチの騎士団は正確には国軍ではない。僕個人所有の騎士団なのだ。

　まあ、ユーロンと本当に喧嘩することになっても、僕個人で相手にしたいところだが。

「暴君だってのは自覚はしてる。だからこの前からずっと言ってるじゃないか。高坂さんがこの国の王様になればいいって」

「お断りですな。このまま陛下についていけば世界を征せい服ふくできるかもしれませんし」

「する気はないんですけどね」

「する気はなくても、してしまうことはよくあることです」

　そうかなあ。まあ、バビロンの力やフレームギアを使えば世界征服とかできるかもしれないけど。正直言って面めん倒どうくさい。完全に武力制圧になるだろうしね。

　ユーロンも大人しく引き下がってくれると助かるんだけどな。

　コンコン、と扉とびらをノックする音が部屋に響ひびく。扉が開いて椿さんが入ってきた。

「陛下。ユーロンの工作員を捕とらえました」

「仮面のやつ？　よく捕つかまえられたね。っていうか、自白したの？」

「陛下の【パラライズ】ほどではないですが、我々も強力な麻ま痺ひ毒を持っています。それにフローラ殿から特別な自じ白はく剤ざいをもらいましたので」

　なに渡してんだ、あいつ……。バビロンの技術を使って作ったのなら、変な副作用とかはないだろうけど、なんか怖いわ！

　自じ爆ばくする前に麻痺させ、仮面を取り上げて自白剤を使ったらしい。その自白させた時の様子は怖くてちょっと聞けないが、とにかくあの仮面の工作員はユーロンの手の者で、ここにあるフレームギアを狙ねらって潜せん入にゆうしたのは確かなようだ。

「フレームギア奪だつ取しゆのために様々な作戦が同時進行しているようです。陛下の暗殺から奥おく方がた様たちの拉ら致ち監かん禁きん、騎士団員の裏切り工作など。全てユーロン天帝の命令です」

「どうやら裏が取れたようですな」

　高坂さんが小さくつぶやく。今まで確証がなかったから少しは手加減してたけど、こうなったからには遠慮する気はないぞ。ここでガツンとやらにゃ同じことを繰くり返されるだけだ。

「これって怒おこってもいいところだよね？」

「まあ、そうですな。暗殺まで仕向けられているのですから。普ふ通つうの国同士なら間違いなく戦争勃ぼつ発ぱつです。しかし、戦争をする気は無いのでしょう？」

　高坂さんがわずかに笑えみを含ふくんだ顔で僕を見てくる。だんだんと僕の考えが読めるようになってきたらしい。この人をうちの国に招いたのは、最大の収しゆう獲かくだったよな。

「戦争をすると相手の国の民たみたちも傷付くからね。それは避さけたい。敵対しているのは一部の人間だけなんだし」

「ではどうすると？」

「天帝に同じことをしようと思う」

　僕がやられたことをそのまま返すわけじゃない。向こうが僕を暗殺しようとしているなら、こちらも暗殺することができる、ということを示そうというのだ。する気は無いけどね。

「具体的には？」

「そうだなあ。眠ねむっている天帝が朝起きると枕まくら元もとにナイフが突き立ってるとか、とても苦い液体を毒薬のように食事に混ぜるとか？　あ、天帝以外の王宮の人間が忽然と消えてしまうとかも……」

「よくもまあそんな嫌がらせが思いつきますな……」

「高坂様、あれが陛下の本質かと」

　かわいいもんだと思うが。これは「いつでも殺やれるぞ？」という脅きよう迫はくに他ほかならないが、こうでもしないとわからないだろう。「殺られる前に殺れ」とまでいかないだけでも感謝してもらいたいもんだ。

「まあ、それは少し置いといてですな。まずは遺い憾かんの意を示して書状を送ってみては？　お前が黒幕だと知ってるぞ、という意味合いを暗に持たせて」

「そんなことをしているうちに、僕が暗殺されたらどうするのさ」

「まったく想像できませんな」

　ちぇっ。人を不死身かなにかと思ってるんじゃないのかね。

　……いや、神気とやらが溢れてきているらしいので、あながち外れてないのかも……。肉体だけはゆっくりと神様たちに近い存在になりつつあるって聞いたけど。

　まあ、気にしたって仕方がない。

「じゃあ、そんな感じで書状を送っといて。この際、多少キツめに書いてもいいから……」

「陛下！」

　うおわ！　びっくりした！　いきなり扉が開いてパオロさんが室内に飛び込んできた。おどかすない！

「騒さわがしい。どうしたというのだ」

「あ、す、すみませんっ！　あのっ、ユーロン側でおかしな煙けむりがいくつも立ち昇のぼっているんです。ユーロン軍が攻めてきたのではないでしょうか!?」

　なんだって？　慌てて僕ぼくらも階段を上り、城壁の上に出る。ユーロン側を見てみると、確かにいくつもの煙が立ち昇っていた。あっちこっちに散らばって、遠くだったりその手前だったり。

「なにかの狼煙のろしか？　それとも山火事……なわけないよな」

　あんなにあちこちで山火事が起こるわけがない。遠すぎてよくわからんな。

「あれ……なんですかね？　なんかキラキラしたものがたくさん見える……」

　キラキラしたもの？　なんだ、それ？

　僕はパオロさんの指し示す方へ目を凝こらした。……確かになんか光ってるような……光ってるというよりは光を反射し、て……。

　迫ってくるそれに気付いた時には僕はもう叫さけんでいた。

「全員フレームギアに搭とう乗じよう！　戦せん闘とう準備！　攻こう撃げきに備えろ！」

【フライ】を使って光の反射する元へと一気に飛んでいき、見み間ま違ちがいじゃないと確かく認にんする。

「く……このタイミングでかよ……！」

　眼下にはまっすぐに城壁の方へ突き進すすむフレイズの大群がひしめいていた。

　小型のやつから中型、またはその中間と大きさもまちまちで、フレームギア以上の巨大なやつも一〇体以上いる。形も蟻ありのような昆こん虫ちゆう型から、ダチョウのような二足歩行のもの、あるいはムカデのように連なったものまで様々だった。

　移動速度はそれほど速いものではない。しかし数が多すぎる。一〇〇体近くいるぞ。

「ターゲットロック！　フレイズを捕捉！　【アポーツ】発動！」

『了りよう解かい。【アポーツ】発動』

　僕の手の中にソフトボール大の核かくが現れる。くっ、ダメだ。やはり手のひらに収まる数しか引き寄せられない。一個一個引き寄せてたら時間がかかる！　しかもこれでは最小タイプの奴しか引き寄せられないしな。

「【土よ絡からめ、大地の呪じゆ縛ばく、アースバインド】！」

　進行するフレイズの足が地面から伸のびた木々に妨さまたげられる。これで少しは時間を稼かせげるだろう、と思ったら、二秒ほどであっさりと抜け出だしてきた。

　なんと自分の足を切断してだ。すぐさま足は再生し、何事もなかったかのように進軍を始める。なんて奴らだ。

　僕の背後からレインさんの白騎士シヤインカウントとニコラさんの黒騎士ナイトバロン、それに重騎士シユバリエたちがやってきた。何体かは城壁の守りに残してきたようだ。

　白騎士シヤインカウントの元へと僕は飛んでいき、レインさんに指示する。

「大型のやつを率そつ先せんして倒たおしてくれ！　僕は小さいのを叩たたく！　再生能力を持っているが、身体からだの中にある核を砕けば倒せる！　みんなにも通信でそう伝えて！」

『わかりました！』

　外部スピーカーから聞こえてきた返事を聞きながら、僕は【ストレージ】からフレイズのかけらで作った大剣を取り出した。刃は渡わたり二メートル、幅三十センチほどの水すい晶しようのような大剣を、左右の手に二振ふり構える。

　本来なら付ふ与よした【グラビティ】の効果が無ければ重すぎて持ち上がりもしないだろう。

「行くぞッ！」

　手近なフレイズたちの群れに突っ込む。最初の一体の核に目がけて剣を一いつ閃せんすると、大した抵抗もなく核ごとスパンッ、と切断できた。この剣は魔ま力りよくを注ぎ込むことで恐おそろしいほどの斬きれ味を有している。

　そのままフレイズたちを次々と斬り伏ふせていく。時折り伸びてくる刃じん腕わんをかいくぐりながら辺りを見回すと、巨大な中級種が重騎士シユバリエたちと激げき突とつしていた。

　時には鞭むちのようにしなり、時には槍やりのように貫つらぬいてくるフレイズの刃腕を盾たてで防ぎながら、重騎士シユバリエは手にした剣でフレイズに攻撃を加えていく。

　あいにくと城壁に配置しておいたフレームギアは超ちよう重じゆう武器による武装はしておらず、少し手こずっていた。砕いた先から再生されていくので、何撃も連続で食くらわせなければならない。

　その中でニコラさんの乗る黒騎士ナイトバロンだけは戦矛ハルバードを装備していたので、かなり有利に戦局を運び、ついに戦っていた中級種の核を破は壊かいした。そして横で手こずっている重騎士の元へと向かい、加勢する。

　中級種は一〇体ちょい。こちらは重騎士が五機に黒騎士と白騎士が一機ずつ。なんとかなるか？

　ニコラさんが加勢した重騎士の剣が目の前のフレイズの核を砕く。二対一なら当然か。フレイズを倒した重騎士はそのまま別の重騎士の加勢に加わり、ニコラさんの黒騎士も他の仲間の元へと向かう。

　そうか。フレイズは連れん携けいプレーをしてこないんだ。やつらにとって戦闘は、あくまで個体での戦闘であって、横で仲間がピンチになっててもフォローしたりしない。そこにつけこむ隙すきがあるかな？

　とにかく中級種は彼かれらに任せておいて、僕は下級種の掃そう討とうにつとめなければ。九割近くが下級種だからな。

　襲いくるフレイズたちを片かたっ端ぱしから潰していく。

　幸い？　僕らをターゲットとして認にん識しきしたらしく、一体も城壁の方へと向かうことはなかった。

　これらの機械的な部分もフレイズの弱点と言える。誘ゆう導どうしやすいとも言えるが、逆に言えば先日のユーロン軍に行ったような脅おどしは通用しない。怯ひるまず脅おびえず退かず、ただひたすらに人間を狩かる殺さつ戮りくの終焉者ターミネーター。

　こちらも気を抜くわけにはいかない。大たい概がいは腕うでを刃はのようにして攻撃してくるが、中にはマンタフレイズの時のように、水晶の矢を放つものもいた。【シールド】で防ぎながら、そいつを率先して倒していく。

「ここまで数が多いと面倒だな……」

　こうも相手が入り乱れて動き回っていては、【アイスロック】などの魔法で潰すのも【ゲート】で飛ばすのも難しい。【パラライズ】や【グラビティ】は効かないし、この状態で【スリップ】なんか使っては味方も巻き込んでしまう。

　あ、【グラビティ】で重騎士達たちの剣を重くしてやればよかったのか！　って今はそれどころじゃないか。

　とにかく目の前の敵を斬って斬って斬りまくる。

「これで……ラストォッ！」

　十分後……いやもっと短かかったのかもしれないが、小型種で動くものはいなくなった。

　中級種クラスのやつもたった今レインさんが斬り伏せたヤツでおしまいだ。なんとか殲せん滅めつできたらしい。

　核を砕き損そこねているかもしれないので、まだ警けい戒かいを解かず、その場で待機する。さらに十分経たっても何の反応もなかったので、本当に打ち止めのようだ。

　こちらの被ひ害がいはあまりなさそうだ。剣を折られたのが二機、盾を砕かれたのが一機。後は機体中に細かい傷がいっぱい。これ、ロゼッタが泣くなあ……。

「陛下。一体この魔ま物ものはなんなのですか？」

　白騎士の胸部ハッチが開いてレインさんが顔を出す。そういや説明してなかったな。【フライ】で浮うかび上がりながら、白騎士の肩かたへと着地する。

「こいつらは『フレイズ』。かつて古代王国を滅ほろぼした異界からの侵しん略りやく者しやだよ。もともとフレームギアはこいつらと戦うために作られたんだ」

　正確に言うと侵略者とは違ちがうらしいが。殲滅者と言ったほうがいいのかな。人間を皆みな殺ごろしにしようとしているんだから。

　しかしこんな大群は初めてだ。もしも僕がハノック国王からこの土地を譲ゆずってもらっていなかったらと思うとゾッとする。

「さっきの煙はこいつらがユーロンの村を襲っていたのでしょうか？」

「多分そうだろう……っとマズいな。全員退却してくれ。完全に領土侵しん犯ぱんだ。ユーロンに何を言われるかわかったもんじゃない」

　最悪村を襲ったのはブリュンヒルド軍だ、とか言い出しかねない。

　倒した大量のフレイズを回収するかどうか迷ったが、半分だけ回収することにした。全部消してしまってはますます疑われる。村を襲った真犯人として、こいつらはここにいてもらわないといけない。

「ったく、なんでこんな気を使わないといけないんだか」

　面倒くさい国だと思いつつも、マップを展開して、煙が立ち昇っているところを表示すると、村や町の位置とピッタリシンクロしていた。やっぱりこいつらが襲ってたんだな。

　残念だけど生存者はいないだろうな……。フレイズは人間の心音を聞き分ける。どこに隠かくれても無む駄だだ。

　いったいいくつの村がやられたんだろうと、マップをこの辺り周辺部から縮小し、ユーロン全体を見れる縮尺まで下げていった。

「ちょっと待てよ……なんだこれ……」

　これ……多すぎないか？　なんで遠く離はなれた南の方まで煙が上がっているんだ？　首都シェンハイまで煙が立ち昇ってるってのは……まさか。

「検けん索さく。フレイズを表示」

『了解。……表示しまス』




　ストトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト……。




　ものすごい勢いでユーロン中に赤い光のピンが落ちていく。

「嘘うそだろ……」

　僕は呆ぼう然ぜんとマップを眺ながめながら、誰だれに言うともなく小さな声を漏らした。

　一いつ瞬しゆん、どうすればいいのか頭が真っ白になった。それほどの数がマップを埋うめ尽つくしているのだ。

「確認できるフレイズの数は何体だ？」

『――一万三一六九体でス』

　さっきの百倍以上か。どうする？　倒すだけなら時間をかければ可能かもしれない。だけどこうしている間にもどんどんユーロンの人たちが殺されていっているはずだ。僕とは関係ないといえば関係ないんだが……。

「くっ……どうすれば……！」

「ああ、やっぱり冬夜だったのか」

　背後から聞き覚えのある声をかけられて振ふり向むくと、そこには白はく髪はつの少年が立っていた。

「エンデ……！」
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「たくさんのフレイズの『音』が消えたからさ。ちょっと気になって来てみたんだけど。そっか、冬夜が倒したんだね」

　にこにこと相変わらずの黒いジャケットと黒いズボン、そして白いマフラーといったスタイルでこちらに歩いてくる。そして僕の後方に立つ白騎士シヤインカウントを珍めずらしそうに見上げた。

「すごいね、これ。冬夜が作ったの？　ちょっと乗せてもらえないかなあ」

「あ、いや、僕が作ったわけじゃないんだけど……。ってそれより！　なんでこんなにフレイズが出現してるんだ!?　なにか知ってるのか!?」

「知ってるもなにも……。冬夜も知ってるだろ？　結界が綻ほころびたんだよ」

　結界。世界を隔へだてているというアレか。それが破られたっていうのか。そこからこれだけのフレイズが溢あふれ出した……。

「結界はもう役に立たないっていうのか？」

「そんなことはないよ。今回のはどっちかっていうと、たまたまだね。偶ぐう然ぜん、結界の緩ゆるんだところにストンとフレイズたちが落ちたって感じかな。完全に結界が破れたわけじゃない」

　ってことはこちらにやって来たこいつらをなんとかすれば、とりあえず安心ってことか。なんとかできるか怪あやしいが……。でも、やるしかないよな。

「あいつらを一気に倒す方法はないのか？」

「うーん、一気に倒すってのは無理なんじゃないかな。気を引くことぐらいはできるかもしれないけど」

「どうやって？」

「『王』の声を聞かせてやればいいのさ」

『王』の声？　それってあれか？　あいつらが捜さがしている、フレイズの『王』のことか？

「フレイズの『核』はほんのわずかに『音』を出しているんだ。これは固有で違う音の波で、『王』の核もそれは例外じゃない。だけど、この世界の知的生命体の内部に潜もぐり込んでいる『王』の核は、この音を巧たくみに寄生者の心音の陰かげに隠しているんだ。じゃあ、もしこの『音』を発することができたとしたら？」

「フレイズがみんなそっちに向かって来る……」

「正解」

　偽にせ物ものの『王』の音でフレイズたちを誘導できるっていうのか。

　確かにそれができれば全てのフレイズをこちらへ向かわせることができる。問題は一万以上ものフレイズを僕らが相手できるかだが……。

　現在、あいつらはバラバラに出現した近くの人間、つまり、町や村を目指して動いている。そいつらがこちらへ向かってきてもバラつきがあるから、一万全部と同時に戦うことはないだろう。もちろん倒すのに手間取ればどんどん相手が増えていくことになるだろうが……。

「……本当にそんなことができるのか？」

「できるよ。僕は『王』の共鳴音を封ふうじた物を持っているからね。その『音』を封じ込めたものがコレ」

　ピッ、とエンデは人差し指と中指で細長い薄うすいガラスのようなものを出した。理科の実験で使うプレパラートのようなものだ。

「コレはいろんなものを収納・保存しておける僕の倉庫のようなものなんだ。大きなものから、『音』のようなものまで保存できるんで便利でね。コレを使えば『王』の共鳴音が鳴なり響き、フレイズたちはそれを捉えて、すぐにそこを目指すだろう」

　そんなものを持ってたのか。道理でいつも身軽だな、と……。っていうか、こいつは本当に何者なんだろう。フレイズの仲間ではないというけれど……。

　プレパラートに手を伸ばそうとするとスッ、と引かれた。あれ？　くれるんじゃないの？

「タダじゃあ、やれないなあ」

　ニヤリとした顔でエンデが告げる。こんにゃろ……。

「なにが望みだ？」

「僕もあれが欲ほしい」

　そう言ってフレームギアを指差す。ええー……？　うぐぐ。どうしようか。目をキラキラさせてやがる。子供か。

「……変なことに使うんじゃないだろうな？」

「使わない使わない。信用してよ」

　フレームギアには緊きん急きゆう停止の魔ま法ほうが組み込まれているから、僕らに対して攻撃することはできないし、よくわからないがエンデ自身はフレイズと敵対しているようだ。完全に僕らの味方とも言えないけど、敵には回らないんじゃないかと思う。しかし、渡してしまっていいものだろうか？

　でも、渡さないとあの『王』の音が封じ込められているプレパラートが手に入らないし。だいたいもうそんな状況じゃないしな。使えるやつは何だって使わないとこの窮きゆう地ちを乗り越えられない。でも一応釘くぎは刺さしとこう。

「どこかの国に売るとか、誰かにあげるとか、盗とう賊ぞくに盗ぬすまれるとかされると困るんだけど」

「売らないし、あげないし、盗ませない。僕の愛機として大切にすると約束するからさ。頼たのむよ、冬夜～。あ、なんならここらへんのフレイズをならし運転のついでに退治するよ？」

　なんだろうな、簡単に操縦できるような口ぶりだけど。でもこいつなら簡単にできそうな気がする……。こいつはいろいろと規格外だからな。くそっ、天才め。

　何回か顔を合わせているからか、悪い奴やつとは思えないんだけど……。直感だけどさ。ここにユミナがいたらな。

　あと、正直フレイズを倒してくれるのは時間稼ぎになるし助かる。仕方ない、手を打つか。

【ゲート】を開き、バビロンの『格納庫』から赤いボディカラーの竜騎士ドラグーンを呼び出す。

「高機動用フレームギア、竜騎士ドラグーンだ」

「うはー、赤いね！　悪くない」

　この機体は高機動用の機体で、乗りこなすのが難しい。どっちみち僕以外の乗り手がいなかったので、この際だから押し付つけてやろうと思ったのは秘密だ。

　エンデは僕にポイッとプレパラートを渡すと、さっそく竜騎士へとよじ登り、胸部ハッチを開けて中へ乗り込んだ。

　エンデは難なく機体を起動させて、あっさりと竜騎士が歩き始めた。しばらく歩いたり走ったり、腕を上げたり下げたりをしていたが、やがて踵かかとの車輪を下ろした高機動モードで見事な動きをして見せた。

　おいおい、僕より上手うまくないか？

「動かしやすいね、これ。気に入ったよ」

「……ハハハ。それは、よかった、ね」

　ハッチから降りて来たエンデに対して、僕は引きつった笑いを浮かべて答えるしかなかった。おのれ、天才め。

「こいつ、武器とかないの？」

「あー……。そっか、用意して無かったな」

　竜騎士はパワーがあまりないため、超重武器を扱あつかうのに向いていない。そのうちフレイズのかけらで武器を作ろうと思ってたんだっけ。

　ちょうどいいや、材料はここに山ほどあるし、作っちゃえ。

　転がっているフレイズの刃腕を【モデリング】で変形させて、その曲線をそのまま利用し二振りの小こ太刀だちを作りあげた。ついでに鞘さやも作り、竜騎士の背中に取り付ける。

「よし、じゃあ約束通りフレイズを退治してくるよ」

「ちょい待ち！　これの使い方を教えてから行ってくれ！」

　僕は受け取ったプレパラートを竜騎士によじ登ろうとしていたエンデにかざす。

「それを割れば『音』が鳴り響くよ。ちなみにその音は機械や魔法で複製することはできないから、一回きりしか使えないよー」

　そうなのか。スマホに録音して再利用できないかと思ってたんだが、そんな都合良くはいかないか。

　と、思っていたらエンデがさらに二つのプレパラートを投げてきた。

「同じやつをもう二つあげるよ。違う場所で時間差をつけて使えば、あいつらを分散することもできるだろ」

　そのままエンデは竜騎士に乗り込むと、高機動モードで滑すべるように去っていった。あいつなら一人でもフレイズをそこそこ片付けてくれそうだ。できれば全部倒してほしいところだが。

　赤い機体だからか強そうな感じがするしな。次に会ったとき仮面とかつけてたら笑うんだが。

　っといかん。くだらないこと考えてないで急がないと。やることがいっぱいある。










　とりあえず城に戻もどり、みんなに説明することにする。ユーロンでなにが起こったのか、フレイズという存在、世界の結界、フレームギアの作られた理由……。

「なんつーか……話がでかすぎるぜ……」

　説明を聞いた山県のおっさんが息を吐はく。隣となりに座すわる馬場の爺じいさんも腕を組み、難しい顔をしていた。

「信じられないかもしれないけど……」

「いえ、おそらく真実なのでしょう。異界からの魔物、このままではいずれ古代王国滅めつ亡ぼうと同じ悲劇が繰り返かえされることも」

　高坂さんはあのユーロン国境の城じよう壁へきで立ち昇る煙を見ているからか、あっさりと信じてくれた。

「これから先、どうするかはとりあえず置いておいて。まず、今も行われているユーロンでの殺戮をどうするかです。陛下としてはユーロンの国民たちを救いたい、と？」

「できれば……フレイズに対たい抗こうできる手段を持っているのは今のところ僕たちだけなんだし……」

「私は反対です」

　きっぱりと高坂さんが言い切った。それはユーロンの人たちに死ねと言っている事と同じだぞ。彼らにはおそらくフレイズに対抗する手段が無い。魔法や知ち恵えを駆く使しすればある程度の戦果は望めるかもしれないが、とてもあの大群に勝てるとは思えない。

「自国が襲おそわれたのなら戦いましょう。しかし、友好国でもない、どちらかといえば敵対国、そこに乗り込んでいって命をかけてまで戦う必要があるのでしょうか？」

「だけどこのままじゃユーロンだけじゃなくて、他の国にも被害が拡大していくよ？　もう国がどうこうと言っている状況じゃないんだ。それに今この時だってどんどん人が襲われているんだ。救える力があるのに何もしないのか？」

「陛下のお優やさしいお心は素す晴ばらしいと思います。しかし……」

「高坂よう」

　なおも食い下がろうとする高坂さんにそれまで黙だまっていた馬場の爺さんが口を開いた。

「うちらの王様がそういうヤツだってのは儂わしらが一番知ってるだろ。だから敵だった武たけ田ださえも救ってくれたんじゃねぇのか？」

「…………あの時とは立場が違う。一国を背せ負おう者として……」

「そこが間ま違ちがってんだよ。こいつは自分から国や儂らを背負ったんじゃない。儂らが勝手にこいつの背中に乗ったんだ。振り落おとされたって文句は言えねえ。嫌なら降りればいいだけだ。それ込みでこの国に来たんじゃねえのか？」

「…………確かに」

　高坂さんが大きく息を吐きながら折れた。と、いうより、ただ心配してくれてたんだろうけど。

「しかし事に当たるとして、我わが国くにだけで行動するのは望ましくないと思います。西方同盟の君主の方々にも事情を話し、我が国がこの事変に介かい入にゆうすることを宣言した方が良いでしょう」

　確かにきちんと事情は話しておいた方がいいな。これから他人ひと事ごとじゃなくなるかもしれないわけだし。無理に協力を仰あおぐ気はないけど、いずれ自国を襲う事になるかもしれない敵を、しっかりと確認しておくのも無駄じゃないだろ。

　事は一刻を争あらそう。いつもなら手紙でお伺うかがいを立ててからお迎むかえに行くのだが、今回は直接王城の方へと行かせてもらおう。急がねば。




◇　◇　◇




「なるほど。フレイズ、か。そんな魔物が相手では冬夜殿どのがフレームギアを作ったのも頷うなずける」

　ギッ、とベルファスト国王が椅い子すにもたれる。正確にはフレームギアは僕が作ったわけではないけどね。

　僕の他にこの場にいるのは西方同盟の君主たち。ベルファスト国王、レグルス皇こう帝てい、リーフリース皇王、ミスミド国王、ラミッシュ教皇、リーニエ新国王の六人。六国の代表だ。

　王様たちにはまずフレイズのことを話した。古代王国を滅ぼした異界からの侵略者。そして今それが再びユーロンで起ころうとしている事。フレイズの『王』のことや、バビロンのことは話していない。フレームギアは僕が古代遺い跡せきで発見し、修復、複製した、みたいな話になってる。まあ、概おおむね間違ってはいないが。

「その、フレイズってやつですか？　そんなに手て強ごわいんですかね？」

「実はうちの国にも出現している。一体だけだがな。魔法が通じず、とても硬かたく、おまけに再生能力まで持っていたそうだ」

　おずおずと手を挙げたリーニエ新国王にミスミドの獣じゆう王おうが答える。リーンが倒したヘビ型のヤツのことだな。

「そんなのが一万もユーロンに出現したのか……。冬夜殿、これは一時的なものか？　それともこれからこういったことが続くのか？」

「今回の場合はかなり稀まれなケースのようです。ですが、これから数は少なくてもちらほらと現れるかもしれません。何かの拍ひよう子しに、また今回のような大だい襲しゆう来らいがある可能性もあります。……すみません、はっきりとしたことはわからないんです」

「そうか……。いや、気にしないでくれ」

　レグルス皇帝は小さく笑うと口を閉じた。僕はフレイズの専門家ってわけじゃない。けれど、この世界でエンデを除けばフレイズの事を一番知っているのはたぶん僕だ。

「正直、皆みなさんの国にも出現することがあるかもしれません。それを踏ふまえた上でこれを見てください」

　会議室の壁かべに映像が浮かぶ。先ほどユーロンに飛ばした召しよう喚かん獣じゆうの鳥に、スマホを持たせて撮さつ影えいした動画だ。

　フレイズの大軍が村を襲い、人々を無む慈じ悲ひに惨ざん殺さつしていく映像が上空視点で流れていく。そこには一いつ切さいの容よう赦しやがなく、まるで作業のように、逃にげ惑まどう人たちを殺していく殺戮者の姿があった。六人の王たちは額に汗あせを浮かべながら、それでも映像から目を離すことなくフレイズたちを凝ぎよう視ししていた。

「これが、フレイズ……」

「これはリアルタイム……あー、現在起こっていることではありません。一時間前の出来事です。フレイズたちはこの村を滅ぼすと、次の村を目指して進軍を開始したらしいです」

　帰ってきた鳥からスマホを受け取り、映像を見た時はなんともやるせない気持ちになった。フレイズを撮影するだけでよかったのだが、まさか村を襲しゆう撃げきするシーンを撮とってくるとは。助けられたかもしれない人たちを思うと心が痛んだが、あえてこの映像を国王たちの前で流した。

　危機感を持ってほしいということもあったが、想像してほしかったのだ。もし、これが自分の国で起きたらどう思うか、と。

「ユーロンの首都、シェンハイはどうなっている？」

　リーフリース皇王の質問を受けて、フレイズたちの映像からマップ表示に切きり替かえる。小さな赤い光が動き回っていた。おそらく人間の住む村や町に向かって移動しているのだろう。

　すでにシェンハイは赤く染まりつつあった。

「なんとか抵てい抗こうしているみたいですが、陥かん落らくするのは時間の問題でしょうね。フレイズの目的は人間を殺すことです。この都中の人間を一人残らず皆殺しにするまでここから動くことはないでしょう」

「なんてこと……」

　ラミッシュ教皇が口を押おさえて慄おののく。フレイズは人間を殺すためだけに街を襲っている。そこにいる人間を皆殺しにし、それを終えたら次の人間を探しにどこかへ向かう。まるで穀物を荒あらし、次から次へと飛んでいく蝗いなごのように。

「冬夜殿、そこの……シェンハイの右下の方……そこらのフレイズが少しずつ消えていっているみたいですが……？」

「え？」

　リーニエ新国王に指し摘てきされたところを見てみると、確かに光が少しずつ消えていっている。これは……あ、エンデか！

「実は協力者がいまして、その者にフレームギアを提供しました。おそらくその者が戦っているのだと思います」

「なるほど。フレームギアは充じゆう分ぶん対たい抗こう手段になり得るということか」

　エンデ自身の力もあるだろうが、ベルファスト国王が言うとおり、そこが今回の会議のメインだ。僕ぼくは話の核かく心しんを口にするため、一いつ拍ぱく、間を空けた。

「ブリュンヒルドはフレームギアをもってこれよりフレイズの殲せん滅めつ戦せんを行います。つきましては西方同盟各国には、これを承しよう認にんしていただきたい」

「ちょ、待て！　あれ全部相手にするってのか!?」

　獣王陛下が驚おどろくのも無理はない。うちの騎き士し団だんや、ユミナたち、フレームギアを乗りこなせる者をかき集めてもおそらく百人に満たない。計算上は一人が一〇〇体以上倒せば殲滅できるが、それでも無む謀ぼうと言えるだろう。

「一応、フレームギアのコックピットには緊きん急きゆう脱だつ出しゆつのための転移魔法を用意しておきます。機体が大破された場合、搭とう乗じよう者しやが特定の場所へ転移されるように。むろん、コックピットを潰つぶされたなど、即そく死しだった場合はどうしようもありませんが……」

　幸い、機体だけは今まで量産してきたおかげでそれなりにある。最悪、大破したら次々と乗のり換かえて、対処するしかない。

　と、そこでラミッシュ教皇が小さく手を挙げた。

「冬夜様、ひとつ質問が。このフレイズという魔物は、『あの方』にとっても敵でしょうか？」

「……敵かどうかはわかりません。知らないと言っていましたし。しかし、これにもまた『あの方』が干かん渉しようしてくることはないでしょう。これは我々の問題ですから」

「なんの話だ？」

　僕らの話が理解できないリーフリース皇王が首を傾かしげる。まさか『あの方』＝神様とは思うまい。

「わかりました。我がラミッシュ教国もブリュンヒルド公国と共に戦いましょう。幸い、冬夜様に貸していただいた魔法道具『フレームユニット』で、聖騎士団の何名かはそのフレームギアを乗りこなせると思います」

「え？」

　ラミッシュの聖騎士団も参加するの？　いや、助かるっちゃ助かるけど、いいのか？　危険だぞ？

　それを見て今度はミスミド国王が手を挙げる。

「おっと、そういうことならミスミドも力を貸すぞ。こんな面白おもしろいこと放っておけるかよ」

「ベルファスト王国ももちろん参加する」

「レグルスも同じく」

「リーフリースもだ」

「り、リーニエも、です！」

「あの、皆さん分かってます？　危険な相手なんですよ？　なんでわざわざ……」

　僕が一応そう注意すると「お前が言うな」と声を揃そろえて返された。ごもっとも。

　しかし、僕が言うのもなんだが、こんなことをしても危険なだけで、何もメリットは無いように思えるんだが。僕が素す直なおにそう言うと、ベルファスト国王がその疑問に答えてくれた。

「理由はいくつかある。まず、ひとつめに、これだけの打だ撃げきを受けたのでは、おそらくユーロンは元のような勢力を保てず、諸外国に頼たよることになるだろうということ。恩を売っておくにこしたことはない。ふたつめに、フレイズとの戦いを自国の騎士団に経験させておきたいということ。いつ自分の国がユーロンと同じ目に遭あうかわからないからな。みっつめはブリュンヒルド、というか、冬夜殿を守るためだな。この国の技術や文化は素晴らしい。万が一こんなことで冬夜殿が死にでもしたら、それを学ぶ機会も失われ、国としては大きな損害となりかねん。まあ、そんなところか」

　なるほど。ちゃっかりしてると言うかなんと言うか。確かにユーロンはこの戦いがおさまっても厳しいことになりそうだ。首都の天てん帝ていだって生きているかわからないし。

　まあ、僕としては命を狙ねらわれたわけだし？　生きていようと死んでいようとあまり関心が無い。生きてたら助けるし、死んでたら残念です、で終わりだ。なるべく助ける方向で動くけどさ。

「問題は、事がおさまったあとだな……」

「弱ったユーロンを狙って隣りん国ごくが動くと？」

「あり得ない話ではあるまい？　しかしこうなると、ハノックとの間にあるブリュンヒルドの領地は、かなり役に立つな」

　ユーロンとの隣国は今現在、ひぃ、ふぅ、みぃ……六ヶか国こくか。イーシェンも入れたら七ヶ国にもなる。

　西にハノック王国。北に魔ま王おう国こくゼノアス。東にノキア王国と海を挟はさんで神国イーシェン。南にホルン王国とフェルゼン王国、そして川を挟んでロードメア連れん邦ぽうだ。

　これだけの国に囲まれた大国が揺ゆらいだ時、いったいどうなってしまうのか、予想だにできない。

　しかし今は目の前の問題を解決せねば。

「では協力していただけるという事で、それぞれの国に、指揮官用の黒騎士を二機、重騎士を一八機の計二〇機を貸し出だします。搭乗者を選出しておいてください。ブリュンヒルド側からは九〇機、西方同盟からは合計一二〇機、全二一〇機で事に臨のぞみます」

「一万対二一〇……一機で五〇体近く倒たおさなくてはならないわけか。これだけだととても勝てそうに無いが、なにか策はあるのかね？」

「現在、フレイズには下級種と中級種が確かく認にんされています。フレームギアならこの下級種にはそれほど手こずることなく倒せると思います。―――検索。中級種は何体いる？　青い光で表示」

　映し出されているマップ上の赤い光が、何割か青い光へと変化する。

『検索開始。――終しゆう了りよう。表示しまス。中級種は一〇三五体でス』

「約一割か。一機で五体倒たおせばいいところまで下がったな。それならなんとかなるか？」

　リーフリース皇王が禿とく頭とうをぺちぺち叩たたきながら画面を見入る。

「実際はわらわらとやってくる下級種を蹴け散ちらしながら、ですから、そう簡単ではないでしょうが。それとひとつ作戦があります」

　前置きして作戦の説明を始める。と、言っても難しい作戦ではない。エンデからもらった『王』の音を使い、フレイズたちを分断、三つの方向へ誘ゆう導どうする。

　三つのうち、一つのグループがフレイズを壊かい滅めつさせたなら、すぐさま僕がそのグループを転移魔法で他のグループへ分散して送る。常に戦力のバランスをとろうというのだ。

「ちょっと待って下さい。では冬夜様は今回フレームギアに乗らないということですか？」

「はい。僕は戦場を飛び回り、その都度みんなのカバーをして、支し援えんに回ろうと思います」

　ラミッシュ教皇の質問に僕が考えていたことを述べる。おそらく今回はその方がいい。いつどこで思いがけないトラブルが起こるとも限らない。その対処のため、僕は自由に動ける位置にいた方がいいだろう。

「確かに分断した三つの戦場の、どこが有利でどこが不利かを見み極きわめ、戦力をあちらこちらに回すのは冬夜殿じゃないとできんか……」

「はい。僕なら生身でもなんとかフレイズとも渡わたり合あえますし」

「それもなんか釈しやく然ぜんとしないがな……。冬夜殿にフレームギアって必要あるのか？」

「倒せるといっても生身じゃやっぱり時間がかかりますよ。サクッと倒すならフレームギアの方が楽です」

　そう皇王陛下に答えながら、時間がないので会議はここまでということにした。こうしている間にもユーロンは危機に瀕ひんしているのだ。急がねば。

「一時間後に迎えに行きます。それまでに事情説明と、フレームギアの搭乗者の選出を終えておいてください」

【ゲート】を開き、国王たちとお供の騎き士したちをそれぞれの国へ送り出す。

　時間がない。こちらはこちらでやることがいっぱいある。とにかくやれることはギリギリまでやってみよう。
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「あらあ、知らない間になんかすごいことになってるのよ」

　僕の事情説明を聞きながら、恋れん愛あい神しん……もとい、花恋姉さんはボリボリとクッキーを貪むさぼっていた。絨じゆう毯たんにこぼすなよう。

「そういうわけで姉さんに手を貸してもらえないかと思ったんだけど」

「あー、それはムリなのよ。私は恋愛に関することなら力を使えるけど、それ以外は従属神絡がらみじゃなきゃ使えないのよ。それにもともと戦せん闘とう向きじゃないのよ？」

「恋愛に関することならって……この場合は？」

「んー、戦場で共に戦う男の騎士と女の騎士の間にロマンスを生み出すことができるのよ。もちろん逆に引ひき裂さくこともできるのよ」

　なんだそれ。結局恋愛事のみか。使えん。

「……なんか失礼なこと考えたのよ？」

「すいまひぇん。痛いれふ、はなしてくらひゃい」

　ホッペをギリギリとつねられたので必死に謝あやまる。くそう、さすが腐くさっても神。日々グータラと暮らしているくせにこういう時だけは鋭するどい。

「……また考えたのよ？」

「すいまひぇん！ 痛ひ！ 痛ひ！」

　これ、僕だから耐たえられてるのであって、常人なら千切れてんじゃないだろか。ヒリヒリする頬ほおをさすりながら今度はバビロンへと転移する。

　ロゼッタとモニカ、そしてミニロボたちがフレームギアの最終調整に入っていた。

「どうだ？」

「なんとかなりそうでありまスよ。二一〇機、予備機体四〇機の合計二五〇機、三十分後には出られるでありまス」

「マスター、戦場にはオレも連れて行ってくれよナ！　フレイズ共に目にもの見せてやるゼ！」

　スパナを振り回まわしながらモニカが叫さけぶ。確かにバビロンナンバーズの中では彼かの女じよが一番操縦技術に長たけている。本当は整備の方に全力を注いでほしいところだが、贅ぜい沢たくは言ってられない。

「あ、あとそれぞれの所属国をわかりやすくするために、肩かたのパーツだけカラーリングを変えといたでありまスよ。それぞれの王家の紋もん章しようも入れといたでありまス」

「なるほど、助かるよ」

　ベルファストは赤、リーフリースは青、レグルスは紫むらさき、ミスミドは緑、ラミッシュは黄、リーニエはオレンジ、と重騎士と黒騎士の右みぎ肩かたのパーツだけ塗ぬり分わけられていた。左肩には同じ色でナンバーを振ってある。戦場で個別の判断をするためには必要だとはいえ、見み映ばえが悪いな。

　まあ、急ごしらえだし仕方がない。

「武器はどうなっている？」

「『工こう房ぼう』の方で量産してるでありまスが……。フレイズ製の武器は限りがあるでありまスよ？」

「材料がないんじゃ仕方ないさ。『工房』じゃ小さい破は片へんからフレームギア用の武器は作れないんだろう？」

「マスターの【モデリング】みたいに変形させているわけではないでありまスから。結合ができないのでありまスよ。人間用のサイズならどうにかなるでありまスが、砕くだいた破片の大きさをそのまま流用することになるでありまス」

「基本は短たん剣けんか槍やりの穂ほ先さきに使う感じだナ。弓矢の鏃やじりにしてもよかったんだが、核かくを狙わないといけないし、今回の戦いでは逆に他のみんなの邪じや魔まになりそうだからナ。あ、あとで魔ま力りよくを込めといてくれよ、マスター」

　わかってるって。魔力を込めないとただのガラス武器だからな。

　フレームギアと武器は大だい丈じよう夫ぶだ。あとは騎士団のみんなの方か。

　宿舎の方へ行ってみると、みんなが思い思いにそわそわとしていたようだが、僕が来たのを見るとそばに駆かけ寄よってきた。

「陛下、準備は整っています。いつでも出しゆつ撃げきできます」

　勇ましくそう答えたのはレベッカさんだ。その隣ではローガンさんも不敵に笑っている。

　騎士団全員がフレームギアに乗って戦うわけではない。オウガやラミアなどの魔ま族ぞくは搭とう乗じようできないし、中には体質的に（乗り物酔よいが酷ひどい、閉所恐きよう怖ふ症しよう、など）乗れない者もいる。

　しかしその者たちもサポートに回り、みんなの手助けをすることになっている。

「いいか、みんな。無理だけはするな。自分の命を最優先に考えろ。危険だと思ったら退くんだ。名めい誉よの戦死なんて僕は許さない。全員無事に帰ってこそ、誇ほこりある勝利だ」

　みんなの顔を見ながら僕は口を開く。この中の誰だれ一人ひとりとして欠けさせるわけにはいかない。

「自分の力を過信するな。敵の力を侮あなどるな。少し臆おく病びようなくらいがちょうどいい。一人で倒せなきゃ二人で、それでもダメなら三人でかかれ。正々堂々なんて騎き士し道どう精神はあいつらには必要ないからな」

　なるべくサポートをするつもりだが、それでもカバーしきれない部分が出てくるだろう。大破するか、機能に異常があれば自動で脱だつ出しゆつのための転移が行われるが、絶対安全というわけではない。コクピットを直接潰されたらそれまでだしな。

　とにかくみんなの安全が第一だ。それを念ねん押おしして城に戻る。

　暖だん炉ろのあるリビングルームに行くと、エルゼたちが待っていた。今回の戦いにはエルゼと八重の二人だけ加わってもらう。後の三人は本ほん陣じんで待機してもらい、怪け我が人にんなどが出た時の対応に回ってもらう。

「わたくしも戦えますのに……」

「ルーは立場上、レグルスの姫ひめだからさ。レグルス騎士団の人たちが自分の命よりルーの方を優先されると困るんだ」

　ユミナの場合も同じようなものだ。リンゼの場合は魔法がフレイズに効かないので、今回の戦いには向いていないということと、光属性が使えるので回復に専念してもらおうというわけだけど。

「エルゼと八重、そして騎士団長のレインさん、この三人を別々の戦場へ配置する。そして、エルゼは珊瑚と黒曜、八重は琥珀、レインさんは紅こう玉ぎよくと一いつ緒しよに乗ってもらって、戦局に何か動きがあれば僕に報告してもらいたい」

　念話ならどんなに離はなれていても意思疎そ通つうができる。それによって僕がどう動くか判断するのがいいだろう。

「冬夜さん、無理はしないで下さいね」

「大だい丈じよう夫ぶ、みんな無事に戻ってくるよ。そろそろ時間だ、行こうか」

　みんなと連れ立って開いた【ゲート】から本陣を作る場所へ向かう。決戦の本陣は元ハノック領土に造った長城前ということになった。

　ハノック領土の隣、ブリュンヒルドの長城前に二五〇機ものフレームギアが立ち並ぶ。壮そう観かんだな。

　すでに各国の騎士たちはフレームギアに乗り込み、出撃の時を待っている。本陣の方では各国の王たちが大きな映像板でフレイズの動きを監かん視ししていた。

　この映像板は４×４の16画面に分ぶん割かつされており、それぞれの画面で別々の映像が映し出されている。

　フレームギアのカメラ技術の応用だが、カメラを持って飛び回っているのは僕が召しよう喚かんで呼び出したヴァルキリーたちだ。

「こちらの方でも戦局がわかるのはありがたいな」

「ええ、どうなっているのかわからないまま、待っているだけではたまりませんからね」

　リーフリース皇王とラミッシュ教皇が話してる横で、僕は目の前に座る各国のフレームギアを率いる隊長と副隊長を見回した。

　ベルファストから隊長はニール副団長、副隊長にリオンさん。レグルスからは隻せき眼がんのガスパルさんが隊長に、ミスミドの副隊長には狼おおかみの獣人ガルンさん、ここらは僕も知り合いだ。

　あとの人たちは西方会議で王様たちの護衛や警護で見たことはあるが、話したことはなかった人たちだったりする。

「では作戦を伝えます。まず、ブリュンヒルドの九〇機を三〇機ずつ三つに分け、ユーロンの首都から離れた三方へ配置します。仮にこの戦場をＡ、Ｂ、Ｃとして、Ａにベルファストとレグルス、Ｂにミスミドとラミッシュ、Ｃにリーフリースとリーニエの四〇機ずつを配置、各七〇機で待ち構えてもらいます」

　僕は空中に映し出したユーロンのマップ上、その三方にマークを表示した。

「作戦開始と同時にＡに向けてフレイズたちの大移動が始まると思います。これを引きつけて、Ａ部隊とフレイズたちの戦闘が始まったら、続けて今度はＢでフレイズを引き寄せます。さらに同じようにＣからも呼び寄せ、なるべく均等に三方向へ分散させようと思います」

　そこでリオンさんから手が挙がった。

「均等に分かれなかった場合、どうするのですか？」

「その場合、僕が何体か部隊を別の部隊へ転移させます。基本は一〇機を一小隊として動かしますが、各国二小隊のうち小隊ごとバラバラになることもありえます」

「それぞれの連れん絡らく方法は？」

「通信チャンネルをそれぞれ合わせてもらいます。これは範はん囲いがそれほど広くはないので他の戦場までは届きません。基本的に現場通信になると思います。なにかあったらこの……八重、エルゼ、レインさんの三人に連絡を入れてもらえれば、僕に伝わるようになっています」

　画面を切り替えて三人の機体を表示する。レインさんの白騎士シヤインカウントはそのまま白、八重の黒騎士ナイトバロンは紫に、エルゼの黒騎士ナイトバロンは赤に塗られていた。黒じゃないのに黒騎士というツッコミはいらない。

　八重の機体には反りが入った水すい晶しようの大太刀が装備され、エルゼの両りよう拳こぶしにはこちらも水晶のゴツいガントレットが装備されていた。どちらもフレイズのかけらから僕が作った武器だ。レインさんにも同じ剣けんを持たせている。

「基本的に現場現場で状じよう況きよう判断をし、動いてください。不ふ審しんな点やおかしな現象が起こったら僕の方へ連絡を。あ、あとすでに一機の赤いフレームギアが戦闘に入っていますが、一応味方です。質問は？」

「空を飛ぶフレイズもいると聞いたのですが、それはどのように対処したらよいのですか？」

「それに関しては僕が迎げい撃げきに当たります。やられないように気をつけて下さい。中には水晶の矢のようなものを撃うち出してくるものもいますので、油断しないように。機体がやられても搭乗者が無事ならここに転移されるようになっていますが、コクピットを直ちよく撃げきされたらなんにもなりませんから」

　作戦説明を終え、隊長たちもそれぞれの黒騎士へと乗り込む。そしてＡ部隊、Ｂ部隊、Ｃ部隊と分かれ、Ａ部隊にはレインさん、Ｂ部隊には八重、Ｃ部隊にはエルゼを配置する。

　それぞれ、紅玉、琥珀、珊瑚と黒曜が一緒に乗り込み、僕への連れん絡らく役やくとした。Ｂ部隊、Ｃ部隊にはノルンさんとニコラさんを配置し、八重たちのサポートをお願いした。基本、八重たちは個人で動く。騎士団たちの統とう率そつは副団長である二人に任せた方がいい。

　本陣には警護役として数機のフレームギアと、椿さん、馬場の爺さん、山県のおっさん、あと召喚したケルベロスが守りを固める。なにかあってもこいつを通せば僕に連絡がつくからな。

　Ａ部隊、Ｂ部隊、Ｃ部隊をそれぞれの現場へと【ゲート】で転移させる。

　僕もＡ部隊と共に戦場に向かった。さて、始めるか。

《これより作戦を開始する。通達よろしく》

《御ぎよ意い》

《承知しました》

《了りよう解かいよ～》

《主あるじ、ご武運を》

　琥珀、紅玉、黒曜、珊瑚からそれぞれ声が返ってくる。

　マップを表示し、フレイズたちの現在位置を確認する。懐ふところからエンデにもらったプレパラートを取り出した。

「これで効果が無かったらシャレにならないな……」

　そんときゃエンデをぶん殴なぐるか。手の中で力を入れてプレパラートをパキッ、と砕く。

「あれ？」

　音なんか鳴らないぞ？　まさか本当に一いつ杯ぱい食わされたか？

　不安に駆られてマップを見ると、フレイズたちの動きが止まっている。数秒してから再び動きだし、ユーロン中のフレイズが、こちらへ向かって移動を始めた。どうやら効果はあったようだ。超ちよう音おん波ぱみたいに人間には聞き取れない音だったのだろうか。

　こちらへ向かってくるフレイズのうち、何体かが頭一つ抜ぬけたスピードで向かって来ている。うん？

「検けん索さく。飛行型のフレイズを黄色で表示」

『了解。表示しまス』

　こちらへ猛もうスピードで向かっていたフレイズが黄色に染まる。やっぱりか。数的にはさほどでもないな。二〇体前後といったところか。

　フレームギアが飛べない以上、こいつらは僕が片付けるしかない。【ストレージ】からフレイズのかけらで作った大剣（面めん倒どうなんでこれらを「晶しよう剣けん」と命名する）を二本取り出し、両手に構えた。

《紅玉、こちらへ向かっている飛行型のフレイズを叩いてくる。地上からは第一陣じんが十五分後くらいにこっちにやってくるから》

《承知しました。お気をつけて》

　白騎士にレインさんとともに乗り込んでいる紅玉へ連絡しておく。

「それじゃあ露つゆ払はらいといきますか」

　僕は【フライ】を使って勢いよく空へと飛び上がり、一気に速度を上げて、飛行型のフレイズの元へと一直線に向かっていった。

　戦闘開始だ。
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「っせぇのッ！」

　すれ違ちがいざまに核ごと飛行型フレイズをぶった斬きる。そのまま飛んでくる二体目も同じように真っ二つ。

　三体目、四体目、と次々と飛んでくるフレイズたちを片かたっ端ぱしから斬り捨すてていく。

　僕が飛行型を相手にしているその眼下を、フレイズの一群が土つち煙けむりを上げながら駆け抜けて行った。あれはレインさんたちに任せるしかないな。僕の役目はまず飛行型を全ぜん滅めつさせることだ。マンタのような中級種の飛行型がいなかったのはラッキーだった。

【フライ】で空中を駆け抜け、向かってくる飛行型フレイズたちを全すべて斬り終えると、今度は下降して地上を行くフレイズたちに突とつ撃げきする。巨きよ大だいな中級種はスルーして、下級種を重点的に狩かる。

　常にマップを表示しながら、フレイズの動きを把は握あくしておく。一番遠くにいた群れもこちらへ向かって移動し始めた。通常の移動より何倍ものスピードでまっすぐこっちへ向かってくる。

「そろそろＡ地点で戦闘が始まるな。早いとこＢ地点へ向かわないと」

　このままではユーロン中の全フレイズがレインさんたちの方へ行ってしまう。

【ゲート】を開き、Ｂ地点で待機中の八重たちのところへ出る。ミスミドとラミッシュの連合軍が僕を出で迎むかえた。

《これからここへフレイズを呼び寄せる。各自散開、戦闘に備えよ》

《御意》

　琥珀に念話を送る。八重を通してここにいるみんなに伝わるはずだ。それぞれのフレームギアが武器を振ふり回しても邪魔にならない距きよ離りを取り始めるのを見ながら、懐から取り出したプレパラートを再びパキンと砕く。

　Ａ地点へ向かっていたフレイズのうち、Ｂ地点に近い群れから分ぶん岐きし、全体の半分ほどがこちらへ向かってくる。飛行型はすでにいないので、だいたい同じ速度でこちらへ向かってきていた。

「検索。現在のフレイズの数を表示」

『了解。……検けん索さく終しゆう了りよう。一万二〇一七体でス』

　表示された数が一万二〇一六、一万二〇一五、と次々と減っていく。Ａ地点で戦闘が開始されたのだ。っていうか、確か最初に検索した時は一万三〇〇〇ちょいくらいだったよな？　エンデのやつ、一人で一〇〇〇体も倒したのか……。

【フライ】で飛び上がり、八重の機体の肩に立つ。

「あと数分すると、ここへフレイズの一群がやってくる。あとは頼たのんだ」

『わかったでござる。任されよ』

　再び【ゲート】を開き、今度はＣ地点のエルゼのところへ向かう。

　真しん紅くの機体に透とう明めいのガントレットをつけたエルゼ機に、頼まれて作った水晶のパイプレンチを持った朱しゆ色いろのモニカ機、そしてベースカラーの黒騎士であるニコラ機が僕を出迎える。

《Ａ地点ではすでに戦闘開始。Ｂ地点でもすぐに開始する。ここへも残りを呼び寄せるぞ》

《御意》

《了解よ～ん》

　珊瑚と黒曜の返事を聞きながら、三たびプレパラートを割る。Ｂ地点へ向かっていた何割かがこちらへ向かって方向転てん換かんを始めた。

「うーん……思ったように分散はされなかったなあ」

　プレパラートを割るタイミングが悪かったのか、綺き麗れいに三分割とはいかなかったようだ。

　マップを見る限りではそれぞれの地点へ向かっているのは、Ａ地点に５割、Ｂ地点に３割、Ｃ地点に２割といった分散の割合だった。

「このままだとレインさんたちの負担が大きいな……」

　こちらへ向かっている数の少ない、このＣ地点からＡ地点へ、何機か送ることにする。

　モニカの搭乗する黒騎士の肩に立ち、声を上げる。

「モニカとブリュンヒルド騎士団から二〇機をＡ地点へと送る。後ろの方へ送るけど、すでにあちらは戦闘を開始しているので気をつけて」

『へっ、腕うでが鳴るゼ。大丈夫だ、マスター。やってくれ』

【ゲート】を開き、僕もモニカ機や他の機体ごとＡ地点へと転移する。到とう着ちやくしたＡ地点ではすでに激しい戦いが繰くり広ひろげられていた。

　群がる下級種を蹴けりつけ、武器で薙なぎ払はらいながら、迫せまり来る中級種に向けて攻こう撃げきを放つ。数のせいか少し押されている感じがする。

「行くぞッ！」

　モニカ機の肩から飛び出し、一体のフレームギアに飛びかかろうとしていた下級種を斬り捨てる。それに続けとばかりに転移させた増ぞう援えんがモニカ機を先頭に突っ込んできた。

『どけどけぇ！』

　モニカ機の振り下おろすパイプレンチが、重騎士と斬り合っていた中級種の胴どう体たいへと叩き込まれる。粉々になって崩くずれ落おちた中級種から転がり出た核を、バキャッ！　と踏ふみ潰し、そのまま周囲の下級種たちを力任せに蹴り付つけていった。

　僕も間ま違ちがって蹴り付けられないように、フレームギアと距離をとりつつ下級種を片付けていく。横に浮うかぶマップのフレイズ表示数を見ると、一万八五二となっていた。

　Ｂ地点でも戦闘が始まった。じきにＣ地点でも始まるだろう。今のうちに雑魚ざこを片付けておかなければ。そんなことを考えていると、紅玉から念話が飛んできた。

《主。レグルス15番機大破。戦線離り脱だつします》

　ッ!?　マップ検索をして、その場所へ向かう。そこには右みぎ腕うでを肩から切り落とされ、左足首を破は壊かいされた重騎士が転がっていた。頭部も半分ひしゃげている。

　一応確認のために近づいて胸部ハッチを開ける。中には誰だれもいなかった。どうやらちゃんと本陣へ転移されたようだな。

　壊こわれたフレームギアを【ストレージ】へと収納する。と、また念話が届いた。

《マスター！　レグルス15番機戦線復帰できるでありまス！》

《操縦者の状態は？》

《問題なし。本人もやれると申しているでありまス》

《わかった。転送陣で待機させといてくれ》

　本陣のケルベロスを通して届いたロゼッタの声に安心する。どうやら乗り手は無事なようだ。

【ゲート】を開き、本陣にある転送陣の上の重騎士を、再びこの戦場へ呼び寄せる。

　現れた予備機体の重騎士は先ほど回収したやつとなにからなにまで同じだったが、肩の塗と装そうが違っていた。左肩には書きなぐったような字で「15」と紫のペンキで塗られ、右肩にはその紫のペンキがぶちまけられていた。

　状況が状況だし、個体識別さえできればこの際見み栄ばえなんか関係ない。

　レグルス15番機は僕に小さく頭を下げると、すぐさま戦線へと戻もどっていった。

　やがて中級種が全て倒され、下級種の掃そう討とう戦せんが始まる。基本的に下級種はフレームギアが人間サイズだとすれば中型犬くらいだ。武器を振り回すたびに多くのフレイズが粉々に砕かれていく。

《次の群れは約五分後に到着する。今のうちに休める者は休んでおけ》

《了解しました》

　レインさんと共にいる紅玉にそう告げて、今度はＣ地点へと【ゲート】を開き、現場へと向かう。

　他の場所よりも数が少ないＣ地点の敵を率そつ先せんして倒し、ここの戦力を他の地点へ回せれば、と思ったのだ。

　Ｃ地点でも戦いが始まっていた。やはり下級種を蹴散らしながら、中級種を何体かのフレームギアで追おい詰つめていく。

　僕もその混戦の中へ飛び込み、主に下級種を次々と斬りつけていく。斬っても斬っても続々と湧わいてくるな……。

《主。ラミッシュ11号機が大破》

　頭の中に琥珀の声が響ひびく。Ｂ地点か。忙いそがしいなあ、もう！　Ｃ地点に来たばかりだってのに。

　Ｂ地点へ飛び、壊れた重騎士を回収、再び乗り換えた新ラミッシュ11号機を戦場へと送り出す。

　ちら、とフレイズ表示数を確認すると九二四三まで減っていた。一万以下に減ったか。

　ここからが正念場だな。










　斬って斬って斬りまくる。戦場の空を駆け抜け、次から次へと群がるフレイズを砕いていく。

　その間にも大破した機体を回収し、予備機に乗のり換かえた者を再び戦場へと送る。

　幸いまだ死者は出ていないが、フレイズに一いち撃げきをくらい、倒れ込んだ衝しよう撃げきで脳のう震しん盪とうを起こした者や、同じようにコクピット付近を攻撃されて、負傷した者などがかなり出ていた。本陣の方で手当てをしているが、少しずつこちらも数が減っている。

　さすがに一人で五〇体を相手しなけりゃならないと、みんなに疲つかれが見えてきていた。大破する者も増えてきている。

　マップを確認すると、まだまだ三地点へ向かっているフレイズたちがいる。数はもう五〇〇〇を切ったが、こちらもいろいろと限界が近い。

『はあッ!!』

　エルゼの拳が中級種のボディを砕き、飛び出した核を振ふり抜いた足で木こっ端ぱ微み塵じんにする。その横ではリーフリースの騎き士し団だん長ちようさんの槍が（各国の隊長、副隊長にはフレイズの武器を持たせている）見事に他の中級種を核ごと串くし刺ざしにしていた。

　そのリーフリース隊長機の肩に乗り、声をかける。

「すみません、ここはもうだいぶ減ってきたので、リーフリース騎士団はＢ地点へ転移させます」

『わかりました。少々お待ちを』

　外部スピーカーから聞こえてきた声が途と切ぎれると、周りのリーフリース騎士団の機体がこちらへ歩み寄ってきた。

　全部で一七機のフレームギアをＢ地点後方へと転移させる。僕ぼくも隊長機の肩に乗ったまま一緒に転移した。

　Ｂ地点ではミスミドとラミッシュ、そしてブリュンヒルドの連合軍がフレイズを相手に壮そう絶ぜつな戦いを繰り広げていた。そこにさらにリーフリースが参戦する。

　中級種から撃ち出される水晶の矢を盾たてで受け止め、重騎士が勢いをつけた戦棍メイスを叩きつける。一撃ではヒビが入る程度だったが、続けざまに他の重騎士たちからも戦棍メイスの雨が相手に降ふり注ぐ。客観的に見ると集団でボコっているのだが、この場合仕方が無い。油断すれば自分がやられるのだ。

　その間も下級種の群れが次々と飛びかかってくる。それを武器で打ち落としながら、倒れたフレイズの核を丁てい寧ねいに砕く重騎士たち。

　倒し方にも慣れが出てきたようだが、その分疲ひ労ろうが溜たまってきているように見えた。動きがどことなく鈍にぶくなっているように感じる。

「あれ？」

　向こうの方ですごい速さで戦場を駆け抜ける赤い機体が見えた。エルゼじゃない。エルゼがいるのはＣ地点で、ここはＢ地点だ。と、するとエンデか。

　てっきり戦闘が始まったらさっさと姿をくらますと思っていたんだけどな。意外と義ぎ理り堅がたいんだろうか。

　両手に構えた双そう剣けんを乱らん舞ぶして、瞬またたく間まに次々とフレイズたちを屠ほふっていく。あのスピードで正確にフレイズの核を狙って、突つき、払い、斬りつけていた。まさに無む双そう状態だな。

　エンデの方へ向かって飛んで行くと、胸部ハッチを開けてエンデが顔を出した。

「やあ、冬夜。そろそろ僕はお暇いとましようと思うんだけどいいかな？」

「もうちょっと手伝ってくれると助かるんだけど」

「いやいや、ちょっと事情があってね。時間的に無理なんだよ。その代わり忠告をひとつ」

　イタズラっぽく笑えみを浮かべ、エンデが指を一本立てる。忠告？　なんだろう？

「『上級種』がちょうどここから北西の方にだいたい五分後に出現する。みんなを一いつ旦たん下げた方がいいよ」

「なッ……!?」

　上級種!?　フレイズのか!?

「なんで!?」

「多分これだけの数が結界を抜けたせいで、一時的に綻ほころびが大きくなったんだと思う。おそらくそこから一体だけ抜けたあとに綻びも元の大きさに戻るだろうから、そのあとはそんなに心配しないでも大丈夫だと思うけど」

　心配しないでも大丈夫って……！　そんなわけないだろ！

「ま、とにかく気をつけて。じゃね」

「あ、おい!?」

　すうっ、と幽ゆう霊れいが消えるように目の前から竜騎士と共にエンデが消えた。やっぱりあいつ、転移系の魔ま法ほうも使えるのか。って、それどころじゃない！

《琥珀！　北西にいる全員をそこから退たい避ひさせろ！　上級種が五分後に出現するらしい！　急げ！》

《ッ!?　わ、わかりました！》

　通信が伝わったのか、北西にいたフレームギアが次々と退避していく。その間にも周りのフレイズたちを砕きつつ、マップのフレイズ表示数を見ると二五一七まで減っていた。もうちょっとだってのに！

　すでに三時間近くも戦って、みんなの疲労もピークに達している。この状態で上級種とか相手にできるのか？

　不意に大気を震ふるわせるような振しん動どう音おんが鳴なり響いた。ビリビリとする空気の震えの中で、目の前の空にヒビが入っていく。

　空、というより空間に亀き裂れつが入っているのだろう。それは瞬く間に広がり、一部がパキンと割れて、そこから巨大な鉤かぎ爪づめが現れる。

　握にぎり潰つぶすようにバキバキと空を砕き、その奥おくに見える歪ゆがんだ空間から、その巨きよ体たいがこちらの世界へと姿を現す。

　その姿を例えるならワニ、か。しかし、ワニは六本足じゃないし、頭部にあんなに長い角も持ってはいない。長い尻尾しつぽの先に突とつ起き物ぶつもなければ、背中にあんな背ビレもないはずだ。

　今までのフレイズのように、水晶のようなボディは同じだが、下級、中級種がシンプルなボディラインだったのに対し、この上級種は複雑な構造をしている。ギザギザの粗あらいラインで刻まれた水晶のボディの中に、三つの赤い核が透すけて見えた。

　一言で言い表すなら怪かい獣じゆうだ。大きさも半はん端ぱない。中級種よりも遥はるかにデカく、フレームギアが小さく見える。

　例えが悪いと思うが、あれが実際のワニの大きさだったら、その横に一四四分の一のプラモデルロボットを並べるとしっくりくる。それくらいの比率なのだ。

「デカ過ぎるだろ……オイ………」

　思わずごくりと喉のどが鳴った。こいつを倒たおせっていうのかよ。

　呆ぼう然ぜんとしていると、水晶のワニがガパアッ、とその顎あぎとを大きく開いた。喉の奥にある場所に光が集まり出だし、次し第だいにその強さが増していく。マズい！　あの光はマンタ型の時と同じ……！

《琥珀！　あいつの口の前面にいるみんなを退避させろ！》

《え？》

　叫ぶがダメだ、間に合わない！

「くっ！」

　地面に【ゲート】を使い、強制的にその位置にいたフレームギア数機を落とし穴のように落とす。

　そして彼かれらを僕の後方へと転移させた瞬しゆん間かん、轟ごう音おんが鳴り響き、光の奔ほん流りゆうがワニの口から撃ち出された。

　ドガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガァッ!!　と地面を抉えぐりながら光は彼方かなたまで一直線に走り、消えていった。気がつくと、射線上全てのものが消きえ失うせていた。

　なんて威い力りよくだよ……。アニメとかで見た『荷か電でん粒りゆう子し砲ほう』みたいだ。生み出すのは電気なんかじゃないんだろうけど。

　チャージに時間がかかるのはマンタの時と同じようだが、威力がケタ違いだ。あんなのが直撃したら大破どころか何も残さず消しよう滅めつしてしまう。

　――――これが、上級種。




◇　◇　◇




【ストレージ】の中からレシーバーを取り出し、共用チャンネルに合わせる。他国の王様が命令するのは角が立つかと、細かい指示は各国の隊長に任せていたが、状況が状況だ。幸いここらにいるフレームギアは通信が届く範はん囲い内ないだから大丈夫だろう。

『ブリュンヒルド公王から操縦者全員に告ぐ！　上級種フレイズの前面には立つな！　予備動作があるから発射前にはわかるが、首を振られたら広範囲にわたって巻き込まれる恐おそれがある！　常に真横か背後に回れ！』

　ザザザッ、と前面近くにいたフレームギアたちが大きく退避して上級種の真横へと回る。

　それを見計らったように、ワニ型フレイズは身体からだを反転させ、鞭むちのように唸うなりをあげた尻尾を一機の重騎士にぶつけた。

　バキャラッ！　という音がして、重騎士が吹ふっ飛とぶ。地面を盛大に転がって、そのままバラバラにパーツが砕けていく。

《本陣！　誰か聞いているか!?　そちらにいま誰か転移したか!?》

《冬夜さん、ユミナです。いま転移されてきた方は重傷ですがなんとか生きています。フローラさんが治ち療りように当たっていますのでご心配なく》

　ケルベロスを通したユミナからの念話にホッと胸を撫なで下ろす。どうやら即そく死しではなかったようだ。

　威い嚇かくするようにワニ野や郎ろうは尻尾を左右に振りながら、こちらへ向かってくる。動くスピードはさほど速くはない。

　これなら避よけるのもさほど難しくはない、と思った瞬間、尻尾の先せん端たんにあったスパイク状の突起物が、まるでミサイルのように撃ち出された。

　一旦それは上空高くに打ち上がり、突起物ひとつひとつが爆ばく発はつしたかと思うと、無数の水晶の矢が雨あめ霰あられと地上に降り注ぎ始めた。

「【シールド】ッ！」

　不可視の盾が僕の周囲を防ぼう御ぎよし、水晶の矢の雨を弾はじいていく。他のみんなも盾を構え、なんとか水晶の矢を凌しのいでいた。

「勘かん弁べんしてくれよ……！　クラスター爆ばく弾だんかっての……！」

　クラスター爆弾とは『集束爆弾』とも呼ばれる。親爆弾の中にさらに多くの子爆弾が山ほど入っていて、広範囲を一気に攻撃するための爆弾だ。

　拳けん銃じゆうや弓矢のような「点」の攻撃ではない、マシンガンのように軌き道どうを描えがいて攻撃する「線」でもない。「面」の攻撃なのだ。広範囲を攻撃するのにこれほど厄やつ介かいなものはない。

　しかもいま撃ち出した突起物が尻尾からすでに再生され始めている。

　あの尻尾は厄介だ。まずはあれを切り落とすか？

　いや、こいつもフレイズである以上、きっと切り落としたとしてもすぐ再生してしまうだろう。

　考えている間にワニ型上級種がズシンズシンと動き始めた。

「【スリップ】！」

　あまりにも大きすぎるので足の六点だけ摩ま擦さつ抵てい抗こう値ちを激減させる。ワニは見事に横よこ倒だおしに転てん倒とうし、やったかと思われたが、尻尾をやたらめったらに振り回まわして再び水晶の矢の雨を降らせた。

「くっ！　逆効果か!?」

　矢の雨を凌いでいる僕たちをその視界に捉とらえ（フレイズに目はないが）、転がっていた体勢を整えて、またしてもガパアッ、と、大きく口を開き、その奥に光が集まり始めた。マズい！

『各自散開！　退避しろ!!』

　僕に言われるまでもなく、必死でその射線上から退避する重騎士たち。

　再び轟音と光の奔流が僕らの眼前を貫つらぬいていく。どこまでも一直線に地面を削けずり取とりながら、遠くの山が消えていくのが見えた。どこまで威力があるというのか。こちらに被ひ害がい者しやはいない。いないが……。

　どうやって倒すか……。フレイズである以上、あの三つの核かくを破壊すれば勝てると思うが、どうやって……。

　あまりにも巨大過ぎて核まで武器が届かない。肉厚過ぎるのだ。刃は渡わたり五十メートルもの晶剣を作れば届きそうだが……。

　材料は周りにいっぱいある。しかし時間がない。そんなものを【モデリング】で作っていたら一時間近くかかってしまう。しかもそんなものをどうやって振り回す？

　ミスリルゴーレムの時のように【ゲート】で上空に放ほうり出しても、おそらく無傷……いや、傷ついても再生してしまうだろう。

　ワニ型フレイズが尻尾を横薙ぎに払い、うっとうしそうに僕らを攻撃してくる。その攻撃をかわしきれずに何機かの重騎士が巻き込まれて吹っ飛んだ。

　そしてそのまま水晶矢の雨。地味だがこれが結構こたえる。みんな盾で防御するが、どうしたって肩かたや足などに小さい損傷を受ける。その状態で先ほどのような攻撃をされると、どうしても動きが鈍り、避けきれないのだ。

「こうしていても押おされるだけだ……。一気に行く！」

　僕は両手に晶剣を構えながら、宙を駆かけてワニの脇わき腹ばらへとたどり着く。目の前に、ぼんやりと光る直径一メートルほどの核が体内深くに透けて見えた。

「っせえぃッ！」

　左右の晶剣をクロスさせるように連続で削っていくが、とてもじゃないが核までダメージを与あたえられそうもない。こいつがワニだとしたら、少し大きな虻あぶが刺さしてきた、くらいなものなんだろう。

　突とつ然ぜん、ヴォンッ、と震えるような音が背ビレのあたりからしてきて、次の瞬間、僕は宙へと吹っ飛ばされていた。

「なッ……！」

　空中をぐるぐると回転し、なんとか体勢を元に戻す。どこにも叩たたきつけられることはなかったので、ダメージはないが……なんだ、今のは!?

　衝しよう撃げき波はのようなものをあの背ビレから放つことができるのか？

　すかさずまた水晶矢の雨が降る。もうみんなの盾も限界だ。唯ゆい一いつの救いはこの攻撃が敵味方無差別にしかけられているということか。

　何度か繰り出されたこの攻撃で、ここにいたフレイズたちの大半はやられてしまっている。

　こいつは言ってみれば殲せん滅めつ型のフレイズなのだろう。このままでは全滅も有り得る。なんとかしなければ……。

　この水晶矢の雨が厄介だ。まるで流星雨のような…………まてよ……。

　周りをざっと見み渡わたす。砕くだかれたフレイズのかけらが山のように辺り一面に散らばっている。いけるか？

『各機に通達。三分だけ時間を稼かせいで欲ほしい。無理に攻撃することはない。気を引くだけでいい』

　僕の通信が聞こえたのだろう。各国の重騎士たちが、僕の存在をワニ型フレイズからそらすような方向へ動き始めた。

　よし、今のうちだ。広範囲に散らばっているフレイズのかけらに【マルチプル】でターゲットロックし、【トランスファー】で魔ま力りよくを込めて強化する。あの上級種よりも硬かたく、強固なものにしていく。

『各機散開！　上級種から距離を取れ！』

　上級種からみんなが退避したのを確かく認にんしてから、【ゲート】を開いて広範囲に散らばっていたフレイズのかけらをワニ型フレイズの上空へと転移させた。高さは数百メートルだ。あまり高くしすぎると狙ねらいが外れる。

「くらえ。【流星雨メテオレイン】」

　空中に転移したフレイズのかけらに【グラビティ】で加重をかける。その重さは数万倍にも跳はね上あがったはずだ。

　キラキラと降り注ぐかけらの雨が、次々とワニの巨体に楔くさびを打ち込んでいく。

　巨体のあらゆる部分に亀裂を作りながら、その中に埋うめ込まれていく無数のかけら。それに魔力を加え【グラビティ】で重さをさらに増加させた。

　キキキキキキキキキィィィィィィィ！　と黒板をひっかくような音を放ちながら、ワニの巨体が地面に縫ぬい付けられる。

　バキ、バキッ、と巨体のいろんな部分から亀裂が広がる音が聞こえてくる。かなりの魔力を注いでいるのだが、まだ足りないか。さらに加重をかける。

　ひとつの亀裂が別の亀裂に達し、それがさらに大きい亀裂を作り、次々と連れん鎖さしていく。

　ワニ型フレイズは口を開けて例の光こう弾だんを放とうとしたが、口のところにもかけらがめり込んでいるため、開くことができない。ギッ、ギギッ、と軋きしむような音が聞こえてきた。

「砕けろ」

　ダメ押しにさらに魔力を追加して、かけらの楔をさらにめり込ませる。とうとう耐たえきれなくなって、ワニの身体が大きくバラバラに砕け散ちった。

『今だ！　再生する前に核を砕け！　三つ全部だ！』

　砕けた巨体から転がり出た核に全員が群がり、手に持った武器で攻撃し始めた。瞬く間に大きな核に亀裂が入り、あっけなく砕かれる。残りの二つも同じように砕け散り、上級種はその巨体を維持することができなくなって、ガラガラと崩れていく。やがてそれは巨大な水晶の残ざん骸がいと化した。

　うおおおおおおおおおおおおッッ!!　とミスミドとラミッシュ、そしてリーフリースとブリュンヒルドのみんなが武器を頭上に翳かざしながら勝利の雄お叫たけびをあげる。

　まだ多少のフレイズが残っているが、このＢ地点での掃そう討とうはほぼ完かん了りようしたと言ってもいいだろう。

　なんとかなった、か。魔力をかなり使ってしまったけど。

　今までで一番消費したんじゃないだろうか。今度はああいった上級種の対策もしておかないといけないな。

『ここはブリュンヒルド騎士団を掃討に当てて、ミスミドとラミッシュ、リーフリースはＡ地点へと転移する。各自転移準備。これで一気に終わらせる！』

『おおッ!!』

　Ｂ地点にいたフレームギアたちのほとんどをＡ地点へと送った。Ｃ地点の方も片付いてきている。フレイズ表示数を見ると四七八まで減っていた。どうやらあとは掃討戦に入るだけのようだ。

　山は越こえた、と思う。どうにか撃げき退たいはできたのだろう。しかし、ユーロンを救えたかと言われれば、胸を張ることはできない。

　あの上級種から放たれた光弾で、まきこまれた人がいたかもしれないのだ。

「考えても仕方ない、か」

　いささか気だるい身体を起こし、【ストレージ】を開いて、砕け散った上級種のかけらを収納する。

『八重、ノルンさん、ここは任せた。僕はＡ地点の方へと向かう』

『わかったでござる』

『了解っ』

　Ａ地点へ戻る前に本ほん陣じんの方へ転移した。突然現れた僕を見るなり、リンゼが駆け寄よってくる。

「冬夜さんっ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「ああ、一応大丈夫。ものすごく疲れてはいるけどね」

　肉体的にも精神的にもかなり疲れた。こんなに連戦したこともなければ、魔法を使いまくったこともないもんな。

　ルーの持ってきてくれた椅い子すにどかっと座すわる。あー……。気を抜いたらこのまま白い灰になりそう。

《冬夜？　聞こえる？》

《エルゼ!?　どうかしたのか？》

　がばっと顔を上げる。まさか二体目の上級種が出現とか言わないよな!?

《こっちで見える限りのフレイズを掃討したんだけど……まだこの辺りに残ってる？》

《え？　ああ、ちょっと待って》

　マップで検けん索さくしてみると、Ｃ地点のフレイズはすっかりいなくなっていた。あとはＢ地点にわずかと、Ａ地点だけだ。数も二四七まで減ってきている。

《大丈夫、もうそこにフレイズはいない。本陣へ帰き還かんさせるから、みんなにそう伝えて》

《わかったわ》

　Ｃ地点に残っていた全員を本陣へと転移させた。そうしている間にもＢ地点のフレイズも片付き、残るはＡ地点のフレイズのみとなり、表示数もどんどんと減っていく。

　やがてそれがゼロになったとき、映えい像ぞう盤ばんの前に陣じん取どっていたみんなが一いつ斉せいに歓かん喜きの声をあげた。

　本陣では国に関係なく、近くの者と喜びあい、手を打ち鳴らし、勝利の雄叫びがあがる。念のためもう一度検索してみるが、フレイズが表示されることはなかった。

《全員に通達。作戦完かん了りよう。フレイズの全滅を確認した。今から全員を本陣に帰投させる。お疲れさん》

　次々と本陣に現れたフレームギアから操縦者のみんなが降りてきて、誰だれ彼かれ構わず抱だきついて喜びを表している。

　中には胸部ハッチから飛び降りて、怪我けがをしたやつもいたようだが。

「つっかれたー……」

　泥どろのように眠ねむりたいところだが、まだまだ事後処理が残っている。

　まず倒したフレイズの回収、そんで本陣にいるみんなの各国への帰還、フレームギアのバビロンへの転移……ここらは僕じゃないとできないからな。

　あとはなんかあったっけか？　あ、ユーロンの天てん帝ていって大丈夫だったのかな？

　何気なくマップを表示したが、首都シェンハイが表示されない。あれ？　おかしいな、確かこの辺りにあるはずなの……に……。

　僕はひとつのことに思い当たり、マップにＢ地点から放たれた上級種の光弾の方向を割り出す。やはり二発目の光弾の射線上と、かつてシェンハイがあった場所が一いつ致ちしていた。

　天帝国ユーロンの首都、シェンハイはこの日を境に地上から姿を消した。
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　あれから数日が経たった。全体的に今回の被ひ害がいとしては大破したフレームギアが三六機、軽傷者が二四人、重傷者が四人、死者が〇人。

　自軍に死人が出なかったのはよかったが、いろいろと考えさせられる結果となった。

　ユーロンの首都は壊かい滅めつ、数多くの町や村が地図上から消えた。もうちょっとうまく立ち回れたら、なんとかなったのではないかとも思う。

「それでこれからのユーロンはどうなるんですかね？」

「さあな。儂わし等らはもう干かん渉しようせんでもいいだろう。もともと関係ないんだからな」

　会議室に並ぶ西方同盟の面々のうち、ミスミド国王が僕の質問に興味なさそうに答えた。

「しかしこれにより、ユーロンを巡めぐって諸国の争いが始まったりはしませんか？　ただでさえフレイズによりユーロンの人々が傷付いているというのに、この上戦争が始まったりでもしたら……」

「ハノックは元からユーロンとは一線を引きたがっていたのでその心配はない。魔ま王おう国こくゼノアスも他国への不干渉を貫いているので問題なかろう。イーシェンに至っては内戦が近々起こりそうな雰ふん囲い気きだし、ホルン王国は武力侵しん攻こうを是ぜとしない国だという」

「となると、フェルゼン、ノキア、ロードメア辺りがどう動くかだが……」

　ラミッシュ教皇の発した言葉にベルファスト国王とレグルス皇こう帝ていの二人が考え込む。

「たぶんその三国もしばらくは静観していると思うがな。考えてもみろ、あれだけの壊かい滅めつ的てきな打だ撃げきを謎なぞの存在によって起こされたのだ。そこを統治しようと思うか？　もしあれが自分の国で起こったらと思うと背筋が凍こおるわい」

　確かにリーフリース皇王の言う通りかもしれない。また同じようなことが起こったら、と考えてしまうのは当然だとも言える。

「じゃあユーロンは今、統治者がいない状態なんですか？」

「いや、それがな。天帝には三人の息子むすこがいたんだが、そのうち一人はシェンハイにいたために天帝と運命を共にした。もう一人は別の都にいたのだが、これもフレイズに襲おそわれ死んでいる。最後の一人が運良く生き残り、新たな天帝を名乗っているそうだ」

　リーニエ国王にベルファスト国王がユーロンの現状を語る。新天帝が出てきたのか。それならユーロンも再びまとまることができるかもしれないな。

　そう思った矢先、ベルファスト国王が苦虫を噛かみ潰したような顔をする。

「ところが、だ。この新天帝が言うには今回のユーロン壊滅はすべてブリュンヒルド公王、つまり、冬夜殿どのの仕し業わざだと言いふらしているらしい」

「はあ!?」

　なにをどうしたらそうなる!?　わけのわからない言いがかりに、唖あ然ぜんとして開いた口が塞ふさがらない。

「なんでも召しよう喚かん術じゆつでフレイズを呼び出した冬夜殿が、シェンハイや町を襲わせたと言うんだな。その証しよう拠こに前線となる砦とりでをハノック側の国境に築きあげたと。それに冬夜殿がフレイズを呼び出すところを見たという者もいるとか。ユーロンの国民を大量虐ぎやく殺さつして生いけ贄にえにし、大規模な召喚術を使ったのを見たと。命からがら逃にげてきた証人がいるらしい」

　なんっ、じゃそりゃ!?　捏ねつ造ぞうもいいところだろ！　どこかのゴシップ記事じゃあるまいし、どこからそんな噂うわさが出てきたんだ？　僕がフレイズを呼び出したのを見たってやつは誰だよ!?

「ずいぶん詳くわしいですね？」

「いや、向こうがな、書状をよこしてきたんだよ。今回のことは冬夜殿の自作自演であり、自分たちは被害者だと。今回のことは自国の軍事力を誇こ示じし、西方同盟の主導権を握るために起こしたことだとな」

「あのような軍事力をそんなブリュンヒルドに持たせておくのは危険だ。取り上げて大国であるベルファストやレグルス、そしてユーロンが管理するのが一番だと、そうも書いてあったな」

　ベルファスト国王に次いで、レグルス皇帝も口を開く。そっちにも行ってるのか!?

「で、なんて返事を？」

「返事も何も。もしそれが本当だとしたらとても敵かなうはずがない。ユーロンの首都を消してしまうほどの相手に対たい抗こうできようか。ブリュンヒルドにおとなしく降こう伏ふくすることにしよう、と」

「余の場合は、それが事実なら由ゆ々ゆしきこと。この書状をブリュンヒルド公王に見せ、真しん偽ぎのほどを確かめよう。公王は短気ゆえ、何かの間違いであった場合、貴国に怒ど鳴なり込むかもしれないが、真実を明らかにするのは大国の務め。万ばん事じ任されよ、と」

　二人ともヒデえ。なんだその丸投げ感。まあ、相手にするのも馬ば鹿からしいってのは共感するけどさあ。

　しかしなんだな……。こうなってくるとユーロンなんか知ったこっちゃないって気になってきたな……。

　いやいや、そこに住んでる人たちには何の罪もないんだ。一部の支配層のユーロン人がどうしようもないからって、全員が同じなわけはない……はずだ。うん。

「とりあえずユーロンに関しては放置でいいんじゃないですかね？　国がああなっては、こちらになにかをする余よ裕ゆうもないでしょうし。我々はユーロンと国境を接しているわけでもないんですから」

　リーニエ国王の言うことももっともだ。すでにユーロンには以前ほどの国力も軍事力もない。ハノックを襲う恐れなどないので、国境沿いのあの砦は近々ハノックへ返へん還かんするつもりだ。

　ユーロンに関しては放置。決定。いかなる干渉もしないし、最低限の交流にとどめることにする。

　新天帝の行動は、西方諸国へ多大なる信しん頼らい度どの低下を呼び起こした。まともな忠臣がいたら止めてたと思うんだがなあ。なんだろう、蛙かえるの子は蛙って言葉が浮うかぶな……。

　どっちにしろ、この新天帝は二週間後に暗殺された。ユーロン国内で有力貴族による覇は権けん争いが起きたらしい。あちらこちらで自分こそが真の天帝だと名を上げる者たちがいた。

　そんな戦火を避さけて、かなりの数のユーロン国民が他国へ流れ、流る浪ろうの民たみとなったという。

　ちなみにユーロンでは新天帝を暗殺したのも、僕がやったことになっているらしい。もうやだ、この国。










「それで、どうしたのだ？」

「どうもしないよ。言わせておけばいい。相手するだけ損だよ」

「ぶー。冬夜ならユーロンなんかちょちょいのちょいでやっつけられるだろうに」

　椅子に座る僕の膝ひざの上でスゥがむくれた。そんなこと言われてもなあ。

　久しぶりにスゥが遊びに来たので相手をしていたが、ユーロンとの話を聞くと僕以上に腹を立て始めた。

「だいたい冬夜はユーロンを助けてやったのだろう？　それがなんで非難されねばならん。ろくに調べもせんで自分たちの都合のいいことだけ並べ立てる。中身が空っぽの張はり子この虎とらのくせに、吠ほえるのだけは一人前じゃな！」

「まあ、これ以上厄介なことを増やしたくないし、放っておけばいいよ」

「それはいかんぞ。怒おこる時は怒る。こちらが本気だと示さねば舐なめられ続けるだけじゃ。『なあなあ』の関係は互たがいにいい結果を生まぬ。一度ガツンと殴なぐらねば目を覚まさん愚おろか者ものもいるのだ」

　キツイこと言うなあ。これはあれか？　父親であるオルトリンデ公こう爵しやくが外交官を務めているからだろうか。

「じゃあどうすればいいのさ？」

「そのユーロンの新天帝を名乗るやつらを片かたっ端ぱしから思い切りぶん殴って、説教してやるのじゃ。恥はじ知しらずなことはやめよ！　とな」

　はい外交失敗ー。なんですか、そのガキ大将的な解決の仕方は。

　まあ、僕のために怒ってくれているんだからありがたいけど。まだぷんすかとしているスゥの頭を撫でる。

「ありがとう。でも本当に大丈夫だから」

「……冬夜は優やさしすぎるのじゃ。でもまあ、そこがいいところじゃが……。心配する身にもなれ」

　僕の方に向き直り、ぎゅうっとスゥが抱きついてくる。なんとなく嬉うれしくなって僕もスゥを抱きしめた。

　ふと顔を上げると、部屋の扉とびらが少し開いていて、そこからティーセットを持ったシェスカが顔を覗のぞかせていた。

「…………お茶をお持ちいたしまシた、ロリマスター」

「そこのメイド、ちょっと話そうか」

　違ちがうぞ。断じて違う。この場合スゥに抱いているのは家族的な感情であって、そういうのじゃない。少なくともまだ今は。

「今さら隠かくし立だてスることもないでしょウに。マスターの性せい癖へきはこのシェスカ、全すべて把は握あくしておりまス。お気になさラず、どウぞご存分に」

「ちょっとここ来て座れ。説教する」

「調教ならば喜ンで」

「いいから来いっつうの！」

　それから小一時間エロメイドを説教した。説教中、顔を赤くして『もっと罵ののしって下さイ』とか言い出したので、うんざりしてやめた。『焦じらしプレイ……』とか、わけのわからんことを言うな。

　シェスカを置いて、城を出る。今日はスゥに婚こん約やく者しやとしての指輪をプレゼントしたのだが、それだけではなくバビロンを見せてあげようと思ったのだ。いつまでも仲間外れではかわいそうだし。一応堅かたく口止めはしておいた。







[image: ]







【ゲート】で転移してバビロンに着くと、そこから見える空の景色にスゥが目を見開いて感かん嘆たんの声を上げた。

「すごい！　すごいすごいすごい！　空のお城じゃ！　天空の城は本当にあったんじゃ！」

　あの城とは違うけどな。滅ほろびの呪じゆ文もんとかはないぞ。バビロンにそびえ立つ『城じよう壁へき』の城を見て、スゥはさらに興奮している。

「オかえりなさイませ、マスター」

「ただいま、リオラ。ノエルは？」

「オ昼ひる寝ね中です」

　またか。『塔とう』の管理者は暇ひまさえあれば寝ねている。ご飯の時しか起きていないんじゃないだろうか。

「冬夜、この者は？」

「この『城壁』の管理者、プレリオラだよ。あんまり下には降りてこないから、スゥとは初対面だったか」

「プレリオラと申します。リオラ、とお呼び下さイ」

　ピンストライプのジャンパースカートの端はしを摘つまみ、淑しとやかな仕し種ぐさで挨あい拶さつをする。こういうところはバビロン姉妹の長女って感じがするよな。

「リオラ。で、例のシステムの話なんだけど」

「はイ。ロゼッタとも話したのですが、多分実用化できると思われます。しかし、まさか『サテライトオーブ』の技術をフレームギアに転用するとは思イませンでしたが」

　バビロン防衛システムのひとつ、『サテライトオーブ』。それは襲いくる敵をオリハルコン製の空飛ぶ球体が迎げい撃げきするという自動防衛システムだ。

　それに改良を施ほどこし、フレームギアに搭とう載さいさせようと僕ぼくは考えていた。つまり遠えん隔かく操作の多数攻こう撃げきシステムを作ろうというのだ。むろん、アイディアはロボットアニメからだ。

　飛ばす物体は球体より剣けんのような形状にし、もちろん材質はフレイズのかけら（面めん倒どうなんで以降『晶しよう材ざい』と呼こ称しようする）で作るつもりだ。その程度の大きさなら『工こう房ぼう』で複製できる。

　問題はある程度の魔法の才が無いと操作できないってところだな。魔力量によっても活動時間が制限されるし。万ばん人にん向けの武器ではないが、遠えん距きよ離り攻こう撃げきができるのは大きなアドバンテージとなるだろう。

　この武器を仮に『フラガラッハ』と呼んでいたら、いつの間にか定着してしまった。まあ、いいけど。どうせ由来なんてこの世界の人にはわからないんだし。

　今のところ、現存機体の制せい御ぎよシステムでは、いいところ四つを同時展開するのが精せい一いつ杯ぱいらしい。

　やはり『蔵くら』にあるという新型の設計図が必要なのかもしれない……。ううむ。







第二章　初恋の姫騎士







　フレイズの大だい襲しゆう来らいからひと月が経ったが、特に変わった情報は伝わってこなかった。

　ギルドマスターのレリシャさんが来て、ユーロンで起こった出来事の説明を求められたくらいか。ギルドの支店はユーロンにもあったので、結構な打撃だったらしい。

　未いまだにユーロンでは内戦（と、言うほどでもない小こ競ぜり合あいだが）が続いていた。それぞれ各地の有力貴族が我こそは真の天帝なり、と名乗りを上げては倒され、名乗りを上げては倒されの繰くり返かえしだ。

　すでにユーロンは一つの大国というより、いくつかの都市国家が存在する『ユーロン地方』とでも呼ぶ場所になりつつある。そのうち同盟でも結ばれて、ロードメアのような連れん邦ぽうになるかもしれないが、道のりは遠そうだ。

「おごれる人も久しからず、ただ春の夜の夢のごとし……か」

「なんだ？　それ？」

「いくら栄えて思い上がろうが、そんなことは長くは続かない。春の夜に見る夢のように儚はかないものだ、って意味だよ」

　僕の独り言に首を傾かしげたモニカに現代語訳を教える。まあ、国としてはユーロンは長く続いた方なんだろうけど。

　ユーロン壊滅の情報はすぐさま他国へと広がり、その原因は謎の魔ま物ものの大暴走とされていた。

　それが僕の仕業だと叫さけんでいたのはユーロンの一部貴族だけで、ギルドの見識発表ではきちんと『未知の魔物の出現』、『フレイズと命名呼称』、『古代文明崩ほう壊かいの原因か』など、情報を冒ぼう険けん者しやたちに小出しに流している。

　また、ギルドではフレイズの特性や弱点なども公開されていた。腕うでの立つ冒険者のパーティーで、下級種相手なら充じゆう分ぶん対たい抗こうできるはずだ。

　またどこの国で出現するかわからないからな。こういった対策は必要だろう。

　エンデの言葉を信じるなら、しばらくは大多数の出現はないと思うんだけど。

「で、『フラガラッハ』はやっぱり四つが限界？」

「で、ありまスな。それ以上載のせるとおそらく本体自体が動かなくなるでありまスよ」

　戦場でそれはマズい。的になるだけだな。これは操縦者の魔力量とかじゃなく、純じゆん粋すいに旧式フレームギアの限界なんだろう。

　フラガラッハを背中にＸの形で四本背せ負おった黒騎士ナイトバロンから、ロゼッタが降りてくる。

　フラガラッハはそれ自体が晶しよう剣けんでもあるため、単純に手に持って武器としても使える。

　魔力を大量に消費するフラガラッハの攻撃は、そんなに連続して使えるものではない。【トランスファー】で僕の魔力を込めておいたらどうかと提案したが、操縦者の魔力とシンクロさせて操あやつるため、それをやると僕以外は操れない道具に成り下がってしまうらしい。

　この武器にしても課題が山積みだなあ……。

《主あるじ、よろしいですか？》

《ん？　琥こ珀はくか。どうした？》

　王城にいる琥珀から念話が入る。

《主に面会を求めて他国の使者が来ているそうで》

《他国の使者？　……ユーロンだったら追おい払はらっておいて》

《いえ、レスティア騎士王国とかいう国だそうですが》

　レスティア騎士王国って……。あれか、フレイズに襲われてたところを助けたヒルデガルド姫ひめの国か。

　そういや助けたとき、晶剣をあげたらすごく喜んでくれて、お礼をしてくれるとか言ってたな。それかな？

　とりあえず待たすのもなんなので【ゲート】で王城の謁えつ見けんの間へ向かうと、そこには誰だれもいなかった。あれ？

「あ、陛下。こちらです」

　ぽつんと佇たたずんでいると、メイド長のラピスさんが手招きをして僕を促うながす。

「レスティアから使者が来てるんじゃなかったの？」

「それが……陛下がいないので少々お待ちくださいと伝えると、騎き士し団だんの訓練を見たいと仰おつしやられまして……」

　ありゃま。さすがは騎士王国の使者か。他国の騎士たちも気になると見える。まあ、見られて困るもんじゃないけど。

　訓練場に辿たどり着つくと、ローガンさんと一人の女性騎士が模も擬ぎ剣けんで打ち合っていた。っていうか……あれ、ヒルデガルド姫じゃん！　何やってんの!?

「はあああああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に繰り出だした姫騎士の一いち撃げきが、ローガンさんの剣を空高く弾はじき飛ばした。おおう、やるなあ。

「それまで！」

　訓練場にニコラさんの声が響ひびく。周りの人だかりから、わあっ、と歓かん声せいが上がった。ウチの騎士団に交じって、何人かレスティアの騎き士したちもいる。

「あ、ありがとうございました、姫」

「こちらこそ」

　二人は礼を交かわし、試合を終える。僕の姿に気が付いたのか、姫は小走りに駆けてきた。長い金きん髪ぱつがふわふわと風に揺ゆれる。相変わらずの鎧よろい姿すがただが笑え顔がおがかわいい。確か八や重えと同じ歳としだっけか。

「へ、陛下！　お久しぶりです！」

「あ、はい。久しぶりですね。っていうかなんでヒルデガルド姫がここに？」

　思わず挨拶を返してしまったが、それよりもなんでここにヒルデガルド姫がいるのか。

「あのときのお礼と、聞きたかったことがありまして……。でも私は付つき添そいで来ただけなんです」

「付き添いって……誰のです？」

「ワシじゃよ」

　レスティア騎士の後ろから、一人の老人が進み出た。七十歳くらいだろうか。長い白しら髭ひげを生やし、杖つえをついた老ろう爺やだ。杖をついてはいるが、腰こしはしゃんとしていて、矍かく鑠しやくたるものだ。ひょっとしてこの人……。

「お初にお目にかかる、ブリュンヒルド公王。ワシの名はギャレン・ユナス・レスティア。レスティア騎士王国の先王にて、公王陛下と同じ金ランクの冒険者じゃよ」

　懐ふところからギルドカードを取り出し、僕に見せる。本物だ。じゃあこの人が僕以外の、もう一人のゴールドランクの冒険者か。

「これはどうも。望もち月づき冬とう夜やです。ギルドマスターのレリシャさんから先王陛下のことは聞いていました」

「ホッホッホ。先日はけっこうな物をいただき、感謝しておりますよ。お礼も兼かねて、ブリュンヒルドに物見遊ゆ山さんに参ろうかと思いましてな」

「それはそれは。あまり見物するところなどないでしょうが、くつろいでいただければなによりです」

　先王陛下が差し出された手を握にぎろうと手を伸のばしたら、空から振ぶりした。あれ？

「きゃあっ!?」

　突然の悲鳴に後ろを振ふり向むくと、ラピスさんがお尻しりのあたりを押さえて、身体からだをよじっていた。その背後には手のひらをわきわきとさせた先王陛下がいる。え？

「や、すまんすまん。いつもの癖くせでのう。ふむ、なかなか鍛きたえられた尻じゃの。お嬢じようさん、ただのメイドではないね？」
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「お祖じ父い様さま！　ここはレスティアではないのですから自重して下さいとあれほど！」

「美人を見ると自然に手が動いてのう。今まで我が慢まんしてたが限界のようじゃ。かっかっか」

　ヒルデガルド姫が先王陛下に食ってかかる。どうやらこの行こう為いはレスティアでは日にち常じよう茶さ飯はん事じらしい。以前、先王陛下のことを聞いた時、苦笑いをしていた理由はこれか？　とんだ爺じいさんだな……。

　しかし、いつの間に後ろへ回ったのだろう。ラピスさんだって元諜ちよう報ほう機関の一員だ。そう簡単には背後を取らせたりはしないんだけどな。

　この爺さん、只ただ者ものじゃないな。さすがは金ランクの冒険者というところか。ただのエロジジイかもしれんが。

「すみません！　これはその……お祖父様の発ほつ作さのようなものでして！　あ、一度触さわられたらもう大丈夫なんで、安心して下さい！」

「はあ……それは難なん儀ぎなことで……」

　どんな発作だ。これが騎士王国の先王って……。なんかイメージ違うんだが。

　とりあえず王城の方へ戻もどることにした。姫らと共に来たレスティアの騎士たちはウチの騎士団宿舎の方へ案内させた。何名かが姫と先王の護衛としてついてきたが。

　城内へ入ると案内する先々で、

「きゃあっ!?」

「ホッホッホ」

「お祖父様！」

　というやり取りが何度か繰り返された。ウチのメイドさんの被害がひどい。事が事なら国際問題にならんか、これ。

【グラビティ】でもかましておいた方がいいだろうか。

「およ？　冬夜君なのよ。おはようさんなのよ」

　廊ろう下かの曲がり角で花か恋れん姉さんと出会った。次の瞬しゆん間かん、レスティア先王が稲いな妻ずまのような動きで姉さんの背後に回り、またもやその手を姉さんのお尻へと向けて閃ひらめかせる。

　しかしその刹せつ那な、先王陛下がひとりでにぐるんと回転し、床ゆかに転がされていた。

「……なんと」

　痴ち漢かん撃げき退たいを手も触ふれずにやってのけた姉さんは、いつものようになんの変化もない。先王陛下も呆ぼう然ぜんとして床に倒たおされたままだ。

「冬夜君、この人誰なのよ？」

「え？　ああ、レスティア騎士王国の先王陛下だよ」

「ふうん、元気なおじいちゃんなのよ」

　未いまだに目をぱちくりさせているレスティアの人たちに、花恋姉さんのことを紹しよう介かいした。一応、ここでは僕以外の王族ってことになるしな。

「姉さんの無礼をお詫わびします。申し訳ない」

「いえいえ！　元はと言えば全面的にこちらの方が悪いのですから！　お祖父様にはいい薬です。天てん罰ばつです」

　実際マジに天罰なんだが、黙だまっておくことにする。女め神がみ様の尻を触ろうとしてこんなもので済んだのだから、ラッキー以外のなにものでもないだろう。

「しかしさすがは陛下のお姉様。お祖父様を撃退した女性を初めて見ました。…………あの、なんでしょうか？」

　花恋姉さんがじ――――っ、とヒルデガルド姫を見つめていた。何かを探さぐっているような、心の奥おく底そこまで覗き込むような目だ。やがて姉さんがゆっくりと口を開く。

「貴女あなた……恋をしてるのね？」

「ふえあっ!?」

　顔を真っ赤にさせてヒルデガルド姫がたじろぐ。いつもの凛りんとした表情が吹ふき飛とび、額に汗あせがびっしりと浮かんでいた。

「なっ、なんにょことでしゅかっ!?　こっこっ恋とかっ、恋とかって！　しょんな、しょんなことわ！」

「ぬふふふふ。恋れん愛あいごとで私に見み抜ぬけぬものはないのよ。相談に乗るのよ？　あとで私のところへ来るといいのよ」

　そう言い残し、姉さんは食堂へと去って行った。ヒルデガルド姫が真っ赤になった頬ほおを押おさえて何やらぶつぶつと小さく呟つぶやいている。

「大丈夫ですか？」

「ふ、ふえっ!?　あ、あ、だ、大丈夫です！　大丈夫！　はふう……」

　全然大丈夫に見えないんだが……。今にも頭から煙けむりが出そうな感じなんだけど。

　しかし恋をしている、か。恋愛神である姉さんが言うのだから間ま違ちがいないんだろう。『姫騎士』とか言われていても、やっぱり女の子なんだな。好きな人のことを思い出してこんなに顔を赤くするなんて。

　さっきからこっちをちらちらと見てるけど、そんな状態を他人である僕に見られて恥はずかしいのかな？　ここは素知らぬ感じで流すのが一番か。

「では先王陛下、ヒルデガルド姫。行きましょうか」

「あっ、あのっ、ヒルデガルド、ではなく、ヒルダとお呼び下さい！　その、親しい者は皆みなそう呼ぶので……」

　もじもじしながら姫がそう言ってきた。確かにちょっと呼びにくいからな。本人がいいと言うなら甘あまえさせてもらおう。

「わかりました。ではヒルダ姫、どうぞこちらへ」

「はっ、はい！」

「ホッホッホ」

　笑顔でヒルダ姫が答える。それに対して先王陛下が小さく笑った。

　？　なんかおかしかったか？




◇　◇　◇




「それで聞きたかったこと、とは？」

　城内の応接室で三人掛がけのソファにレスティア先王陛下とヒルダ姫を座らせる。僕はその正面に座り、二人の話を聞くことにした。

　二人ともお忍しのびということで身分を隠してやってきたらしい。確かに鎧にはレスティアの紋もん章しようは付いてなかったな。

　先王陛下は元冒険者ということもあって、いろんなところにツテがあるらしく、ここまでなんの問題も無くやってきたらしい。かなり型破りな人らしいからなあ。

　どうも話を聞くと身分を隠し、水戸のご老公のようなことまでしているらしい……。『ここにおわすお方をどなたと心得る。先の国王、ギャレン様にあらせられるぞ！』『ははあー！』みたいな？　まさかな。風車を持った忍にん者じやとかいないよな？

　まあ、迷めい惑わく省かえりみず好き勝手してることについては僕も人のことを言えないけど。

「実は先日のユーロン崩壊の件で……」

　と、ヒルダ姫が話を切り出した。なるほど、それか。

　あの戦いは当事者が他国の人間であったためと、ユーロンの辻つじ褄つまの合わない流言によって、正確なところをつかめない感じになっている。特に東方ではそれが顕けん著ちよだ。

　事が起こった東方よりも、西方の方が状じよう況きように詳しいってのも皮肉だが、西方のほとんどの国が参加してたわけだし、それは仕方がない。

　ギルドでも正しい情報が流されているはずだが、事が事だけに信じがたいのだろう。魔ま法ほうが効かず、再生能力を持ち、空間から出現する……。そんな魔物など今までいなかったわけだしな。

　僕は二人にユーロンで起きた出来事を事細かに語った。

「やはりあのフレイズの大襲来があったのですね。それにしてもベルファスト、レグルス、ミスミド、リーフリース、ラミッシュ、リーニエの連合軍ですか……」

「それぐらい力を合わせないと勝てない相手だったんですよ。実際、上級種の一撃でシェンハイは吹き飛んでしまいましたし」

「恐おそろしい話じゃの……。それで、同じようなことがまた起こる可能性は？」

　先王陛下の心配ももっともだ。なにせレスティアにも下級種とはいえフレイズの一群が現れているんだからな。下手に誤ご魔ま化かすより、きちんと話した方がいいだろう。

「しばらくはないと思います。しかし、いずれ同じような大襲来が起こることは充じゆう分ぶんありえます。そのためにいろいろと戦う準備を進めているところで」

「フレームギア、という巨きよ人じん兵へいのことじゃな？」

　知っていたのか。まあ、ある程度の情報は漏もれているとは思ったけど。

　説明するより見せた方が早いと思い、二人だけじゃなく護衛の騎士たちとともに城の北に広がる平野へと転移した。

　初めての転移に先王陛下やヒルダ姫をはじめ、護衛の人たちもただ驚おどろくばかりだった。さらに驚かせるようにバビロンから黒騎士を地上に転移させる。

「これがフレームギア『黒騎士ナイトバロン』。フレイズに対抗するための最終兵器のひとつです」

　みんなあまりの衝しよう撃げきに声も出ないようだった。【ストレージ】からレシーバーを取り出し、操縦席のモニカを呼び出す。

「ひと通り動いて見せてくれ。無む茶ちやはするなよ」

『了りよう解かいだゼ、マスター』

　モニカが歩いたり走ったり、剣を抜ぬいて構え、突ついて、振り上あげ、振り下おろし、様々な動きをしてみせる。

「この……フレームギアとやらは、ユーロンでの戦いでは何機ほど投入されたのかの？」

「予備機も含ふくめてざっと二五〇機ですね。フレイズ側が一万三〇〇〇ほどいましたので、なかなか大変でした」

「これが、二五〇……。それだけの兵力を持ってブリュンヒルド陛下は何をなさるつもりかな？」

　先王陛下がこちらに探るような眼めを向けてくる。まあ、なにか野心を持っているのでは、と思われても仕方が無いか。

「信じてもらえないかもしれませんが、これを他国への侵しん略りやくに使う気はありません。もちろんウチに攻せめ込まれたらその限りではありませんが。一番の目的は対フレイズ戦ですから。西方同盟の各国にも、よほどの状況で無ければ貸し出すことはしてませんしね」

「よほどのこととは？」

「出現した巨きよ獣じゆうの討とう伐ばつや、山やま崩くずれなどの災害に対しての救出などですね」

　実際、何度か各国に貸し出したりはしている。人命救助に使うのならなにも問題は無いしな。もちろんレンタル料などは取っていない。あくまで好意からの援えん助じよだからだ。あ、でも巨獣相手に戦ったり、壊こわした場合は材料費を貰もらうけどな。

「仮にだが。我らレスティアも貴国らとの同盟を結べば、こいつを貸してもらえたりはするのかの？」

「それが戦争や非合法の用よう途とで無ければ」

　他国へ貸し出すと解かい析せきされて技術を盗ぬすまれるのではないか、とも言われたが、逆にできるならやってみせてほしい。僕やロゼッタでさえ『工房』の力を借りねば一から製作することができないのに。あの変態博士並みの天才が出てきてくれんもんか。

　分解したりしても、腕や足ぐらいなら作れるかもしれないが、中ちゆう枢すう部ぶは無理だろうし、何よりも燃料であるエーテルリキッドを作ることができないだろう。まあ、戻せないほど分解されたら、二度と貸さないけどな。

「今回ブリュンヒルドにやってきた目的のひとつは貴国と友好関係を結びたいと思ってのことじゃ。同盟に加入するかは国王である倅せがれに一応聞かんといかんが、まず反対はすまい」

「こちらとしても喜ばしいことですが、他の国とも協議してからになりますね」

　まあ、こっちも反対はしないと思うけど。レスティアは騎士王国と言われるだけあって、高潔な精神と国民からの信しん頼らいの厚い国らしいし。……この爺さんを見てるととてもそうは思えないが。

　だけどレスティアが加入したら『西方同盟』という名めい称しようを変えないといかんかな。レスティアは東方だし。うーん。ま、そんなのはあとで考えればいいか。










「せやあぁぁぁぁぁ!!」

「はあぁぁぁぁぁっ!!」

　互いの剣が互いの身体に触れる直前で止まった。ヒルダ姫の木ぼつ剣けんは八重の横腹を。八重の木刀はヒルダ姫の首筋ギリギリで停止していた。見事なまでの相打ちである。

「それまで！」

　審しん判ぱん役やくを買って出た僕の声が地下の訓練場に響く。

　ヒルダ姫がこの国で一番の剣の使い手と戦ってみたいというので、とりあえず八重をぶつけてみた。剣けん術じゆつだけなら山やま県がたのおっさんよりも上だからな。

　この一年、八重にどれだけネット上にある剣術についてのサイトや動画サイトを見せたと思ってるのか。それをスポンジが水を吸収するかのように己おのれの物にし、さらに進化させていったのだ。すでに彼かの女じよの剣術は実家の『九重ここのえ真しん鳴めい流りゆう』とはだいぶ外れた流派になりつつあると思う。

　その八重と引き分けるヒルダ姫もすごい腕うで前まえなのだが。

　互いに剣を下ろし、深く息を吐はく。

「楽しい試合でした。陛下は素す晴ばらしい騎士をお持ちなのですね」

「いや？　拙せつ者しやは騎士団の者ではないでござるよ？」

「え？」

　試合後に八重と握あく手しゆをしたヒルダ姫が首を傾げる。

「拙者は冬夜殿どのの許嫁いいなずけにござる」

「いいなずけ？」

「婚こん約やく者しやってことですよ」

　横から口を挟はさむとヒルダ姫の動きが止まった。あれ？　どうした？

　ギ、ギ、ギ、とぎこちなく首が回り、視線がこちらに向けられる。なんだ？　瞳ひとみの中に光がないぞ……。

「婚約、者、が、おられた、のです、ね？」

「え？　はあ……まあ。あれ、聞いてませんか？　ユミナとルーの時に婚約自体は大々的に発表されてたはずだけど」

「ユミナ？　ルー？」

　誰それ？　という感じで聞き返してくるヒルダ姫。どうやら本当に知らないらしい。まあ、東方までは伝わらないのかもしれないな。

「ベルファストとレグルスの姫でござるよ。二人とも拙者と同じ冬夜殿の婚約者でござる」

「はいぃ!?　さ、三人も婚約者が!?」

「正確には六人いるでござる」

「ろくっ……!?」

　絶句してしまうヒルダ姫。むう。引かれたかな？　さすがに一夫多妻制を容よう認にんしているこの世界でも、大商人や貴族だと二人から三人、稀まれにとんでもない数の奥おくさんがいる王様もいるらしいが、普ふ通つうの王族なら多くても五人くらいらしいからな。

　それ以上いないのは正規の『奥さん』がいないってだけで、お妾めかけさんや愛人ならそれこそかなりの数がいるらしいけど。

　けれどそれは正妻と結けつ婚こんしたあと、少しずつ相手が増えていって、というのが大半だ。僕みたいに結婚相手がすでに複数決まっているというのは珍めずらしいようだ。

「私は……どうすれば……予想外……いや、まだ……」

　なにやらぶつぶつ呟き始めたヒルダ姫の眼前に、僕は手を翳かざす。ダメだ、見えていない。

「そこでお姉ちゃんの登場なのよ！」

「うわっ、びっくりした！」

　背後からいきなり声をかけられ、思わずズザッ、と引き下がってしまった。

　そこには右手を高々と上げて、むふー、と鼻息荒あらく仁に王おう立ちになる花恋姉さんがいた。

　この人（人っていうか神だけど）、瞬間移動とかできるんだろうか？　神なだけあって神しん出しゆつ鬼き没ぼつだよな。

「そこのあなた！　ズバリ、あなたの片かた想おもいのお相手は冬夜君なのね！」

「ふぉあっ!?　にゃっ、にゃに、にゃにお言って、言ってるんでしゅかっ!?　そんな、そんなつもりは！　つもりは！」

　ビシィッ！　と姉さんに指を差されたヒルダ姫が、ボッ、と火がつくように顔を真っ赤にして慌あわてている。え？　なにそれ？　それって……そういうことなの？

　いや、でも……僕らは二回しか会ってないのに……。あ、まさか。

　ヒルダ姫を指で差しながら、いい気になっている姉さんを引っ張り、小声で話す。

「ちょ、ちょっと。まさかなんか変な力を使ってないよね？　惚ほれっぽくするとか、魅み了りよう系けいの力とか」

「しつれーな。そんなの使ってないのよ。初めからあの子の中には冬夜君への恋こい心ごころがあったのよ。しかもあれは初恋。キラキラしてて綺き麗れいなのよ」

　そんなことまでわかるのか。っていうか遅おそくね？　初恋。

　にしても……どうすればいいんだろ、これ？

　もじもじとしているヒルダ姫になんと声をかけたらいいのかわからずにいると、八重が彼女の前に進み出た。ちょっ、修しゆ羅ら場ばとかは勘かん弁べんして下さいよ!?

「ヒルダ殿は冬夜殿を好きなんでござるな？」

「ひえっ!?　いえ、あのっ！　それはですね……。八重さんという婚約者がいるとは思わなかったもので……なんというか……その……すみません……。迷めい惑わくですよね……」

「なんの。拙者もヒルダ殿と同じ立場だったことがあるので、気持ちはよくわかるでござる」

　八重の言葉に俯うつむいていたヒルダ姫が顔を上げる。

「冬夜殿が最初にユミナ殿と婚約したとき、拙者はただの仲間でしかなかった。自分の気持ちを伝えることもなく、胸の奥にしまっていただけ。けれど、冬夜殿とユミナ殿はそんな拙者を受け入れてくれたのでござるよ」

「そうだったんですか……」

「だからヒルダ殿も同じく冬夜殿の婚約者になればいいのでござるよ」

「「はいぃ!?」」

　僕とヒルダ姫の声が被かぶった。ちょっと待った！　なんでそうなる!?　ただでさえこないだスゥを迎むかえたばっかりなのに、七人目とか性急すぎない!?

「ちなみに冬夜殿の婚こん約やく者しや枠わくはあと三つでござる。冬夜殿のお嫁よめさんは九人と決まっているからして」

「九人!?」

　驚きのあまりヒルダ姫の声が上ずっている。それを持ち出すか!?　その話、認めてないぞ、僕は！

「相変わらずモテモテなのよ。お姉ちゃんも鼻が高いのよ」

「あのなあ！」

　横でヒューヒュー言い始めたバカ姉を睨にらむ。完全に面白おもしろがっているだろ！

「つっ、つっ、つまり陛下のお嫁さんになれる人は、あと三人ってことですよね!?　愛人やお妾さんではなく！　なります！　私、七人目になります！」

「ではあとで他のみんなにも紹介するでござる。心強い仲間ができて、拙者、嬉うれしいでござるよ」

「ありがとう、八重さん！」

　ガシィッ、と八重の手を握るヒルダ姫。ちょっと待った、いろいろなんかおかしい！　なんでこっちの人たちは（特に女性！）相手の意見を聞かないんだよ！　僕の意思は無視かい！

　マズい。これはユミナやルーの時と同じ流れだ。このままでは成り行きで……！　んん？　今さら、か？

　こちらの人たちには結婚というのは、好き合っている同士が、というだけではなく、家同士の繋つながりを深めるため、という意味合いも持つ。だからなのか、愛情というものは結婚してから育てればいい、という考えもけっこう浸しん透とうしている。特に上流階級はその傾けい向こうが深い。

　王家ともなればもう極きわめつけにその考えなのかもしれない。もちろん、嫌きらいな相手に嫁とつぎたくはないだろうが。

　目の前で急に展開していく話。どこかで止めなければ、と思っていた僕より先に動いた者がいた。

「話は聞かせてもらったッ！　だが、その結婚、すんなり許すわけにはいかぬ！」

「お祖父様!?」

「また面倒なのが現れた気が……」

　どこからか先王陛下が現れ、「あいや待たれい！」とばかりに手を翳す。歌か舞ぶ伎き役者か、あんたは。

　この流れは「孫が欲しくばワシを倒してからだ！」的な流れですか!?　こっちにはそんな気はないんですけど……。

「騎士王国の姫が嫁ぐからにはそれなりの覚かく悟ごを示してもらおう！　ワシと勝負じゃ！」

　ビンゴー。マジですか……。

　仕方ない、適当に負けるか。今のところ姫を嫁にもらう気はない。かわいいとは思うけど、まだなにも知らないし。

　でも歳をとったとはいえ、ゴールドランクの冒険者だしな……。相手するのは大変かなー。

「この試練を受け、見事ワシを倒してみせよ！　勝負じゃ、ヒルダ！」

「はい！　お祖父様！」




　………………アレ？
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「では冬夜さんとレスティア騎士王国の第一王女、ヒルデガルド姫の婚約に反対の者は挙手を」

　厳おごそかなユミナの声に対し、誰も手を挙げるものはいなかった。

「では満まん場じよう一いつ致ちでヒルデガルド姫を私たちの同志と認めます。共に夫を支え、良き妻、良き母とならんことを願います」

「ありがとうございます！　粉ふん骨こつ砕さい身しん頑がん張ばります！」

　涙なみだを浮うかべながら頭を下げるヒルダ姫に、他の六人の婚こん約やく者しやから拍はく手しゆが送られる。なんだこれ。

　この部屋にいるのは八人。僕ぼくと婚約者のみんな、そしてヒルデガルド姫だった。この通つう称しよう「嫁よめ会議」で、ヒルダ姫の嫁入いりが許可されたらしい。が、なんで当事者の僕が一番外れの席に座すわっているんだろう？

「あのさ、何度も言うけど僕の意思とかそういうのは考こう慮りよされないわけ？」

　少しジト目になってユミナに視線を送る。

「冬夜さんはヒルダ姫を嫌いですか？」

「そんなわけないじゃないか」

「では容姿に不満が？」

「あるわけない。可愛かわいいと思うよ」

「性格は？」

「真ま面じ目めで民たみのために努力を惜おしまない、素す敵てきな人だ」

「では生まれや祖国に問題が？」

「別に含むところはない。ユミナやルーだって王女だしね」

「ではなにも問題はないと思われますが？」

「うぐっ」

　にこにこと笑顔を浮かべながら、ユミナが質問を切り上げる。ヒルダ姫を見ると真っ赤になって俯いていた。確かに断る理由は何も無い……。けれどなんだ？　この「引き下がったら一生頭が上がらない！」という予感は！

　ただでさえ一人に勝てる気がしないのに、七人になったら何も言える気がしない！

　一夫多妻制って妻同士ががっしりとスクラム組んだら夫に勝ち目なんてあるのか!?

「……本当にみんなはそれでいいわけ？」

「よくなきゃさっき手を挙げてるわよ」

「私たちは、冬夜さんを好きでいてくれて、他の婚約者の人たちも家族と認められる人が仲間に相応ふさわしい、と考えています」

　エルゼとリンゼが口を開く。そんなの会ったばかりでわかるのか？　……ってユミナの魔ま眼がんか。なるほど。

　ユミナの魔眼は発動すると、その人の本質の色がオーラのように見えるんだそうだ。心の綺麗な人はキラキラと、なにかやましいことや、悪意を持つ者は濁にごった色というように。

　無意識下の本質まで見抜けるらしいが詳くわしくはわからない。ユミナも色と感覚で判断していると言っていた。

　つまり「なんとなく」なのだ。しかし本質的なものであるため、「悪ぶってるけど実はいい人」や「いい人を演じてるけど実は腹黒」な人も見分けてしまう。そのユミナが太たい鼓こ判ばんを押すのだから、そうなのだろうが……。

「私わたくしはこれはいい機会だと思っています。私わたくしやユミナさんは王女と言っても西方の国です。ですがユーロンがあんなことになった以上、ヒルダさんは東方では最大国家の姫。西方と東方、両方に繋がりを持てば怖こわいものなしですわ」

　ルーがそんな事を口にする。なんか物ぶつ騒そうな感じだな……。

　確かにレスティアと強いパイプがあれば、東方でもなにかと融ゆう通ずうが効くのは確かだが……。

「でもな……」

「はっきりしないのう。冬夜はもっと自信を持てばいい。義姉あね上うえの言うとおり『モテモテ』なのじゃからな！」

「モテモテって……」

「モテモテじゃろう？　ここにいるみんなが冬夜のことを大好きじゃぞ？」

　まっすぐなスゥの言葉に顔が赤くなる。ヤバイ！　嬉しいやら恥ずかしいやら！

　むううううう……。あんまり流されてこういうことを決めたくないんだが……。

　ちら、とヒルダ姫ひめの方を見ると、不安そうに僕を見つめる視線とぶつかった。そんな泣きそうな顔をしないでほしい。

「……わかったよ。みんながそれでいいなら」

　わっ、みんながヒルダ姫のところに集まり、祝福の言葉を贈おくる。きゃっきゃ、うふふという光景を見て、やはり彼女たちに勝てる気がまったくしない。将来に一いち抹まつの不安を感じる。

「それでヒルダ姫。先王陛下との勝負だけど……」

「どうかヒルダ、と。これより私はあなたの婚約者であり、第一の騎士なのですから」

　ヒルダ姫、もといヒルダが微笑ほほえみながら僕に視線を向ける。その誇ほこらしげな表情にちょっとドキッとしたのは内ない緒しよにしとこう。

「わかったよ。ヒルダ。で、先王陛下との勝負だけど、勝算はあるのか？」

「正直、難しいと思います。お祖父様と戦って勝ちを拾える確率は一割くらいかと……」

　低いな。やっぱりあの爺さん、かなりの強さなのか。でも一割とはいえ、全く勝てないわけじゃないんだよな。

「いえ、それも実力から奪うばった勝ちではなく、たまたまあちらの不運とこちらの幸運が重なっただけという……」

「要するに偶ぐう然ぜんということじゃな」

「はい……」

　ズバッと言うんじゃない、スゥ。見ろ、落ち込んじゃったじゃないか。

　でも、逆にそれだけの差があれば、相手が油断することもあるんじゃないかと思う。爺さんが舐なめきってかかってきてくれれば、そこにつけ込んで勝ちを拾えるかもしれないし。

　試合は確か武器は剣けん、魔ま法ほう無しの身体能力のみを使った戦いだったな。

「冬夜殿、なんとかならないでござるか？」

「うーん、刃は先さきに目つぶし用の粉を仕し掛かけるとか、柄つかに爆ばく薬やくを仕掛けとくとか？　武器防具に補助系の魔法をしこたま【エンチャント】しとくか？」

「そ、そういう勝ち方はちょっと……騎き士し道どう精神に反しますよぉ」

　だろうね。まあいくらでも方法はあるけどさ。要は直接相手に魔法を使わなけりゃいいんだろ。くっくっく。

「また悪い顔をしてるでござるよ……」

「なんかズルい手を思いついたんでしょ。ある意味安心じゃない」

「頼たのもしいような、そうでないような……」

　勝手なこと言うない。そんなに卑ひ怯きようなことを考えてはいないぞ。

　今回は。
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　試合が開始されたと同時に、踏ふみ込んだ先王の攻こう撃げきがヒルダを追おい詰つめていく。防戦一方だが、なんとか襲おそい来る木剣を躱かわし、捌さばき、流して、堪たえていた。

「どうした！　お前の公王陛下への想おもいはそんなものか！」

「……私は冬夜様を信じております。冬夜様の言うとおりに動けば、必ずや勝利を掴つかめると！」

「言うたな？　ではやってみせよ！」

　さらに攻撃の手を速め、連打の嵐あらしを孫まご娘むすめに叩たたきつけていく。次し第だいにヒルダの防ぼう御ぎよが崩くずされていった。木こ盾だてで受け止めてもその衝撃は腕うでに来る。それが蓄ちく積せきされれば動きが鈍にぶってくるのは当然だ。

　地下の訓練場には、観客は僕と婚約者のみんなのみ。護衛の人らは外で待ってもらっている。

　ヒルダにはなるべく防御に努め、相手の隙すきを決して見み逃のがさないように、と言っておいた。狙ねらうは一発逆転。相手の隙を突いて、一いち撃げきで終わりにする。

　ヒルダが木剣を盾で押しのけ、距きよ離りをとる。かなりの体力を使っているのだろう。すでに息が上がっていた。

　対する爺さんの方は余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった風で、薄うすい笑みを浮かべている。

「むう……。強いでござるな。騎き士しの剣でありながら、荒あら々あらしい実戦の激しさも感じるでござる。ヒルダ殿が柔じゆうとすればまさに剛ごう。技わざというよりゴリ押しの剣でござるな……」

「でもなんとか堪えてるじゃない？　けっこういい勝負に持ち込めてると思うけど」

「それは完全に防御に徹てつしているからですわ。ですが、あの状態からは勝てません。やがては崩され、倒されるでしょう」

　八重、エルゼ、ルーと、ウチの武ぶ闘とう派は三人衆が試合を分ぶん析せきする。しかしルーも逞たくましくなったなあ……。クーデターの時に襲われて震ふるえていたのが嘘うそのようだ。まあ、あのときはあまりのことに動転していたってのもあるだろうけど。

　戦せん闘とう能力は八重やエルゼに一歩及およばないが、それでも今じゃかなりの腕だ。八重や僕の戦い方が混ざってしまっているので、かなり我が流りゆうになってしまったけど。

「そろそろかな。なんとか相手の一いつ瞬しゆんの隙を逃のがさないでほしいけど」

「でも先王陛下が隙なんて作りますかね。いくら格下で孫娘が相手と言っても……」

「作るんじゃない。作らせるのさ。僕が、ね」

　え？　という顔をしたユミナを置いて魔ま力りよくを集中する。幸い手ごろな動画はネットに転がっていたから、そんなに難しいことじゃない。

　とどめとばかりにヒルダに向かい、駆かけ出だした先王。今だ！

　ヒルダの二メートルほど背後に【ミラージュ】で作り上げた動画の幻げん影えいを流す。

「ッ!?」

　先王陛下の目が見開かれ、一瞬、動きが止まる。なにが起こったかわかっていないが、その隙をずっと待ち構えていたヒルダは、全力の木剣を先王陛下の身体からだへと打ち込んだ。

「ぐふうっ!?」

　真しん剣けんなら上半身と下半身が真っ二つになっていただろう。そのまま先王陛下がゆっくりと地面に倒たおれこんだ。よし！

「……冬夜さん」

「なに？」

「あのヒルダさんの背後に一瞬だけ見えた、紐ひものような水着を着た女性は誰だれです？」

　僕のスマホの画面ではマイクロビキニを着たグラビアのお姉さんが扇せん情じよう的てきなポーズをとっていた。誰と言われても知らないが、かなり際きわどい水着なのは間違いない。小麦色の肌はだに魅み惑わくの瞳、スタイルもボン、キュッ、ボンッといった大だい迫はく力りよくボディだ。

「勝った！　勝ちましたよ！　冬夜様！　私、やりました！」

　喜びはしゃぐヒルダに手を振ふって返す。他のみんなも笑え顔がおを浮かべて拍手を送っているが、小さくぼそりぼそりとつぶやいていた。

「ああも容易たやすく隙をつくるとは……」

「男ってのは……」

「……イラッとするね。お姉ちゃん」

「随ずい分ぶんと胸が大きかったですわね……」

「ああいう水着が好みなんですか……？　冬夜さん？」

「あれ？　冬夜、どこへいく？」

　スゥ以外全員目が笑っていない。これ以上ここにいられるか！　三十六計なんとやらだ！

　観客席から訓練場に飛び降り、よくやった！　とばかりにヒルダの方に近づいていく。後ろから冷たい視線が突き刺ささるが、振り向むいちゃダメだ。

「冬夜様！　勝ちました！　これで私も冬夜様と添そい遂とげることができます！」

　なぜ祖父が隙を作ったか、そんなことは気にも留めず喜ぶヒルダの横で、蹲うずくまっている先王陛下が小さい声で呻うめく。

「よくぞワシを倒した……。しかし第二、第三のワシがお前たち二人の前に立たち塞ふさがり、さらなる試練を……」

「どこの魔ま王おうですか」

　先王陛下に回復魔法をかける。本当にこの人、騎士王国の国王だったのか？　ああ、そういや婿むこ養よう子しだとか言ってたか。騎士っぽくないもんなあ。

　回復したのか先王陛下はすっくと立ち上がると、ヒルダの方に視線を向けた。

「己の未熟さを痛感したの。負けは負け。お前の覚悟、とくと見定めた。結婚を許そう。倅せがれにも文句は言わせぬ。今よりお前はレスティアではなく、ブリュンヒルドの騎士となれ」

「お祖じ父い様さま……」

「冬夜殿、剣しか振るえぬ孫娘ですが、末長くよろしくお願いいたします」

「……わかりました。ご安心を」

　そう言って頭を下げる先王陛下。

「……で、じゃな。さっきの水着の娘むすめさんはどこの誰かの!?　もう一度！　もう一度だけあの姿をこの目に焼き付けたいんじゃが！」

「水着？」

「あー……。先王陛下。ここではなんですので、別室でよろしいでしょうか？」

「おお、そうじゃな！　ヒルダ、お前は他の方々から、いろいろな心構えを聞いておくがいい。では行こうかな！　冬夜殿！」

　グイグイと僕を引っ張っていく先王陛下。隙を作る原因になった幻影に対して文句も言わないのか。ひょっとしてこの人、初めから負けるつもりだったんじゃないかと、ちょっと思った。

　そのあと先王陛下に拝おがみ倒されて、そういった系のグラビアアイドルの映像を【ドローイング】で何枚も転写させられた。どっから来るんだ、そのエロパワー……。

　疲つかれ果はてて部屋に戻もどると、スゥとヒルダ以外のみんなが待ち構えていて、いろいろ問とい詰められた。要約すると、僕の女性の好みに関してあれこれ聞かれた。胸が大きい方がいいのか、スタイルはすらりと細い方が好みなのか、ああいったエロティックさが好きなのか、とか。

　しまいには全員あのマイクロビキニを着る！　とか言いだしたので、土下座して勘弁してもらった。さすがにそんなことはさせられないし、刺し激げきが強すぎる。

　…………惜しかった、か？




◇　◇　◇




　数日後、レスティアの人たち全員を連れて【ゲート】を開き、騎士王国へと転移した。

　王城へと案内され、先王陛下とヒルダの計らいで国王陛下である騎士王、レイド・ユナス・レスティア陛下、加えてその家族と応接室で対面する。先王陛下が保証してはくれたけど、一応筋は通しておかないとな。

　あまりにも早さつ急きゆうだと思ったが、常識を求めるのは今さらか、と思い直した。あの先王陛下と僕は似た者同士なのかもしれない。……僕もあんなエロジジイになるのだろうか……？

「ふー……。父上の突拍ぴよう子しの無さは今さらですが、今回はまた極めつけですな。まあ、ヒルダの結婚自体は何も反対はしませんよ。渡わたりに船というか、ヒルダのようなじゃじゃ馬を乗りこなせるのは、公王陛下のような方が相応しいと思いますしね」

「わたくしもそう思いますわ。良かったわね、ヒルダ。幸せになるのですよ」

「おめでとうヒルダ。公王陛下、妹をよろしくお願いいたします」

　おおう……。まともだ。王様も王妃様も王子様も。あんな爺じいさんだから、変人ばかりじゃないかと身構えていたが、いたって普通の家族だった。

　いや、あんな爺さんだからこそ、まともに育ったのか……？　反面教師として。

　三人とも柔和そうで、人の良さが窺うかがえる。国王陛下は五十くらいか？　短い髭や濃い茶ちや髪ぱつに白しら髪がが交じり始めているが、それがまたロマンスグレーさを感じる。若い頃ころモテたんだろうなあ。

　エステル王妃様は四十半ばかな。ぽわぽわしてどこかウチのセシルさんに感じが似ている。いいとこのお嬢様がそのまま歳としを取ったってところか。優やさしいお母さんって感じだ。

　ヒルダの兄、ラインハルト王子に至っては、まさに王子様ってところか。歳は二十五くらいで、ヒルダと同じ金きん髪ぱつなのは母親譲りなんだろうな。くそう、男前だな……。すでに婚約者もいるらしい。民に優しく、剣に強く、頭も切れる。次期国王陛下は完璧すぎないか!?

「父上、母上、兄上……。私、必ず幸せになります！」

　ヒルダが大粒の涙を流し、母親の胸に飛び込んだ。いいシーンなんだけど、当事者としてはちょっといたたまれない。なんか仲良し家族を引き裂いているような錯覚を抱いてしまう。

「で、じゃの。事を早急に進めたのには実はわけがあってな。近々、倅せがれが王位をラインハルトに譲り、退位しようと思ってるのじゃ。が、その式典で使う宝剣に少し問題が起きての」

「宝剣……ですか」

「王家に古くから伝わる聖剣です。聖剣レスティア。国名を与あたえられた、我わが国くにの象徴とも言える剣です」

　ヒルダの説明に耳を傾けていると、一人の騎士が部屋に入ってきて、恭うやうやしく封印の施ほどこされた長い箱を国王に手渡し去っていった。

　騎士王がなにやら短い呪じゆ文もんを唱えるとカチッとなにかが外れる音がして、蓋ふたの封印が解ける。プシュッと空気が入り込むような音がした。完全密閉の封印箱か。開かれたその中には一本の剣が収められていた。

　金と銀の装そう飾しよくで彩られた美しい剣だ。少し幅はば広ひろのブロードソードだな。横に収められている鞘さやも見事な装飾が浮かんでいて、まさに『王者の剣』といったところか。

「しかしこれは……」

　僕が眉まゆを顰ひそめた理由。それはそんな素晴らしい剣が中ほどでポキリと折れていることだ。これでは全すべてが台無しだ。

「この聖剣レスティアはよほどのことが無い限り、封印を解くことはない。王位継承の儀式や、国をあげての戦いの時とかじゃ。最近では三年前のヒルダの騎士叙勲式典で使われたのが最後じゃった」

「ラインハルトに王位を譲ることを決め、その式典の準備のために久しぶりに封印を解いてみたら、この有様だ。なぜ折れたのかわからぬ。わからぬが、これでは式典が行えぬ。最悪レスティアに似せた紛まがい物でやるしかないと残念に思っていたところ、ヒルダから公王陛下の話を聞いての」

　騎士王が腰こしの剣を手に取る。あ、僕がヒルダにあげた剣だ。

「このような素晴らしい剣を自ら作る方ならば、レスティアの修復もできるのではないか。そう思い、ブリュンヒルドへワシが出向いたわけじゃよ。まあ、それもついでで、ワシの興味はお前さんにあったがの。ヒルダが夢中になる男がどれほどの者か、見み極きわめてやろう、とな」

「お、お祖父様!?」

「ここ数ヶか月げつ、口を開けば公王陛下のことばかり、いただいた剣を眺ながめてはため息をつき、旅の商人や吟ぎん遊ゆう詩人にはブリュンヒルドのことを根掘り葉掘り聞いて一喜一憂、あんな姿を見ていれば僕だって気がつくよ」

「あ、ああ、兄上まで!?」

　あたふたと狼ろう狽ばいするヒルダを横目に、目の前の聖剣に注目する。ふむ……かなり古いものっぽいが……。刀身の真ん中に古代文字が刻まれているな。柄には水すい晶しようのような宝玉が嵌め込まれている。

「手にしても？」

「構わんよ」

　折れた柄の方を手に取り、矯ためつ眇すがめつ確かく認にんする。微び妙みような魔力の残ざん滓しを感じるな。

「これってなにか特殊な付ふ与よ効果がありませんでしたか？」

「さすがじゃな。見ただけでそれを見み抜ぬくか。確かに持つ者に回復の効果を与える力を持っておった。その剣を持っていると、多少の傷ならすぐ治り、重症でも少しずつではあるが、回復していくのじゃ」

　なるほど。【ヒーリング】の効果が付与されてたわけか。しかしそれも失われている。というか、発動できなくなっているんだな。

「国一番の鍛か冶じ職人も匙さじを投げておった。まず、この剣の材質自体見たことが無いと言っておったしの。回復の効果も無くなり、もうどうしようもないかと思っておったんじゃが……」

「ここの古代文字はなんて刻まれてるんでしょうね？」

「さあの。王家にはなにも伝わっとらん。古代パルテノ語のようじゃが」

　そうなのか。じゃあちょっと確認してみるか。

「【リーディング／古代パルテノ語】」

　無属性魔法【リーディング】。どんな言語か判別していれば、自動で翻訳してくれる便利な魔法……だ……。

「にゃろう……」

　がっくりと肩かたを落とす。力が抜けた。この文字はいわゆるサインだ。製作者が刻み込む、自分の作品だという証明の。【リーディング】で読めた文字。そこにはこう刻まれていた。




『レジーナ・バビロン作』




　なんというか、もう……。あの博士、こんなのにも手を出してたのか？　これも縁えんなのかねえ。今さらだけど。

「どうしました、冬夜様？」

「いや……この剣なんだけど……。どうもフレームギアを作った人の作品らしいんだよね……」

「なんと……！」

　先王陛下が目を見張る。僕だってこんなとこで目にするとは思わなかったよ。これホントに『聖剣』か？　『性剣』とかじゃないのか？

「たぶん五千年以上は経たっていると思うから、魔力が枯こ渇かつしたんじゃないかなあ。ずっと封印してたんですよね？　たぶん魔力を大気から吸収できずにだんだんと傷いたんでいったんじゃないかと……」

　たぶん、状態保存する魔力が切れたところで、小さな傷かなんかから一気にヒビが入ったんじゃないかな。国の式典のわずかな時間しか大気に触さわれないんじゃ、そんなに魔力を吸収もできないだろうし。そりゃあいつかは尽きるわな。
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　動物だって餌えさをもらえなきゃだんだんと痩やせて死んでしまうのと同じだ。

「五千年？　し、しかし、この剣は我が王家の始祖が使っていたもの。そんなに経っているとは思えんが……」

「レスティアって建国されたのは何年前でしたっけ？」

「約三〇〇年ほど前ですね。正確にはまだ二九一年ですけど。聖剣を手にし、その力でここらの争いを終わらせて、騎士王国を建国したと伝えられています」

　…………わかってしまった。王子の説明を聞いて、ある仮説が僕の脳裏に浮かんだ。いや、仮説どころか確信に近い。なぜなら同じ状じよう況きように何度も出会っているから！

　絶対にこれ、『蔵くら』から落ちたモノだ。そんで、それをここの始祖である騎士が拾ったんだな。で、その力でこの国を作ったと……。考えてみるとなんか凄いな……。

『蔵』のドジさ加減には迷惑をかけられっぱなしだったが、今回のはいい方向に転んだ例か。結局、どんな素す晴ばらしいアイテムも使い方次第ってことなのかなあ。

「まあ、そこまでわかれば直せますよ。問題無いです。前と同じ付与も付けられますし」

　聖剣に【モデリング】をかけ、刀身を一体化していく。この段階で以前の魔ま力りよく付ふ与よは無くなったが、新たに回復の付与を追加するので問題はない。魔ま力りよく蓄ちく積せき量りようも多少多めに作っておこう。多分もう封印の箱に入れなければ大だい丈じよう夫ぶだと思うけど。

「おお……！」

「っと、完成です。これで元通りですよ」

「ありがたい。これで式典も滞りなく進められる。感謝しますぞ！」

　国王陛下は聖剣を右手に取ると、その剣で、軽く左腕を切った。赤い切り傷がついたが、たちまちその傷が塞がり、回復してゆく。

「確かに元通りだ。しかも以前より治るのが早くなっている気がする」

　あれ？　ひょっとして一段階上の回復魔法を付与したか？　そうなってくると魔力の枯渇も早くなるんだが……。まあ、回復量は多いにこしたことはないと思うが。

　普段は大気から魔力を吸収し、ある程度剣に蓄積されている。その魔力を使って持ち主を回復させたり、自己の状態保存に使用するのだが、当然、使えば魔力は減る。

　減った分を大気中の魔力を吸収して回復させるのだが、ゆっくりと蓄積される大気吸収ではそんなに急激に魔力は溜たまらない。溜まったぶんを使い切ってしまえば回復効果もなくなってしまう。

【キュアヒール】なら十回回復できるのに、【メガヒール】の五回しか回復できない状態にしてしまったかもしれない、と思ったのだ。一応魔力蓄積量は多くしたから以前の物よりは持つと思うけど。

　まあ、以前の聖剣も万能ではなかったようだし問題ないだろ。無限回復なんかあり得ないし。

　一瞬、自分なら作れそうな気もしたが、やっぱり無理かな。最悪あの『不死の宝玉』のようにアンデッド紛いの状態になりかねない。そのアイテムの方に命を預けるようになってしまっては人間として終わりだ。

「以前の物とは多少の違いはあるでしょうが……」

「いや、充じゆう分ぶんです。感謝しますぞ」

　国王陛下は聖剣を鞘に納め、今度は箱に戻そうとはしなかった。別にそこまでしなくても、一年に一回、丸一日ほど大気に晒せば、もう折れることもないと説明する。では毎年の建国の日には封印を解くことにすると言っていた。

　それから僕からも新国王の即位を祝って、一本の晶しよう剣けんを贈ることにした。先王陛下、国王陛下、ヒルダと、三人にはあげたのだが、あの時は王子がいるとは思っていなかったので。

　デザインは聖剣と同じにする。軽くて斬きれ味がよく、決して折れず、頑がん丈じよう。完全に戦闘用の剣である。斬れ過ぎて、同じ晶剣でなければ試合もできない不便さもあるが。打ち合うと間ま違ちがいなく相手の剣が折れるからな。

「いや、素晴らしい。実は羨ましかったんですよ。みんなが持ってる水晶の剣が。しかし、これはそれ以上です。何よりの祝いの品ですよ」

　喜んでくれてよかった。この人も義理の兄になるわけだし、これくらいはな。

　数日後、新たなレスティア騎士王国の国王が誕生した。その式典の中で、第一王女、ヒルデガルド姫とブリュンヒルド公王である僕の婚こん約やくも発表され、ヒルダは名実共に僕の婚約者となった。







幕間劇　恋心色々







「……ルダ。ヒルダ？　ヒルダ！」

「はわっ!?」

　意識の中へと突とつ然ぜん飛び込んできた兄の声に、レスティア騎き士し王国の第一王女、ヒルデガルド――――ヒルダはすっとんきょうな声を上げてしまった。

「な、な、な、なんですか、兄上。いきなり！」

「いきなりじゃないよ。何度も呼んでたろ？　さっきから心ここに在らずといった感じで、全然集中できていないじゃないか。僕の即位になにか不満があるのかい？」

「そ、そんなことは！　ちょっと考えごとをしていただけで！」

　ヒルダの兄、ラインハルトにヒルダが慌てながらそう答えると、会議室はちょっとした笑いに包まれた。

　ここはレスティア騎士王国、その象徴たる騎士団の会議室である。

　現在、騎士団は第一から第十二までの小団に分かれており、ヒルダは第三騎士小団の小団長を務めていた。ちなみに兄であるラインハルトは第一騎士小団の小団長を務めている。

　レスティアでは騎士団長は国王が務めることになっている。これは国王たる者は戦いの先頭に立ち、人々を守り、導かねばならないという初代国王の言葉によるものだ。

　そして現在、その団長の地位にあるのはラインハルト、ヒルダ両名の父である現国王、レイド・ユナス・レスティアであるのだが、彼かれは近く退位することになっていた。

　そして、その地位を王子であるラインハルトが継ぐ。

　つまり、新たなレスティア騎士団長にラインハルトが就くことになったのだ。

　今日はそれによる第一騎士小団の新たな小団長の選考会議であった。

「何かに夢中になるのはお前のいいところでもあり、悪いところでもある。が、こういった場にそれを持ち込むのは感心しないな。きちんと切きり替かえるように」

「もう……わかっていますわ」

「ま、何を考えていたかまでは詮せん索さくしないがね」

　しれっとした顔でラインハルトは手元の新たな小団長候補のリストに目を戻す。

　ヒルダは心で思っていたことを見抜かれたような気がして、少し恥はずかしくなった。

　小さな咳払ばらいをし、冷静さを装いながら兄と同じように目の前の候補者リストに目を向ける。

　しばらくは真面目に他の小団長が推薦する者の話を聞いていたが、無意識に、ちらっとヒルダは己の腰にある剣に目をやってしまう。

　この国に三本しかない水晶の剣。残りは祖父と父が持っている。怖おそろしいほどに切れるその剣は、神しん剣けん魔ま剣けんの類たぐいと言われても納なつ得とくしてしまうほどだ。レスティア騎士王国王家に代々受うけ継つがれてきた聖剣レスティアでさえこの剣の前では霞かすんでしまう。

　ヒルダの脳裏にあの時のことが鮮明に蘇る。剣も魔法も通じぬ怪物に襲われ、絶望に囚われそうになったあの時、颯さつ爽そうと現れた白いコートの少年を。

　その時のことを思い出すと今でも胸の奥おくが熱くなる。

　最初は助けられたという安あん堵ど感かんがあった。彼が去ってから、自分の弱さに対する情けないという感情が生まれ、それを払拭するためにもっと強くなりたいと思った。と、同時に自分を助けてくれた少年がどういった人物なのか興味を持った。

　城へ帰る途中、出会った旅の商人にブリュンヒルド公王の話を聞くことができたのは僥ぎよう倖こうだったと思う。

　強さだけではない、その人となりを聞き、ヒルダはさらに少年に興味を持った。

　竜りゆう殺し、ゴーレム退治、クーデター鎮圧と、やはり武威ばかりが目立つが、それだけではなく、竜に襲われたミスミドの村の復興に竜の素材を提供したり、庶民でも手軽に本を読めるような施設を造ったりと、その活躍は多た岐きに亘わたると聞く。

　ヒルダの中にはすでに少年に対して憧れに近い感情が芽生え始めていた。

「……ルダ。ヒルダ？　ヒルダ！」

「はわっ!?」

　再び兄の声により思考の海から引き上げられる。さすがに二度目ともなると、兄の顔にも呆あきれた感情が浮うかんだ。

「すみません……」

　ヒルダは小さくなりながら、残りの会議を居心地悪く過ごした。










「はぁー……。やっちゃったなぁ……」

　最近こんな状態が続いている。どうも調子が出ない。

　いや、原因はヒルダにもわかってはいるのだが、どうすればいいかさっぱりわからない。

「きゃ――――ッ!?」

「ホッホッホ」

「あ、お祖父様だ」

　この城で女性の悲鳴が聞こえたら八割は先王である、ギャレン・ユナス・レスティアの仕し業わざだ。悲鳴の出どころはおそらく先日入った新入りのメイドだろうとヒルダは推察した。

　予想通り、廊ろう下かの向こうから杖つえをつきながら祖父である先王ギャレンがやってきた。杖なんか必要ないほど元気なのに、この祖父はそういった形にこだわるクセがあった。

「おお、ヒルダ。今日はまた一段と落ち込んだ顔をしておるのう」

「放っておいて下さいよ……」

　年がら年中悩み無しのお祖父様とは違ちがって、こっちは悩むことが多いんです、とはギリギリで口に出さずにおいた。ヒルダとて、やつ当たりはしたくない。

　無む駄だに陽気で明るいこの祖父に付き合う気力もなかった彼かの女じよは、その横をふらふらと通り過ぎる。

「これ、ちょっと待て。実はついさっき冒ぼう険けん者しやギルドから文ふみが届いてな」

「冒険者ギルドから……？」

　祖父はこの世界で二人しかいない、最高位である金ランクの元冒険者だ。冒険者ギルドとは太いパイプで繋がっており、その情報もある程度手に入れることができた。

「驚おどろくでないぞ。――――ユーロンが壊かい滅めつした」

「えっ!?　ユーロンが!?」

　ヒルダが大きな声を上げる。驚くな、と言われてもこれを驚かずにいられようか。

　天てん帝てい国こくユーロン。東方大陸において、レスティアと肩を並べる大国である。

　ヒルダはこのユーロンという国をあまり好きではなかった。

　その理由として、ユーロン人の商人はまず人を騙だまそうする。騙された方が間抜けで悪いという考え方をする者が多いのだ。

　また、彼らは平気でその場逃れの嘘うそをつく。レスティアに来てまで罪を犯したユーロン人を捕つかまえると、まず自分は悪くないと言う。

　例えば盗ぬすみをした者を捕らえれば、盗まれるように店員に仕向けられたと言う。相手が加害者で自分が被ひ害がい者しやのように振る舞う。それも自分勝手な屁へ理り屈くつを並べ、おかしいのは向こうだと大声でのたまう。その身勝手さに呆れるばかりだった。

　そしてその本国は商人たちの行こう為いを知りながら罰しようとはしない。知らぬ存ぜぬで通そうとする。商人に賄わい賂ろをもらっている役人があまりにも多過ぎるのだ。それを悪いことと思ってもいない。

　周りもやっている。なにが悪い。他人がうまくやっているから自分もやる。自分だけ損するのは許せない、というわけだ。

　だからレスティアはユーロンの商人とは国家ぐるみで取り引きはしない。どんなにうまい話があっても断るようにしている。

　信用ならぬ国、それが天帝国ユーロンであった。

　そのユーロンが壊滅したという。ユーロンは一応軍事国家だ。その数の武力にまかせた戦いで、ここ百年ほどの間に近きん隣りんの小国を潰つぶしてきた。

　その戦い方は手段を選ばず、暗殺、裏切り、騙し討ち、なんでもありの戦いだった。そういったところも正々堂々を尊ぶレスティアの人々には受け入れられない面である。

「どこの国に攻せめられたのですか？　まさか魔王国ゼノアスが……」

「いや、違う。国によって滅ほろぼされたのではない。お前も知っておろう。例の『フレイズ』という魔ま物ものにじゃ」

「フレイズ……ッ！」

　忘れもしない、あの水晶の怪物。自分が無力だと屈辱を与えられたあの魔物を。

「そのフレイズが何千という群れとなってユーロンを襲ったらしい。中には城のように大きなフレイズも現れ、そやつの吐はき出した妖しき光によって、帝てい都とシェンハイは消え去ったという話じゃ」

「なんてこと……！」

「で、じゃ。ここからが重要なんじゃが、そのユーロンを壊滅させたフレイズの群れを殲せん滅めつした者がおる。ブリュンヒルド公国の公王じゃ。なんでも古代文明時代の遺産、巨きよ人じん兵へいのアーティファクトを復活させ、フレイズを全ぜん滅めつさせたらしい」

「えっ!?」

　ヒルダは先ほどよりも大きな声を上げた。今現在、彼女の心の中を大きく占めている人物の名が出たのだからこれは仕方がない。

　ヒルダは祖父から詳くわしい話を聞いた。ブリュンヒルドの公王は友好的な関係を持つ他の国々と協力し、一いつ致ち団結してフレイズを倒したという。

　さらにユーロンに対してなにも見返りを求めず、その領地を奪うばったりもしなかったらしい。

　さすが公王陛下。若くして一国を背せ負おうだけのことはある、とヒルダは感心したが、どうも大人は違った見解であるらしい。

「個人でこれほどの力を持つとは、正直恐おそろしいことじゃ。公王がその気になれば、国の一つや二つ、本当に滅ぼしてしまえるじゃろう。このレスティアでもな。――――ヒルダ。お前は公王本人に会って、どのような印象を受けた？」

　ギャレンがヒルダに視線を向けてくる。躊躇ためらいつつも、ヒルダは正直に自分が感じたままを語った。

「……礼儀正しく、真まっ直すぐな心根の持ち主だと感じました。困っている人々のために手を差し伸べることを躊躇ためらわない……いえ、それが当然であるかのように考えているような……。私の勝手な推測でしかありませんが」

「ふむ……」

　会ったのは一度きり。話した会話もわずか数分。それだけで相手の何がわかるというのだろう。ヒルダは口にした言葉が、自分がそうあってほしいという願望であることに気がついた。

「レスティアとしては、果たしてこの公王とどのような関係を結べばいいのか全くわからぬ。ユーロンでのこのフレイズ来襲は公王本人の仕業で、自作自演をしているにすぎないとの話もある。公王が水晶の怪物を召しよう喚かんするところを見た、と言っている者もいるらしい」

「そんな馬ば鹿かな！　嘘に決まっています！　ユーロンのいつもの手じゃないですか！」

「ふむ、ワシもそんなところではないかと睨んでおる。自分たちを公国による被害者だと訴え、賠償金やら巨人兵やらを寄越せとでも言う気なんだろうて。相変わらずあの国はゆすりたかりと変わらんな」

　ギャレン先王が白い髭を撫でながらつぶやく。レスティアも同じようなことをされた過去がある。事もあろうにレスティア王家に伝わる聖せい剣けんを、五百年前にユーロンから盗まれたものだと言い出したのだ。むろん、レスティアは相手にもしなかったが。

「いずれにせよ、レスティアとしての方針を決めねばならぬ。と、いうわけでな。ワシがブリュンヒルドに出向くことにした。直じかに公王本人に会い、その本心を見極めてこようと思う」

「ええええええええっ!?」

　ヒルダが目を見開く。彼女の驚きの理由は、まさかレスティアの先王である祖父が、自らブリュンヒルドへ出向くとは、といったことではもちろんなく、ただひたすら『なにそれ、自分だけズルい！』という身勝手な思いであった。

「私も行きます！」

「え？　いやしかし」

「私も行くんです！　お父様に話してきます！」

　ギャレンの返事も聞かず、ヒルダは国王である父の元へと走り始めた。




◇　◇　◇




「……で、強ごう引いんに先王様についてきたというわけでござるか？」

「はあ、まあ……。そういうわけです」

　八や重えの言葉に苦笑いをしながらヒルダはお茶を飲んだ。

　今日は新たに婚こん約やく者しやとなったヒルダと親睦を深めるためと、城のテラスでお茶会が開かれていた。

　もちろんヒルダ以外の出席者は、ユミナ、エルゼ、リンゼ、八重、ルー、スゥの六人である。婚約者である冬とう夜やはこの場にはいない。

　こういった女子のみの集まりはかなりの頻度で行われる。親睦を深めるためでもあるが、お互たがいの状況とか、また冬夜に関しての各々の視点から気付いたことなどの報告会でもあった。

『冬夜さんは放っておくと、変な方向に暴走しますから』

　とはユミナの弁。

「にしてもこっちに来ちゃってよかったの？　さっきの話だとレスティアの騎士団で役職持ってたんじゃ……」

「あ、それは大丈夫です。兄上の後釜を決めるときに漏れた候補者を私の後釜にしてきたので」

　微笑ほほえみながらヒルダがエルゼの疑問に答える。もはや彼女はレスティアの騎き士しではなく、ブリュンヒルド、いや、冬夜の騎士になると心に決めていた。

「いいのう。ヒルダはこっちに住めて。わらわもこっちに住みたいのじゃが……」

　膝ひざの上に座すわる琥こ珀はくをいじりながらスゥが口を尖らせる。そのような態度を見せる従姉妹いとこにユミナが諭すように話しかけた。

「スゥがいなくなったら叔父おじ様たちが悲しむわ。もう少しだけ一いつ緒しよにいてあげて。それにいつでもこっちに来られるでしょう？」

「それはそうなんじゃが……向こうにいると、どうしても冬夜のことを考えてしまってのう。ユミナ姉様たちがいるから大丈夫だとは思うのじゃが、なんか心配じゃ。冬夜はどこか抜けておるからのう」

　酷ひどい言われようだ、と全員思ったが、ヒルダを抜いた皆みなが深々と頷いたのも事実である。

　少しでも目を離はなすとなにをしでかすかわからない。いつの間にか変わった知己を得ていたり、なにやらとんでもないことに巻き込まれていたり、わけのわからぬものを造っていたりする。

　その結果、大きな被ひ害がいになるようなことはなくても、毎回驚かされるのは心臓に悪い。

「いつだったか、なんか服を洗う変な箱を造ってたわよね？」

「ああ……『洗濯機』、かな？　洗った服がボロボロになっちゃった、けど」

　エルゼとリンゼがかつて冬夜が造った珍品の話をする。本人曰く、風かぜ魔ま法ほうによる回転の強弱を間違った上に、魔ま力りよくの刃やいばまで発生させてしまったのが失敗らしいが。

「こないだは『どらいや』とかいう髪を乾かす道具とやらを造ってましたわ。明らかに失敗作でしたけど……」

「竜のごとく火を吐いてござったな……」

　ルーの言葉に八重がため息をつく。本人がいたならば、これも風魔法と火魔法のバランスが難しいためと言い訳をしたであろう。

「ああいった思い付きはどこから出てくるのかしらね」

「まあ、冬夜さんですから」

　ユミナが返したその一言で済ませてしまうのもどうかと思いながら、なんとなく納得してしまうエルゼであった。

　おそらくヒルダ以外はみんな同じように感じていることだろう。

「その、新入りとしていろいろと皆さんにお話を聞かせてもらいたいのですが……」

「いいわよ。なに？」

　かしこまったヒルダに軽く答えながら、エルゼがテーブルの上にあったポテトチップスに手を伸ばす。この会はヒルダの歓迎会も兼かねている。皆、答えられる質問には答えるつもりであった。

「冬夜様のご両親はどういったお方なのでしょう？　婚約者となったからには、私わたくしもご挨あい拶さつを……」

「あー……それね。実は私たちも会ったことないのよ」

「え？　ひ、ひょっとしてもうお亡くなりに……？」

「そうではないと思います、けど……。冬夜さん、あまり家族のお話をしたがらないので……」

　リンゼが困ったような表情を見せる。婚約者だというのに相手の家族構成さえわからない自分に一いち抹まつの寂しさを彼女は感じていた。

　聞き出そうにも困った顔をして話を逸らされたりする。言いたくない……というよりも、話すことに躊躇いがある、という感じなのは、なんとなくだがリンゼたちにもわかった。

　その話を聞き、ヒルダもはっ、と気付く。あれだけの力を持っているのだ。まかり間違うと家族に疎まれていてもおかしくはない。大きな力は不幸を呼ぶこともある。

「やはりご家族との仲が……」

「ぶっぶー。別に冬夜君は家族から嫌きらわれてなんかいないのよ。ちょーっとだけ複雑で、あなたたちに説明するのが難しいってだけ。今は待ってあげてなのよ」

　突然の声に、その場にいた七人（プラス一匹ぴき）は椅い子すから飛び上がらんばかりに驚いた。

「か、か、か、花か恋れんお義姉ねえ様!?」

　ルーのすぐ横の空いていた椅子に、皆の婚約者である冬夜の姉、望もち月づき花か恋れんがポテトチップスを頬ほお張ばりながら座っていた。

「いつの間に……」

　全く気配を感じられなかったことにヒルダは驚きを隠せない。まるで最初からそこにいたかのようにくつろいでいるが、間違いなくさっきまでそこは空席であった。

　転移魔法を使ったのだろうか？　弟と同じような特技を持っていてもおかしくはない。

　そんな思考を巡らせていたヒルダに向けて、花恋は、にかっ、と笑う。

「急がないでもいいのよ。ゆっくりとあの子を知っていけば。そのうちいろいろと話してくれるはずだから」

「はあ……」

「ま、好きな人のことはなんでも知りたい！　恋する乙女おとめのその気持ちはひしひしとわかるのよ。そ・こ・で！　可愛かわいい義妹いもうとたちにお姉ちゃんが冬夜君[image: ]情報を教えてあげるのよ！」

　ぴくくくっ、と、その言葉に全員の耳が反応する。いや、琥珀はしなかったが。

　花恋の正面にいたリンゼがごくりと喉のどを鳴らしながら口を開く。

「ど、どういった情報です、か？」

「ふっふーん。ズバリ！　少年の『幼少期における初はつ恋こい』！　なのよ！」

「は、初恋!?　冬夜さんのですか!?」

　ユミナが興奮気味に花恋に詰め寄る。そういった話は全くといっていいほど彼は語らない。まあ、婚約者に自分の初恋を自慢げに語る男ってのもなかなかに気持ち悪いが。

　冬夜と花恋には血の繋つながりはない。当然、幼少期に一緒に暮らしたこともなく、彼のそんな思い出を知っているはずもないのだが、そこは恋れん愛あい神しんである。

　恋愛が絡からめば彼女にできぬことはない。すでに天界で冬夜の恋愛情報はインプット済みである。それこそ初恋の相手から、好みのタイプの変遷、初めて買ったえっちな本まで、だ。

　にまにました笑え顔がおを浮かべ、花恋はその場にいた全員を見み渡わたす。

「聞きたい？」

「「「「「「「ぜひ！」」」」」」」

　全員がこくりと頷く。これに対して焦りを感じたのはスゥの膝上にいた、彼の忠実なる神しん獣じゆうである。主人のプライバシーが今まさに暴ばく露ろされようとしている。

　琥珀は自分が人の機微に疎いと自覚はしているが、これは主人に今すぐ伝えねばマズい、ということくらいはわかる。

　すぐさま念話により、己が主人に伝達しようと試みるが、繋がらない。なぜ？　と、顔を上げるとこちらへ向けてウインクを飛ばす花恋と目が合った。

　白びやつ虎この神獣は確信する。彼女が念話を妨害していることを。どんな方法かはまったくわからないが。

《主あるじよ。力及およばぬ自分をお許し下さい》

　無念、とばかりに琥珀は目を瞑つぶった。




◇　◇　◇




「っ、ぶえっくし！」

「風邪かぜですか？　陛下」

　レインさんの言葉に鼻をグズらせながら、だいじょぶ、だいじょぶと答える。風邪じゃないと思うんだが、変な悪お寒かんがするなぁ。そういや前もこんなことあったな……。ま、いいか。

　城の西にある森を切り開き、僕ぼくらはアスレチックコースを造っていた。

　子供たちの娯楽のためと、騎士団の訓練も兼ねた設備である。

　コースは三つに分かれていて、それぞれ初心者コース、中級者コース、上級者コースとなっている。わかりやすく言うと、子供用、大人用、騎士団訓練用だ。

　森の中に造ったコースを、こちらの右手側から入り、ぐるっと回って左手側から出てくる。三重の円を上下真っ二つに切った半円がそれぞれのコースになっている。一番内側が子供用で、真ん中は大人用、一番外側が騎士団の訓練用というわけだ。

　子供用は簡単なアスレチックコースで、飛び石を渡ったり、ロープで壁かべをよじ登ったり、丸太橋を渡ったりと、遊びながら身体からだを鍛きたえられるようにできている。

　大人用はさらに難しく、ロッククライミングや、回転する丸太橋、ターザンロープでの池越えなどが用意してある。

　そして騎士訓練用だが。

「うおわ――――――――――ッ！」

「はい、ローガンさんも二回目失敗、と」

　ドボーンッ！　と、池に落ちる音を聞きながら、団長のレインさんが板に挟まれた紙にバツ印を書き込んでいく。

　現在、完成したコースを試験中だ。騎士団の中で身体能力に自信のある者何人かにこうして試してもらっている。

「いいとこまでいったのにねえ」

「いや、壁にしがみついているところに上から水を流したらああなりますよ」

「初めは油を流そうと思ったんだけどね」

「鬼おにですか」

　呆れたようにレインさんがつぶやく。そうかな？

　飛び石を渡った最後の石に油が撒まいてあるとか、ツルツルで急勾配の坂を登っていくと上から油が流れてくるとか、ここいらはオーソドックスだと思うんだが。

　アスレチック設備は色々と造った。体重の数倍の重さが加算されるグラビティゾーンなんてのも造ってある。

【グラビティ】を付ふ与よされたこのエリアの池の上を、雲うん梯ていを使って渡ってもらうのだ。【グラビティ】が強すぎたのか、脱落者がかなり出た。うーん。これ一応訓練だし、弱めてもな。うん、このままでいこう。

「ぐほわっ!?」

　また一人の騎士が池へと落下していく。落ちた騎士たちは池から這い上がり、ぶつぶつ文句を言いながらもまたスタート地点へと並ぶ。

「見切った。次こそは……！」

「こうなったら意地でも突破してやる！」

「やったらあああぁっ！」

　なかなかにファイトがあってよろしい。そう簡単には突破できないようにしてあるけどね。

「転がってくる岩とか、跳ね上がる橋とか、振ふり子ギロチンとか、本当に大丈夫なんですか？」

「安全性についてはちゃんと確かく認にんしてあるよ。岩は大おお怪け我がしないように軽くしてあるし、ギロチンの刃はは切れないやつだし。あくまで緊張感を出だすための小道具だからね」

　レインさんの心配もわかるけど、子供用と違い、こちらは遊び半分でやられても困るしさ。一応、訓練ですよ。訓練。緊張感を持ってやってもらわないとね。

「うひょえええええ――――――――ッ!?」

　急勾配の滑り台から、スポーンッ、と勢いよく飛び出す騎士。空中をじたばたと泳ぐようにもがいているが、着地する安全圏には届かずに腹を打って池に落ちる。

「勢いが足りなかったねー。どうしてもスピードにビビって勢いを殺しちゃうとああなるんだ」

「……このコース、本当にクリアできるんですか？」

「僕はしたけど？」

「陛下の場合、当てになりません」

　はあ、とレインさんがため息をつく。えー？

　それから何回も騎士団の挑戦は続き、夕方近くになって、やっと副団長のニコラさんが、ボロボロになりながらもゴールに辿たどり着ついた。ほら、クリアできるじゃないの。

　ニコラさんがゴールから戻もどってくると、騎士団のみんなが歓かん声せいとともに駆け寄り、わっしょい、わっしょいと泣きながら彼を胴上げしていた。

「やった！　やったぞ！」

「俺おれたちは勝ったんだ！」

「鬼が造ったコースを突破したぞ！」

「副団長、バンザーイ！」

　誰だれが鬼か。しつれーな。

　しかしアレだな、突破されたらされたでなんか悔しいな。定期的に改良してパワーアップする必要があるかもしれぬ。

　まあ、全員がクリアできるようになるまではこのままでもいいか。

　さて、訓練を終しゆう了りようして城に戻ってくると、いつものようにみんなが出で迎むかえてくれたのだが……。

「おっ、おかえりなさい、冬夜君！」

「冬夜『くん』？」

　いつもは「冬夜さん」と呼んでいるユミナがおかしなことを口走った。

「おっ、おかえりなさいですわ、冬夜君」

「訓練指導お疲つかれ、です、冬夜君」

「ルー？　リンゼ？」

　ルーとリンゼまで変だ。

　それよりもなんで三人ともそんな服着てんの？　少しずつデザインは違うけど、みんなセーラー服だ。似合ってるけど。

「ちょっと八重！　さっ、先に行きなさいよ！」

「待つでござる！　拙せつ者しや、この格好はいささか抵てい抗こうが！　スカート短いでござるし！」

「わっ、私わたくしもスカートは穿はき慣れていないもので、ちょっと……！」

　柱の陰かげでエルゼ、八重、ヒルダがなにやら揉めている。なにしてんの、君ら？

　どうも彼女たちもセーラー服に染まっているようだが、なに？　女学生ブームなの？

「おお、冬夜！　帰ったのか！　どうじゃわらわたちの格好は？」

「スゥまで？　どうしたの、いったい？」

　駆かけ寄よってきたスゥまでもセーラー服だった。手に持った機関銃のオモチャはなんなのか。

　かわいいが、スゥの場合、あまりにも「着させられ感」が強くて、コスプレにしか見えないけど。他のみんなは年齢がちょうどくらいなので似合ってる。

「冬夜はこういうのが好きなのじゃろ？　はつこい、の『ショウコお姉ちゃん』とお揃いじゃぞ？」

「…………………………………………え？」

　思考が止まる。ちょ、え？

　ショウコおねえちゃんって、祥しよう子こお姉ちゃん、か？

　僕にとって祥子お姉ちゃんといったら一人しかいない。昔、家うちの隣に住んでた祥子お姉ちゃん。

　しかもスゥ、いま初恋とか言ったか……？　なんでそれを知っている!?

「わ、私たちは歳とし上うえにはなれませんけれど、せめて同じ格好ぐらいは、と……」

　頬を赤らめてユミナがそんなことを言ってくる。

　いやいやいやいや！　それでセーラー服!?　確かに祥子お姉ちゃんの通っていた学校はセーラー服指定の女子校だったけれども！

「ちょ、待って……！　えーっと、だ、誰が祥子お姉ちゃんの話を……？」

「花恋お義姉ねえ様が」

「あのバカ姉か――――――――――――――――ッ!!」

　なに話してんの!?　つうか、なんで知ってんの!?　誰にも話したことないのに！

「ほ、他になんか聞いた……？」

「他ですか？　えっと……」

「用もないのに毎日会いに行ってたとか」

「お姉ちゃんの気をひくために、公園で摘んだ花をプレゼントしてたとか」

「お姉ちゃんが引っ越すことを聞いて号泣したとか」

「おおおおおお……」

　絨じゆう毯たんの敷かれた床ゆかに蹲うずくまる。なにこれ、なんの罰ゲームなの!?

　小学校に上がる前の話ですよ！　あるでしょう、そういう若気の至りな思い出も！

　ちなみに祥子お姉ちゃんは僕が中学の頃ころ、結けつ婚こんしたと聞いております。幸せになっているだろうか。

　そんなことは今はどうでもよろしい。初恋をバラされるとか、恥はずかしすぎる……。

「あの……やっぱり似合いませんか？」

「……いや、似合ってる。みんな超カワイイ」

　心配そうに覗のぞき込んできたリンゼに親指を立てる。

　たぶん仕立てたのはザナックさんの服飾店だろうけど、よくこんなにバージョンがあったな。夏服に冬服、ユミナの白一色のセーラー服なんて珍めずらしいんじゃないかね。コスプレのセーラー服も交じってたか？

　そんなにデザイン画、渡わたしてたっけかな……。スマホで画像検けん索さくしてテキトーに【ドローイング】して渡したからなぁ。

　くっ、みんなのセーラー服姿を見られたのは眼福だが、それはそれとしてあのバカ姉には正義の鉄てつ槌ついを。










「冬夜君？　なんで私のケーキはこんなに小さいのよ!?」

「さあねえ？　日頃の行いが悪いんじゃない？」

　しれっとしながら僕は自分のショートケーキを食べる。ちなみに花恋姉さんのショートケーキは苺が載るか載らないかの薄さだ。

　もちろん、カットしたのは僕である。当然ながらその分僕のケーキは分厚い。プライバシーを侵害された僕の恨うらみを思い知るがいい。

　悠ゆう然ぜんとケーキを食べる僕の前に、流星のように花恋姉さんのフォークが突つき出される。そのフォークの狙ねらう先には大きな苺いちごが。

「そうはいくか！」

　ガキッ！　と、手にしたフォークでそれを受け止める。すでに自分の分を食べ終えた花恋姉さんが、人のケーキに手を出すという暴挙に走ったようだ。

「弟ならお姉ちゃんにそれをよ・こ・す・の・よ～！」

「姉なら弟のものをう・ば・う・な～！」

「まあまあお二人とも。落ち着いて」

　睨み合う僕らにユミナが割って入る。

「お義姉ねえ様には私たちのを少しずつ分けますから。一緒に食べましょう」

「さすがユミナちゃんなのよ！」

　ちぇっ、やることないのに。一度キツくおしおきをしとかないと調子に乗るぞ、この人は。人っていうか神だけど。ちょっとは神らしくしろっての。世界神様に言いつけてやろうか。

　花恋姉さんはユミナたちにケーキを分けてもらってホクホク顔だった。

「みんないい子なのよ～。よし、お姉ちゃんがいいこと教えてあげるのよ」

「いいこと？」

「冬夜君が初めて手に入れたえっちな本は、」

「待てこらァ――――――――ッ！　なに言ってくれてんの!?　なに言ってくれちゃってんの!?　そーいうのやめてくれないかなぁ、お姉ちゃん！」

　花恋姉さんの背後に回り込み、口を塞ぐ。

　あああ、めんどくさい！　神ってタチ悪いわあ！

　その後、これ以上プライバシーを流出させたらずっとおやつ無し、と脅おどして、なんとか事態は終息した。涙なみだ目めで「おやつだけは！」と言ってたからもう大だい丈じよう夫ぶだろう。

　ホント、とんでもない神ひとが身内になってしまったわあ……。







第三章　剪定の儀







「だんだんと寒くなってきたなあ」

　ブリュンヒルドはそろそろ冬に入る。以前行ったことのあるエルフラウ王国ほどではないが、それなりにここも寒くなるようだ。雪も降ふることもあるらしい。

「寒さ対策って大だい丈じよう夫ぶかな？」

「この国の家には全すべて暖だん炉ろがありますから大丈夫かと。薪まきなども充じゆう分ぶんですし。たた、火事には気をつけなければいけないでしょうね」

　確かに。一応火事になった時のためにと消防団も作ってあるし、ポンプによる消火もできるようになっているそうだ。さすが高こう坂さかさん、抜け目がない。町を流れる堀ほりの水が、消火のときには役に立つだろう。一応、見回りとかさせるかな。拍ひよう子し木ぎとか持たせて。

　幸い、冬はそれほど長くはないようだ。一年が三六五日以上あるこの世界で、長くないってのはどれくらいなのかよくわからないが。

　書類仕事を終わらせて中庭の訓練場へ向かうと、ヒルダとレベッカさんが打ち合っていた。

　正式に婚約者になってから、ヒルダはこの城に住み始めた。今さらだが、普ふ通つう婚こん約やく者しやって言っても一応他国の姫ひめなんだし、結婚までは別々だと思うんだがな。

　ユミナのときの状態がなし崩しに続いて、ルーもヒルダも居着いてしまった感じだ。スゥだけはさすがに一緒に住んではいないが、週に二回のペースで泊まりに来る。

　もちろん寝るのは僕の部屋じゃなくて、ユミナの部屋だぞ。最近はレネとも寝ねているみたいだが。

　泊まりに来るのは構わないのだが、次の日の朝に僕を起こしに来るのは勘かん弁べんしてほしい。週二で寝起きにフライングボディプレスはキツイ。

　あの痛みを思い出し、ため息をついていると、レベッカさんとの訓練を終えたヒルダが僕に駆け寄って来る。

「冬とう夜や様！」

「お疲れさん、ヒルダ」

【リフレッシュ】を唱えてヒルダの疲れを癒いやす。彼かの女じよは暇ひまさえあればここに来て訓練をしている。さすがは騎士王国の姫だな。

　ヒルダは出会った時のレスティアの鎧よろいではなく、ブリュンヒルドの軽装鎧を身につけていた。彼女は騎き士しではあるが、ウチの騎士団の人間ではない。本人曰いわく、国ではなく僕の騎士だからだそうだ。まあ、騎士団内にあまりにも僕に近い人間がいると、団長のレインさんとかがやりにくそうだしな。

「どこかへ行くのですか？」

「ちょっと冒ぼう険けん者しやギルドまでね。ブリュンヒルド支部ができたっていうから様子見に」

「あのっ、ついて行ってもいいですか……？」

「いいよ。一緒に行こう」

　来てもあまり面白くもないだろうが、町を見ておくのは悪いことじゃない。それに早くこの国に慣れてもほしいし。

　ヒルダを連れて城を出る。そのまままっすぐ城下の方へ向かうと、寒さなんてお構いなしに子供たちが走り回っていた。

「へーか、こんにちわー！」

「こんにちわ、へーか！」

「ああ、こんにちは。あまり遠くへ行くんじゃないぞ」

「「はーい！」」

　元気に挨拶をして子供たちが平原の方へ駆けていく。前から考えていたんだが、やはり学校を作ろうかなあ。読み書きはできた方がいいし、いろいろと役立つことも覚えられるだろう。まあ、教える教師がいないんだけどな。

　そういったところの人材不足は相変わらずだ。

「子供たちが楽しそうですね。良い事です」

「まあ、なんとか子供を労働にかり出すようなことはしないで済んでるよ」

　ブリュンヒルドは比較的裕福な国とも言える。食べ物で飢えることはないし、仕事もそれなりにある。だけどこれといった産業はない。自転車くらいか。農業、工業、商業、いろんな分野で手探りに試していってはいるのだが。

　農業の方はフローラに新種改良を頼たのんでいるから、まずはそこからかな。でもウチはさほど土地が大きいわけでもないから、それだけってのも難しいか。

　そんなことを考えていると目的地のギルドに着いた。すでに冒険者ギルド、ブリュンヒルド支部は運営を開始し、それなりの賑わいを見せている。

　一応フードをかぶって中へ入る。がやがやとした賑わいが聞こえてきた。相変わらず依い頼らいボードの前には人だかりができている。懐なつかしいなあ、この雰ふん囲い気き。

　ヒルダは初めてギルドに入るのか、キョロキョロと落ち着きがなかった。

「いらっしゃいませ。初めての方ですか？」

「ああ、いや、ちょっと見学に来ただけなんだけど。支部長はいるかな？」

　受付にいた猫耳のお姉さんに曖昧に答えて、こっそりとギルドカードを見せる。この大陸に二つしかないゴールドランクのギルドカードだ。

「ごっ……！　はわわ……！　しょっ、少々お待ちください！」

　猫耳のお姉さんが慌あわてて奥おくの階段を登っていくのを、他の同僚たちがきょとんとした顔で見ていた。一いつ瞬しゆん、ギルド内にいた何人かの注目を浴びたが、すぐにまたボードなどの方へ視線を戻す。数人、ヒルダを見ている者がいたが、無理もないか。目立つもんな。

　しばらくすると猫耳さんが階段から降りてきて、僕にこっそりと小声で話しかけた。

「支部長室へご案内しますっ。公王陛下っ！」

　猫耳さんに連れられて、ギルド奥の階段を登り、奥の部屋へと通される。そこには知り合いの人物が待ち構えていた。

「あれ？　レリシャさんが支部長なんですか？」

　そこにはエルフのギルドマスター、レリシャさんが微笑んで佇たたずんでいた。確か彼女は西方地区のギルドマスターの一人だったはずだが。降格ですか？

「違いますよ。ギルドマスターはそれぞれ拠きよ点てんになる支部を選べるのですが、私はまだ決めてなかったのです。そこに、ここが開設されると聞いてこれ幸いと乗り込んできたわけです」

「ああ、そういうこと……」

　フードを外し、勧められた椅子に座る。部屋の中は意外と綺き麗れいに片付いていて、様々な書類や本が棚に並べられていた。魔力の込められた調度品もちらほらあるな。さすがはギルドマスターってところか。

「公王陛下におかれましては、そちらのレスティアの姫との婚こん約やくが成されたとか。おめでとうございます」

「あー……。ありがとうございます」

「あっ、ありがとうございますっ！」

　ヒルダ、声がでかいから。僕の視線の意図に気付くこともなく、ヒルダが照れくさそうに身をよじっていた。

「しかし、ユーロンの事件は参りました。あの国にあったギルドのほとんどが壊かい滅めつ、なんとか生き残った者も重傷です。それでも冒険者という者は必要になるので、再建を進めてはいますが。かなり時間がかかりますけど」

　やっぱりかなりの痛手だったんだな。フレイズの情報は他のギルドマスターにまで行き渡ってはいたが、末まつ端たんの職員にまで伝わってはいなかった。そこまで徹底していたら、逃げるなりなんなりできたのかもしれない。

「あれからフレイズの出現情報はありませんか？」

「今のところ、どこの支部からも報告はありませんね。陛下はまたあのようなことが起こる可能性があるとお思いで？」

「これで終わり、とは言えないと思います。それが明日なのか一年先なのか、十年先なのかはわかりませんが」

　視線を落として考え込むようにレリシャさんが顎あごに手を当てる。

「まあ、今は細かく注意するしか無いでしょうね。ただ、再建が終わった頃に、またユーロンに現れるのは勘弁してほしいですけど」

　レリシャさんは冗談っぽく笑ったが、実際、その可能性もあると僕は睨んでいる。あそこの空間に世界の綻ほころびができているのは確かだ。また何かの拍子にそこが開かないとも限らない。

　奴やつらは人間や亜人、魔ま族ぞくなど、知的生命体を狙う。だから町自体にはそれほど被害はないところもあったりするのだが、やはりそこで大量虐ぎやく殺さつがあったと思うと住みたいとは思わないらしい。

　流民になったユーロンの人たちは隣りん国ごくへと逃げ、盗とう賊ぞくや山賊になる者もいれば、そいつらを倒たおして金を稼ぐ冒険者になる者もいる。みんなあの出来事で人生が変わってしまったのだ。

「ユーロン国内では未いまだにあの大来襲は陛下の仕し業わざだという声が上がっていますね。しかし、一歩ユーロンを出れば、誰だれ一人ひとりとしてそれを信じる者はいません。他国へ出た流民の方が真実を知っています。それを語る者ほど、だんだんと信しん頼らいを失っていき、勢力を弱めていくのがわかりますね」

「まあ、好きに言わせておきます。僕はユーロンには興味が無いんで」

「民衆の支持を集めるために『仇かたきであるブリュンヒルドを許すな！』とか、なにか嫌がらせをしてくるかもしれませんよ？」

「その時はその指導者を潰つぶします。殴なぐられて黙だまってるほど聖人君子じゃないんで。礼には礼で、拳こぶしには拳で返しますよ」

　降りかかる火の粉は払うしかない。確かにユーロンには同情はするが、それとこれとは話が違ちがう。嘘うそで塗ぬり固められた言いがかりでとばっちりを受けるのはごめんだ。

「ギルドからも一応そういう噂うわさを流しておきましょう。『ブリュンヒルド公王は寛大だが、自国に害を及ぼすものには容よう赦しやはしない』と」

　それはそれでなんだかなあ。余計な尾ひれがつきそうだ。ま、今さらだけど……。いかん、話題を変えよう。

「ギルドの運営の方はどうですか？」

「まあ、ぼちぼちですかね。日雇いでの雑事系はけっこうありますし、討とう伐ばつ系けいもベルファスト、レグルス方面ならそれなりに来ています。問題は上級者向けの依頼がないってとこですかね。それだけ平和ってことなんでしょうけど」

　確かにここら辺は魔ま獣じゆうも出ないし、盗賊や山賊の類も出ない。一発ドカンと稼かせぎたい者にとっては物足りないのかもしれないな。

　と、その時、階下でなにやら言い争あらそう声が聞こえてきた。なんだ？

　レリシャさんに尋たずねると、ギルドでは日にち常じよう茶さ飯はん事じのようなもので、一日に何回かはこういった揉め事があるとのことだった。

　そういえば僕も何回か絡まれたりしたなあ。




『おい、ガキ。ここはお前が来るところじゃないぜ？』

『おう坊主、女連れて調子に乗ってるんじゃねえぞ、ああ？』

『俺様が冒険者の心得ってのを教えてやるよ。授業料は財布の中身全部だ』




　…………碌ろくなのがいなかった、な。

　基本、ギルドは冒険者同士の諍いさかいには不ふ干かん渉しようだ。ギルドに被ひ害がいが出る場合はその限りではないが。

　まあ、暴れるなら外でやってくれ、ということなんだろうけど。そういうのを見越して、正面の通りが広いここにギルドを建てたんだろうな。

　やがてドカドカと表へ何人か出て行く足音がした。ギルドの人たちが追い出したのかな。

「おや、表で続きをするようですね」

　部屋の窓から通りを見下ろし、レリシャさんがそう呟つぶやいた。

　ああ、僕もよく言われたなあ。「表へ出ろ！」ってな。あれってギルドに迷めい惑わくがかかるというよりも、大衆の面前で恥をかかせてやろうってことなんだろうけど。むろん、逆に恥をかかせてやりましたが。

「むう。一人にあんな大勢で恥はずかしくないのでしょうか。しかも相手は女性じゃないですか」

　興味を惹かれたのか、レリシャさんの横で窓から外を見下ろすヒルダ。

「しかし、実力ではあの女性の方が上のようですよ。ほら、一人やられた」

「確かに。腰こしの武器から斧おの使いのようですが、あれを使いこなすなら相当の膂りよ力りよくの持ち主なのでしょうね。動きもいい。訓練された動きというより、あれは自然に身についたものですね。しかし変わった格好をしてますね、あの人」

「あれは確か大樹海に住む部族のひとつ、ラウリ族の民族衣装ですね。まさかこんなところで見るとは」

　ん？　なんか引っかかる言葉が流れてきたが……。あれ？　ラウリ族って確か……。

　二人とは別の窓から下を覗き込んでみると、四人もの男を地面に這はいつくばらせ、五人目を相手に大立ち回りをしている褐色の肌はだをした少女の姿が見えた。

　ちょ！　あの子って!?

「冬夜様？」

　ヒルダの声を背に受けながら、部屋を飛び出し、階下のギルド受付を通り抜けて表へ出る。その時、ちょうど少女の鮮やかな蹴りが相手の男の横っ面に炸裂したところだった。

　おおお～、っと、周りの野次馬から歓声が上がり、少女はうっとうしそうにのびている五人の男たちを一瞥して、息をひとつ吐はいた。

　そして、ギルドから出て来た僕と視線が合う。あ、やっぱりだ。この子、あの大樹海で僕に噛み付いてきた族長の孫とかいう……確か名前はパム、だったか？

「……見つけた」

　え？　あれ？　今喋った？　この子確か共通語喋れなかったハズだけど。

　ダッ！　と駆け出すといきなりパムが僕に抱きつき、勢いで倒れたのにも拘かかわらず、そのまま頬ほおずりをしてきた。

　ちょ、待って！　この子マントみたいなものはしてるけど、その下は胸覆いと下帯だけなんだよ！　その、いろいろ当たる！　大きいなあ、相変わらず！

「な、な、な、なにやってるんですかあ!?」

　倒れたまま視線をギルド入口の方に向けると、顔を真っ赤にしたヒルダがわなわなと震ふるえていた。あ、なんかヤバい雰囲気です。うん、わかるよ。何回か経験してるからね。

「ちょっとあなた！　冬夜様から離れなさい！」

「何だオマエ？　コイツはパムのだ。パムはコイツの子を産むのだ」

「なっ、な、な、な!?」

　さらに真っ赤になってヒルダがたじろぐ。

　急展開過ぎてわけがわかりません。説明を求めます！




◇　◇　◇
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「それは認められません」

「何故だ？　トウヤとパムの間に出来た子が女なら我らの部族で育てる。男ならオマエたちが育てればいい」

　話にならない、とばかりにユミナがため息をついた。

「残念ですが、あなたに冬夜さんのお嫁よめさんになる資格はありません。お引き取りを」

「嫁になる気は無い。子供だけ作れればいいのだ。トウヤとの子なら樹海を統すべる女王となろう」

　考えが単純というかなんというか。さっきからコレの繰くり返かえしだ。パムが言うには僕を捜さがして大樹海を出てきたらしい。旅の途中で共通語も覚えたというのだから、なかなか頭も良いのかもしれない。

　ギルドでの騒動から一転、またしても「嫁会議」が開かれた。テーマは「パムを受け入れるか否か？」である。

「オマエたちが何を反対しているのかわからん」

「あなたが子供を産むのは勝手です。しかし、それが冬夜さんの子供でもあるなら、話は別です。あなたは冬夜さんの幸せより、部族の繁栄を選ぶ。そんな人に冬夜さんの子供なんて産んで欲しくありません」

　歳下のユミナに睨まれて、パムが少し気け圧おされていた。正直、僕も怖こわい……。

「……少なくとも、戦せん闘とう能力だけで子供を作ろうというのなら、冬夜さんでなくてもいい、はず。他の強い人と子供を作ればいいじゃ、ないですか」

　こちらもむくれるように言葉を放つリンゼ。彼女もユミナ同じく反対派のようだ。

「そうはいかん。すでにトウヤには『誓いの牙きば』を立てた。トウヤはパムのものだ」

「勝手なことを。冬夜様はそんなものを認めてはいません！」

　椅い子すから立ち上がり、ヒルダが叫さけぶ。『誓いの牙』ってのは僕に噛み付いたアレのことらしい。要は『この男は自分のモノだから、勝手に手を出すな』というサインなんだそうだ。

　どこまでも女性上位で、男の都合なんか考えない文化が窺える。まあ、アマゾネス（実際には違うが）だしな……。

「そもそもなんで冬夜殿どのとの子供を欲しがるのでござるか？　どうもそこからして、何か理由がありそうな気がするのでござるが」

　八や重えがパムに尋ねると、彼女は唇を噛み、顔を顰しかめて小さく呟いた。

「……我々は戦闘部族だ。だが他の部族と違い、子を得る時以外、自分たちから攻せめるようなことはしない。あくまで自分たちの集落を守るために戦ってきた。しかし近年、他の部族からの襲しゆう撃げきが厳しくなってきている。大樹海の中でその地位を保つには、もっと強い血が必要なのだ。『剪せん定ていの儀』を勝ち残るためにも」

「せんていのぎ？　なんじゃそれは？」

　スゥが首を傾げて聞き返す。『剪定』ってあれだよな、木の一部や枝葉を切り落として、形を整えたり、実がつきやすいようにするっていう。

「『剪定の儀』とは、大樹海に生きる部族の戦い。十年に一度、部族を代表する者たちが戦い、部族の優劣を決める。そこで勝ち残った部族が全ての部族の頂点に立つ『樹王の部族』となり、大樹海の掟おきてをひとつ定めることができるのだ」

　十年に一度ね。しかしまあ、なんとなくわかった。要は優勝者には負けた部族たちに不利な掟を定めることもできるわけだな。

「その掟ってどんなものでも許されるの？　例えば『なんとか族は大樹海から出て行け』とか」

　エルゼが僕ぼくが聞きたかったことを聞いてくれた。なんでも好きにルールを決めることができるのなら、『Ａ族はＢ族に絶対服従』とかできてしまうんじゃないのか？　いや、『掟を百個作らせろ』とか……。さすがにそれはないか。

　よくマンガとかの『ひとつだけ願いを叶かなえてやろうー』みたいなシチュエーションで必ず上がるバカな質問だ。『願いを増やせという願いは受け付けません』ってのが定番だな。

「大神樹に認められればな。部族の誇ほこりを穢けがすものでなければ通ることが多い」

「だいしんじゅ？」

「大樹海の守り神だ。全ての部族に加護を与え、精霊の恵みを与えてくれる存在だ」

　御ご神しん木ぼくみたいなものだろうか？　しかし精霊って、ラミッシュで暴れたあの闇の精霊みたいなもんかな。樹きの精霊……森の精霊とかか。大樹海には森の精霊がいるのか？

　本来、精霊ってのは穏やかなものが多いそうだ。ラミッシュの時の場合は長い間閉じ込められた怨念によって暴走してしまったらしい。アレは呼び出したラミレスと融合もしてしまったから、そういった負の感情を溜め込んでいったんだろうけど。

　樹海の民たみは大神樹を崇め、精霊の導きにより生活をしているらしい。ある意味ラミッシュの時と似ている。

「我々の部族はもう七十年も『剪定の儀』で負け続けている。他の部族も新たな血を取り込み始めているのだ。パムとトウヤの子ならきっと『剪定の儀』を勝ち抜ぬき、部族に栄光を取り戻してくれる。このままではバルム族に我らラウリ族は滅ほろぼされてしまう」

「バルム族……大樹海に住む他の部族ですか？」

「女は男に従うべきという部族だ。他の部族から女を攫さらい、子を産ませて男なら戦士として育て、女なら母親と共に放逐する」

　ラウリ族と変わんないじゃん……。男女逆転しただけでさあ。どっちもどっちだと思うが。

　この男性上位の部族、バルム族と、女性上位の部族、ラウリ族は互たがいに反目しあっているんだそうだ。まあ、うまくいくわけないわな。

　この両部族は互いに拮抗した力を持っていたそうだが、例の大樹海に現れた蜘蛛くも型フレイズによって、ラウリ族は多大な被害を受けた。とくに部族を代表する戦士たちが死んでしまったのが大だい打だ撃げきだったらしい。それによって、いつバルム族が攻めて来てもおかしくない状じよう況きようにあると言う。

「今回の『剪定の儀』はもうすでに諦あきらめた。バルム族が勝ち残り、『樹王の部族』にならないことを祈るのみだ。しかし、その次の『剪定の儀』ではパムとトウヤの子が勝ち残り、我らラウリ族が『樹王の部族』となるだろう」

　気の長い話だ。どっちにしろ今の状況ではパムを受け入れることはできない。僕だってそんな戦いをさせるために自分の娘むすめを産ませる気は無いしな。

「今回の『剪定の儀』とはいつなんですの？」

「ひと月後だ。戦わずして負けるのは部族の恥だから参加はするだろうが、負けるだろうな。パムもここにいる以上参加はできない。『剪定の儀』は部族同士が五人の勇者を戦わせるのだ。運が悪ければ死ぬこともある」

　物ぶつ騒そうだな。聞けば一応のルールに則のつとった試合ではあるらしいが。どうも五人が一対一の試合をして、それぞれ勝った人数が多い方が決勝へと進む方式らしい。こりゃあますますもって『大樹海武闘会』みたいになってきたな。

「……………………」

「ユミナさん？」

　なにやら考えこんでいるようなユミナにルーが声をかける。

「その『剪定の儀』でバルム族が勝った場合、どういう掟を追加するか予想できますか？」

「おそらくはラウリ族を樹海の外れへと追いやるような掟であろうな。狩場も少なく、生きていくのが困難なところへ。これならば部族の誇りも傷付けず、緩やかに滅びの道へと導ける。そして自分たちは元ラウリ族の狩場を手に入れるのだろう」

「では逆にラウリ族が勝った場合、どのような掟を望みます？」

「逆にバルム族を樹海の外れへ追い払う」

　なんというか……ホントにどっちもどっちだな。仲良く暮らせばいいのにと思う。男女平等にさ。……最近、男女平等ってのを深く考えるようになってきたな……。特に家族内でのな。

「結局、あなたはそのバルム族を追い払うために、冬夜さんとの子供を欲しがっている、と、こういうわけですね？」

「それだけが目的ではないが、概おおむね間ま違ちがってはいない」

「……わかりました。では取り引きをしましょう。我々がラウリ族をこの度たびの『剪定の儀』で勝たせ、『樹王の部族』へと導きましょう。そのかわり、貴女あなたには冬夜さんとのことを諦めてもらいます」

　え!?　マジですか？　そんな『大樹海武闘会』に参加するの!?

　そりゃあ僕もパムをなんとかしてあげたいとは思うけど、子供とかは勘弁だし、それが一番手っ取り早い解決方法かもしれないけど。

「……勝てるのか？」

「さあ。でもこのまま負けるのを待って、十年後に賭けるよりいいと思いますが」

　ユミナが薄うすい微笑ほほえみを返す。なんだろう、最近迫力出てきたな、この子。

　って言うか、だいたい十年後って僕との間に子供ができたとしても九歳かそこらだろ。そんな子に武闘大会に参加させるのってどうかと思うよ？

「……いいだろう。本当に勝てるのなら願ってもない。ダメならやはりトウヤとの間に子を生なすまでだ」

「そのようなことにはならないと思いますよ」

　ユミナとパムがお互い笑えみを浮うかべる。なにこれこわい。

　一時的にユミナたちをラウリ族の者と迎むかえれば、こういった助すけっ人と的なものも認められるみたいだ。僕としてはなんか変な気がするんだけど。

　野球とかで助っ人外国人が八人もいるような。もうそれは助っ人のチームであって、元のチームじゃないような変な感じ。

「ユミナ殿、本気でござるか？」

「これが一番の落とし所だと思います。みなさんもよろしいですか？」

　周りの者を見み渡わたすがみんな反対はなかった。いや、正直に言うと、僕は反対したい気持ちもあったのだが。だってみんなに怪我けがしてほしくなかったし。

　けれど反対した場合、

「そんなにパムと子作りしたいわけですか。そうですか。巨乳ですか。巨乳だからですか？」

　と、何人かがダークサイドに落ちるような気がして、とても口に出せなかった。

　ウチの女じよ性せい陣じんはそこにコンプレックスを持ってるのが多いからなあ……。まだ成長期だと思うんだが。

　大きさ的には、八重＞ヒルダ＞＞リンゼ＞エルゼ＞ルー＞ユミナ＞スゥ と、こうか。パムのはその八重の上をいってるからな。

　そのうち怪しげな薬をフローラあたりに錬成してもらったりしてな。いや、もうあるのか……。いきなりユミナとかが巨乳になってたら逆に引くぞ……。

「我々がラウリ族代表として『剪定の儀』を勝ち抜き、『樹王の部族』の称号を勝ち取る。このメンバーだと出場者は限られてくるでござるな」

「そうね。パムは部族代表者として出るとして、残りは私、八重、ヒルダ、ルー、ってとこかしら」

　確かにエルゼの言うとおり、ユミナやリンゼは格闘戦には向いていない。二人とも後衛で、遠えん距きよ離り射撃の部類だ。スゥに至っては戦闘力もない。

　それでもたまにレネと一いつ緒しよに、ラピスさんやセシルさんから格闘術や投とう擲てき術じゆつを習っているみたいだが。メイドの嗜たしなみだそうだ。スゥはメイドになる気なのだろうか。

　とにかく方針が決まったようで、とりあえずは一段落か。当事者なのに会議中一言も喋らせてもらえなかった僕って一体なんなんだろう……。

「なあユミナ姉様、ひとつ疑問なんじゃが……」

「なんですか？」

　スゥが腕うでを組み、首を捻りながらユミナの方へと視線を向ける。

「その『剪定の儀』とやらに、戦わないわらわたちも行くのか？」

「それはまあ。その時だけはラウリ族の者として応援ぐらいはしないと。それになにかあった場合、代わりの者も必要かもしれませんし」

「冬夜もか？」

「それは一番の関係者ですし。やはりみなさんも応援してほしいでしょうし、なにかあった場合、心強いですからね」

　確かに僕もみんなに全部任せて知らんぷりする気はない。当然応援にも行くし、なにかマズいことがあれば率そつ先せんして動くつもりだ。なにがあるかわからないからな。妨害工作なんてないと思いたいけど。

「ううん……。しかし冬夜は男じゃぞ？」

『あ』

　僕を含め、みんなが声をもらした。そうだった。ラウリ族を名乗るのなら、男がいるのはおかしい。何かあったときに、ラウリ族という肩かた書きがなければ『部外者は黙っていろ』と、なりかねない。え、どうすんの？

「…………女装、ですかね」

「ちょっと待ったあっ！　断固反対する！」

　リンゼのぼそっとした呟きに、初めて僕は口を開いた。




◇　◇　◇




『剪せん定ていの儀』。




　大樹海に住む全ての部族が、大神樹と呼ばれる御神木の元に集まり、大樹の精霊の加護のもと、その武勇を競うという……まあ、まさに『大樹海武闘会』ってやつだ。

　僕たちはラウリ族の者としてこれに参加し、勝ち残って『樹王の部族』を目指す。

　正直、そこまでしなくてもいいんじゃないかとも思うが、これ以上パムにつきまとわれてもなんだし、『剪定の儀』自体は三日ほどで終わるそうなので、まあいいかと。エルゼやヒルダなんかは戦いたがってたし。ちょっとした腕試し的なものもある。それと、うまくいけば、大樹海の部族を牛耳る『樹王の部族』と繋つながりができるという打算もある。

　あ、あと、とりあえず女装だけは勘弁してもらった。【ミラージュ】で外見だけ女のように見せかければそれで充分だろう。触さわられたら気付かれるかもしれない、とリンゼが食い下がったが、ただでさえ露出度の高いラウリ族の民族衣装を着る気はない！

【ゲート】を使ってラウリ族の村へとパムはすでに帰してある。

　それと会話が不便になるだろうと思い、無属性魔ま法ほう【トランスレーション】を習得した。早い話が翻訳魔法だ。こちらの言葉はあちらの言葉に、あちらの言葉はこちらの言葉に聞こえるらしい。

　この魔法って僕と琥こ珀はくたちの間にあるような念話に近いのかもしれない。

　一応、パム、八重、エルゼ、ヒルダ、ルー、が代表メンバーだ。誰だれかが負傷した場合に備えて、補欠とかがいるかと思ったが、その五人だけで勝ち抜くらしい。

　僕が参加してもよかったのだが、パムを含めたラウリ族の人たちに激しく反対された。ラウリ族として聖なる『剪定の儀』に男を代表者として出だすわけにはいかないらしい。助っ人や、応援は認めても、そこは譲れないようだ。

　男は黙って見ていろ、ということなんだろう。なんかすごいいたたまれない。ちょっとバルム族が羨ましくなってしまった。

　まあ、そんなこんなで一ヶか月げつ後。

　僕らは『剪定の儀』が行われる大神樹の根本へとやってきた。







「ふああああ……」

　でっかい樹だなあ……。大神樹を見た感想はその一言に尽きる。

　いったい、直径何十メートルあるのか。ものすごく太い幹から、青々と茂った枝葉が四方八方に伸のびている。幹の大きさに比べて、高さはそれほどでもないのかもしれない。まるでパラソルの柄えの部分を極端に短く切ったような形状だ。

　枝葉の間から木漏れ日が差し込み、地上を幻想的な緑の光が照らす。その光の中で、大樹海の様々な部族が一堂に会しているのだ。

　大神樹の根本には大小さまざまな切株があり、小さいものでも直径二十メートルはある。それらひとつひとつが戦いのステージであり、大神樹の一部であるそうだ。

　大樹海の部族の総数はおよそ二四〇。この中の一つ、『審判の部族』とも呼ばれるジャジャ族がこの『剪定の儀』を執り行うらしい。彼かれらは何代もこの『剪定の儀』を司り、唯ゆい一いつ、精霊から大神樹の根本、『神樹域』で暮らすことを許された部族なのである。その代わり『剪定の儀』への参加は許されてはいない。精霊の意志を部族へと伝える神官のような者たちなのだろう。

「しかし、いろんな部族がいるんだなあ……」

　キョロキョロと辺りを見回す。大おお柄がらな部族、小柄な部族。頭に変な飾りを付けた部族、腕うで輪わをジャラジャラ付けた部族。珍ちん妙みようなところだと、何故か髭をものすごく伸ばしてる部族や、フードがついた緑のローブで全身を包つつんだ部族なんかもいた。

　いくつかの例外はいるが、総じて男性も女性も露出度が高い。流石さすがにモロ出しというのはいなかったが、中にはかなり際きわどい姿の部族もいてちょっと目のやり場に困った。

「これなら拙せつ者しやたちも目立たないので、ちょっと安心でござるが……」

「冬夜様？　あまり女性をジロジロ見ない方がよろしいかと。外見上では同性なのですから変に思われます」

　ルーの言葉にわずかなトゲを感じ、僕はわざとらしく咳をしながら、居住まいを正す。

　そばにいるみんなはラウリ族の姿をしていた。要するに胸覆いと下帯姿だ。さすがにそれでは恥ずかしいのか、腰にパレオのようなものを巻き、上には短いポンチョのようなものを羽織っている。戦うエルゼたちは動きやすい格好をしているが。

　僕だけは【ミラージュ】で外見上はラウリ族の女性に見せかけている。一応、触られてもわかりにくいように、半袖短パン姿ではあるが。腕を掴まれたのに、そこに服の感触があったらマズいからな。

　スゥもラウリ族スタイルであるが、こちらはまだ可愛らしく、色気的なものは感じない。しかし、他のみんなの姿にはけっこうドキドキしていて、視線を他の方へ向けてしまうのだ。

　まあ、周りの部族の方がもっと過激だったりするので、なんとも言えないが。

「それで、あの切株の上で戦うわけ？」

「そうだ。あそこは精霊の加護が働いていて、生命いのちを奪うばうような攻こう撃げきは全すべて軽減される。たとえ真しん剣けんで首を斬きりつけようとな。死ぬほどの攻撃だから、むろん相手は気絶するが」

　いったいどういう魔法なのかわからないが、精霊の力なのは確からしい。僕の【シールド】のようなものだろうか。死なないとはいえダメージが通るんだから違うか。ゲームで言ったらＨＰ１で寸止めされるということなのかな。

　基本、死ぬようなことはないらしいが、倒れた衝しよう撃げきや、その他の要因で亡くなることもゼロではないらしいから気は抜けない。切株は地上から二メートルほどの高さがあり、そこから落ちると場外負けとなるが、落ちた打ちどころが悪ければ死ぬこともあり得る。

「魔法も使えないのよね？」

「ああ。それも無効化される。それと、ここでは小さな火でも使わない方がいいぞ。使うなら神樹域の外に出ろ。審判の部族に睨まれる」

　魔法も無効化されるのか。ってことはエルゼの【ブースト】はあの上じゃ使えないってことだな。武器の魔ま法ほう付ふ与よも無効化されるらしいので、みんなが今回持ってるのは普ふ通つうの武器だ。
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　火が禁止されているのはわかるな。火事になったらとんでもないだろうし。神樹域から出てすぐのところに大きな清流があるので、食事などはそっちの方で作るらしい。

　応援に来た部族の仲間は、他の木の上に設置された観客席からその戦いを観戦するようになっていた。そこら中に木から木へと吊り橋がかかっている。

「試合はいつ始まるの？」

「じきに始まる。今日は三つの部族に勝てば終わりだ。それで明日の戦いへと進めるようになる」

　んーと、約二百四十部族が三回戦って……だいたい三十部族くらいまでに減るのか。今日は予選ってとこで、明日からが本選って感じかな。

　シャリーンッ、と、どこからか鈴の音が響ひびく。ざわついていた辺りの喧騒が消え、朗ろう々ろうとした声が上がった。

「時間だ。出場者以外はこの場から去れ。あとは全て精霊の導きのままに」

　白い貫頭衣のような民族衣装を着た『審判の部族』の男が厳かに告げる。それと同時に他の部族の人たちはぞろぞろとツリーハウスのようになっている観客席や、木と木の間に渡わたされた吊り橋、あるいはそのまま大木の枝の上に移動していった。

　僕らも行くか。

「じゃあみんな、がんばって。無理はしないように」

「わかったでごさる」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

「お任せください！」

「全力を尽つくしますわ」

「行くぞ」

　パムに連れられて八重、エルゼ、ヒルダ、ルーの四人が戦いのステージになる切株の方へ歩いていく。

　僕らも木の上の設置された観客席に移動する。直径何メートルもの大木の側面に取り付けられた階段を登って、見晴らしのいい場所をキープした。

「なんだがわくわくするのぅ」

　スゥが手て摺すりから身を乗り出し、眼下の試合会場を眺める。この大木の観客席はラウリ族のみんなで占められていた。

　総勢五十名ほどの応援団ではあるが、女集団の中に男が一人なので正直居づらい。ラウリ族の人たちにも僕は女性に見えてはいるが、正体が男だと知ってもいる。ううむ、よくよく考えたら、【インビジブル】で透とう明めいになっておけばよかったんじゃないだろうか。

　でもそれだと、いざという時に介かい入にゆうしづらいしな。面めん倒どうでも『ラウリ族』というスタンスは取った方がいい。

「あ、見て下さい、冬夜さん。あれ」

「お？」

　リンゼの指し示す先では、それぞれの部族代表にまるでスポットライトのように木漏れ日の光が差し込んでいた。やがてそれがゆっくりと動きだし、代表たちをそれぞれのステージへと導いていく。

　驚おどろいて頭上の枝を見ると、枝葉が自由に変形して、木漏れ日の光を調節していた。マジか……。本当に意志を持っているんだな、あの大神樹って。あの導きによって対戦相手が決まるのか。

　と、思うまでもなく、さっそく戦いが始まっていた。あれだ、開会式挨あい拶さつとかないのな。

「試合形式は一対一の対戦を全員分やるのか」

「先に三勝したら、残りの二人は戦わないでも勝ちということですね」

　つまり一人だけ優れた戦士がいても、他の四人がダメでは三敗した時点で負けということか。勝ち抜き戦なら一人で五人を倒すってのもアリなんだろうけど。

　戦闘不能、あるいは降参するかで負け。また、場外に落ちることでも負けとなる。基本的に反則というものはないのだが、大樹海に生きる部族として著しく誇りを穢す行こう為いをした者は失格となる。

　あるステージの試合を見ていると、一人の大男が振ふりかぶった斧が、相手の頭をカチ割った……ように見えた。が、現実は頭を砕くだくことはなく、そのまま相手の男はゆっくりとその場に頽くずおれていく。

　あれが精霊の加護なんだろうか。倒れた相手の身体からだには、無数の傷や痣あざがあることから、全てのダメージを消すわけではないことがわかる。致命的な一いち撃げきを受けると発動するということだろうか。相手は完全に気絶しているようだが。

「あ、ラウリ族の試合が始まるみたいですよ」

　ユミナが指し示した場所はここからだと見えにくい位置にあった。なので【ミラージュ】と【ロングセンス】で空中にステージの映像を映し出す。

　おおっ、と他のラウリ族の人たちから驚嘆の声があがる。ステージ上じゃなければ魔法は使えるらしい。

　みんなで観戦できるように大きめの画面サイズに変更する。どうやら一番手はルーが出るようだ。

　相手は長身の男で、年季の入った槍やりを手にしている。身長差が四十センチはあるんじゃなかろうか。対するルーは刃は渡わたり三十センチほどのショートソードを、両手左右に二本手にしていた。

「始め！」

　審判の白装束が腕を振ふり下おろすと同時にルーが動いた。まっすぐに槍の男の懐ふところへと突進していく。それに反応し、串くし刺ざしにしようと男が繰り出した槍は、ルーの剣けんに弾はじかれてあらぬ方向へと向かってしまう。

　滑り込むように相手に接近したルーの左手が閃き、男の脇わき腹ばらを捉とらえた。

　ドッ！　という鈍い音がして、そのまま槍の男がぶっ倒たおれた。時間にして一分も経たっていない。

　うおおおおおおおおお！　と後ろにいたラウリ族のみんなから歓かん声せいが湧き上がる。

　伊達だてに僕や八重と訓練しているわけじゃない。ルーからしてみればあれぐらいの動きは見切って当然だろう。

　そもそも双そう剣けん使いは俊しゆん敏びんさがものをいう。動きで相手を翻弄し、変幻自在の角度から攻撃を繰り出す。斧や大剣のような重い威い力りよくはないが、その手数で攻める剣けん術じゆつなのだ。

　だからと言って、相手を一撃で仕留めることが出来ないわけじゃない。あのように急所を狙えば可能なのだ。当然、俊敏さに加え、正確さも要求されるわけだが。

　ルーがこちらへ向けて大きく手を振っている。

　こうして僕らの戦いの幕は切って落とされた。




◇　◇　◇




　一日目は順当に勝ち進んでいき、難なく三勝をあげることができた。っていうか、先鋒、次鋒、中堅、のルー、エルゼ、八重以外は戦っていない。全ての試合を三勝で終わらせた。ストレート勝ちである。

　見る限り相手に恵まれたとも言える。総じて大した相手ではなかった。

「この調子で明日もいければいいんだけどな」

　日が暮れる太陽を眺ながめながら僕はつぶやく。ここは神樹域から離はなれた川のそばにある森の中。全ての試合が終わり、みんな食事の用意を始めている。

　試合で負けた部族も帰ることなく、それぞれ食事の用意をしていた。ここまで来たのだから、最後まで観みていくのだろう。

　僕らは城へ戻もどって食事を済ませてもよかったのだが、せっかくラウリ族の人たちが獲物を獲ってきてくれるらしいので、ご相伴にあずかることにした。

【ストレージ】からバーベキューセットを取り出し、炭に火をつけて調理の用意をする。塩や胡こ椒しよう、調味料やソースも取り出した。

　やがてラウリ族の人たちが、兎うさぎや雉きじ鳩ばとのような獲物をいくつももってやって来た。この辺りは『剪定の儀』のとき以外、『審判の部族』しか狩らないので獲物が多いのだそうだ。もちろんこの三日で大量に狩られるが、次の『剪定の儀』までには元の数に戻るらしい。それも精霊の恵みだろうか。

「たまにはこういう野趣溢あふれる料理ってのもいいもんだね」

「そうですね。あ、冬夜さん、こっち焼けてますよ」

　ユミナが甲斐甲斐しく僕の世話をやいてくれる。はたから見たらどっちも女なので、姉妹にしか見えないと思うが。

　肉ばかりだと栄養が偏るので、【ストレージ】からカボチャやタマネギ、ピーマンなどの野菜を取り出した。それを簡単に切ってから金属の串に肉と一緒に刺さし、自家製のバーベキューソースで食べる。美味うまい。

「こういうのは初めてですが、なんか楽しくていいですわね」

　ルーが自分の受け皿に肉を取り分けながら笑う。レグルスの姫ひめとして暮らしてきた彼かの女じよには珍めずらしいのだろう。楽しんでもらえて何よりだ。

　しかし僕としては、相変わらず周りは女性ばかりなので、やはり落ち着かない。楽しむにはちょいとレベルが高すぎる。レスティアの先王陛下なら嬉々として飛び込んでいったろうが。

　と、なにやら後ろの方で騒ぐ声がした。見ると屈強な男たちが殴り合っている。喧けん嘩かか。鬱うつ陶とうしいな、あっちでやってくれんかな。

「これだけの部族が集まっているからな、諍いさかいのひとつやふたつ、日にち常じよう茶さ飯はん事じだ」

　そう言ってパムが串焼きの肉にかぶりつく。ちなみに『剪定の儀』に出場している者に何かあってはいけないので、そういった揉め事は周りの部族の仲間が片付けるのが決まりなんだとか。ってことは、あそこで殴り合っているのは出場者じゃないんだな。まあ、どうでもいいが。

「なんだ、変な奴やつらがいると思ったらラウリ族か」

　喧嘩している奴らの横を抜けて、これまた屈強な男たちがこちらへやって来た。筋肉ムキムキの鍛きたえられた逆三角形の身体。その上に走る傷痕や刺青いれずみが、さらに威圧感を生み出している。その上、頭が丸坊主だったり、モヒカンみたいだったりと、ガラの悪いことこの上ない。

「何の用だ、バルム族」

　パムが肉を噛みちぎりながら鋭するどい眼を向ける。こいつらがバルム族か。

　確かに全員こちらを見下したような目付きで見てるな。ニヤニヤと薄ら笑いを浮かべているヤツもいる。同じ男としてこういった手合いにはなるまいと心に決める。

「今回の『剪定の儀』には出ないと踏んでいたんだがな。なんでも魔ま獣じゆうごときに村のおもだった戦士がやられたそうじゃないか。情けないことだな、やはり女か」

「貴様……倒れていった戦士たちを侮辱するのか？」

　パム以下の、他のラウリ族のみんなが身体を少し沈める。いつでも戦闘態勢に移行できるように。それを察したバルム族も軽く身構える。両者の間に一触即発な雰ふん囲い気きが立ち込める。

「別にそんな気はないがな。ただ俺おれたちバルム族なら魔獣ごときに遅れはとらなかっただろうと思っただけよ」

「は。知らないとは愚かなものだな。お前たちバルム族が束になっても、あの水すい晶しようの魔獣にはかなうまい。全ぜん滅めつするのがオチだ」

「なんだと！」

　売り言葉に買い言葉。ガンのくれ合い飛ばし合い。まさに犬けん猿えんの仲といったところか。

「ふざけるな！　お前たちラウリ族に倒せて俺たちバルム族に倒せないはずがあるか！」

「残念だが、水晶の魔獣を倒したのは我らではない。そこにいるトウヤだ」

「あ!?」

　おいおいこっちに振るなよ。バルム族の視線が僕の方へと一気に向いた。

「この女がか？」

　バルム族の男がこちらへやって来た。一九〇センチはありそうな身長のその男はジロジロとこちらに不ぶ躾しつけな視線を向けてくる。やがて、ニタァッといやらしい笑みを浮かべた。

「なかなかいい女じゃねえか。気に入ったぜ」

「気持ち悪ッ！」

「なんだと!?」

　思わず声に出してしまった。だってそうだろ!?　僕の立場で屈強な男にそんなこと言われたら！　全身に怖おぞ気けが立つ！

「このアマ！」

　怒りに任せた男が僕の方に手を伸ばし、腕を掴つかもうとしてくる。

「触んな！」

「ぐぼぅえ!?」

　男のどてっ腹に蹴りを食くらわせ、数メートル吹ふっ飛とばした。加減なんかできるわけがない。身の危険を感じた！　別の意味で！

「こいつ！」

「やっちまえ！」

　一気に襲おそってくるバルム族の男どもをひょいひょいとかわし、次々と蹴り飛ばしていく。手で殴ったりはしない。だって触るのなんか嫌いやだし！

　なんだろうな、ここまでギラついたマッチョたちに襲われると男とか女とか関係無しに怖こわいわ！　性的な意味で。

「このアマ……全員でかかれ！」

『うおおおおおおおおおおお!!』

　筋肉の津波がやってくる。うええ!!

「【シールド】ッ！」

『ぐふぅっ!?』

　不可視の盾たてに防がれて、飛びかかってきた男たちがそのまま地面に落とされる。あー、気持ち悪かった。

「バルム族も大したことないな。トウヤ一人にこのザマか」

「くっ……」

　残ったバルム族の男たちを、パムが挑発するかのように嗤わらう。おい～、煽あおるなよ。

　残りの奴らも顔を真っ赤にして、怒りの表情を浮かべていた。（外見上は）一人の女にやられたとあっては、男尊女卑の部族としては、憤ふん懣まん遣やる方ないのだろう。

「とっととそいつらを連れて帰れ。むさい男どもに居座すわられると迷めい惑わくだ」

　それについてはパムに同感だ。このままではマッチョ恐きよう怖ふ症しようになりそうな気がする。

「くっ、覚えてろ！」

　倒れた奴らを引きずって、バルム族は引き上げていった。

　うう、気持ち悪かった。不躾な男の目ってあんなに不快感を覚えるもんなんだな。自分もあんなことをしないように注意しよう。

「あれがバルム族？　大したことなさそうね」

「出場者はいなかったようだがな。あいつらはバルム族でも下したっ端ぱだ。まだ成人もしていないガキに過ぎん」

　エルゼに返したパムの言葉に耳を疑う。確か大樹海の部族って十五くらいで成人同様に扱われるんじゃなかったか!?　え、あいつらアレで僕ぼくより歳とし下したなの!?　ものすごいゴツいオッサンでしたよ!?

　ありえん……。アレで中学生くらいってありえんわー……。どんな教育してんだ。なんか食欲なくなった……。







　バーベキューを終えて、数人の見張りを立てて交代で就寝する。

　これは森の獣けものを警けい戒かいするためでもあるが、他の部族からの闇討ちを防ぐためでもある。もちろん全ての部族がそんなことをするわけではないが、中にはそういうことを平然とする奴らもいるらしい。

　僕らだけならば【ゲート】で城へと帰ってもよかったのだが、そう聞いてしまっては無視するのも後味が悪い。

　一応、周りには【シールド】の結界を張っておいて、数名の交代で寝ることにした。【シールド】では一時凌しのぎにしかならないしな。出場者である五人には明日に疲つかれを残してはいけないので、見張りは免除。朝まで休んでもらう。あ、スゥも起きていても仕方がないので寝ねてもらった。

　今は僕の他、数名のラウリ族でパチパチと爆はぜる焚き火を囲みながら周囲に気を配っていた。

　横では先ほどまで見張りをしていたリンゼとユミナが、毛布に包くるまり静かな寝息を立てている。

　ふと、奇妙な感覚を感じた。この気配は……。

　立ち上がり、森の奥おくへと足を向ける。一緒に見張りをしていたラウリ族の人たちが、一いつ瞬しゆんだけ目を向けたが、トイレかと思ったようで、特に何も言ってこなかった。

　闇夜の森の中を、奥へ奥へと進んで行くと、だんだんとその気配が強くなってくるのがわかる。間違いない、これってラミッシュの時の……。

　森の奥の開けた場所で立ち止まる。

　いる。ここに。この場所に。

「僕の声が聞こえるか？」

　闇の中の僕を月光が照らし出す。ざざざざ、という木々のざわめきが辺りを包む。

　月光の中にぼんやりとした緑色の光が浮かんだ。

『貴方は誰ですか？』

　緑色の光が少しずつ形を変えていく。やがてそれはエメラルド色の髪かみをした少女の姿へと変化していった。着ているワンピースのような服を含め、全身が緑色の燐りん光こうを発している。開いたその双そう眸ぼうも翡ひ翠すいのように輝いていた。

「精霊……だな？」

『はい。私はこの大樹海を司る大樹の精霊。大神樹の化身でもあります』

「やっぱりか。ラミッシュで戦った闇の精霊と気配が似てると思った。まあ、あっちはもっとドロドロとして澱よどんでいたけど」

　大神樹からも少しではあるがその気配を感じていたが、今の方がよりはっきりと感じられる。こんな風に顕現しないとそこまでは感じられないのだろうか。

『戦った？　闇の精霊と……？　では、あの子を解放してくれたのは貴方ですか？』

「解放っていうか、ぶっ飛ばして浄化したんだけど」

『精霊は不滅の存在。やがて闇の精霊もまたこの世界に戻って来ることでしょう。それよりも……貴方は誰ですか？　その姿は見せかけの姿ですね？　そして全身から僅かに漏れるその力はいったい……？』

　ん？　ああ、ひょっとして神力とやらが見えているのか？　【シールド】とかさっき魔法を使ったしな。そのとき神力が漏れたのかもしれない。【ミラージュ】を解除し、元の姿を晒す。

「僕は望もち月づき冬夜。ここから北の、ブリュンヒルド公国で王様をやってる。ちょっと複雑な事情があって変な体質になってるけど人間だよ」

『それはいったいどういう……？』

　大樹の精霊が困惑の表情を浮かべる。うーん、どうするかな。説明が面倒だ。神様のことを言ったところで信じてもらえるかわからんしな。

　かといってわざわざ神様に来てもらうわけにも……って、ああ、いたな、もう一人の神様が。ちょっと不安だが。

【ゲート】を開き、ブリュンヒルド城のベッドで眠ねむっていたその人物と一緒に再び森の中へと転移する。

「あいた！　な、なんなのよ!?　あれ、冬夜君なのよ？」

　ベッドが急になくなり、森に落ちた花か恋れん姉さんが寝ぼけまなこで辺りを見回す。ピンクのハートマークいっぱいのパジャマってどうなのか。

　よくよく考えたら下級神とはいえ、かなり雑な扱あつかいをしてるな、僕。この人（神）を見てるとそんなに偉そうに感じないんだよねえ。いいかげんだし、イタズラ好きだし、つまみ食いはするし、わがままだし。

　だけど憎めないのは、弟扱いしてくるから、僕も家族のように感じてしまっているからなのかもしれない。

「花恋姉さん、神様みたいなピカーッてのできる？」

「ほえ？　ピカーッ？　『神しん威い解かい放ほう』のこと？」

「たぶんそれ」

　こう？　と姉さんが全身から眩まばゆい光を解き放つ。神様ほどじゃないけど、やはりすごい。ああ、やっぱりこんな人でも神様の一人なんだな、と感じられる。

「……なにか失礼なことを考えているのよ？」

「すいまひぇん。はにゃしてくらはい。ごみぇんなひゃい」

　ホッペをつねられた。痛い。

　解放された頬ほおをさすっていると、その横では地面に跪ひざまずき、土下座状態の大樹の精霊がいた。

　やっぱり精霊にも効くんだなあ。神の威光は健在なり。花恋姉さんでも。

「またなにか失礼なことを考えているのよ？」

「ごみぇんなひゃい。にゃんでわかりゅの？」

　神、侮あなどり難がたし。







『では冬夜様は花恋様の……』

「地上での弟なのよ。神力も世界神様から授けられたものなのよ」

　それは嘘うそ。授けられたんじゃない、偶ぐう然ぜんの産物です。うっかりミスです。

　まあ大樹の精霊も納なつ得とくしてるみたいだし、別にいいけどさ。

『そんな方がなぜ「剪定の儀」などに……』

「身内が出場するから応援にね。あ、審判は公平にお願いします」

『はあ……』

　もっとも、審判をするのはジャジャ族だから関係ないのかもしれないけど。

　あと、どうやら花恋姉さんは神力を完全に絶つことができるらしい。僕の場合、それができないので大樹の精霊に気付かれたようだ。まあ、害はないみたいだし、そのうちできるようになるとのことだから放っておくか。神力というのは教えてどうなるものでもないらしいし。

「それにしても『剪定の儀』？　これってお祭りなのよ？」

『初めは揉め事を解決する手段として決闘があったのですが、私が加護を与え、生命を守るようになりました。今では確かにお祭りですね。名めい誉よと利権が絡からみますが』

「確か大樹の精霊は生命を育む特性を持っていたっけ。なるほど、納得なのよ」

　ふむ。大樹の精霊は生命を保護する力を持っているのか。それでも死人が出てるところを見ると、それも万能ではないみたいだけど。

　誰も彼も守れたら、大樹海で部族同士の争いなんかないだろうしな。

「面白そうだし、私もその『剪定の儀』を観て行くのよ。八重ちゃんたちが出るなら応援もしないと！」

「え!?　帰んないの!?」

「……人を無理矢理呼び寄せといて、その言いぐさはちょっとイラッとするのよ？」

「あだだだだだだだだだだ！」

　またつねられた。







『剪定の儀』二日目。

　勝ち残った部族同士が、再びその武勇を競う。今日は二回戦い、勝ち残った八部族が明日の決勝日へと駒を進めるらしい。

　正直に言って、ラウリ族の相手になりそうな部族は今のところまだ見かけない。

「そういえば前回の『剪定の儀』ではどこが勝ったんだ？」

「パナウ族と言うそうですが、すでに敗退しているそうですよ」

　ありゃま。まあ、前回から十年も経ってたらメンバーも変わってるかもしれないしな。

　中にはけっこう強そうな部族もいたが、たぶん総合的にこちらの方が勝まさっているような気がする。うちのチームで一番弱いのはおそらくルーだ。それよりちょっとパムが強くて、その上にエルゼ（【ブースト】無し）が、八重とヒルダがそのさらに上と言ったところか。エルゼは【ブースト】を使えば八重たちに並ぶ強さだしな。

　この面子メンツで三人負けるってのはちょっと考えられない。けど、武器や対戦相手との相性ってものもあるからな。例えば斧おのを使うパムに敏びん捷しよう性せいの優れた短たん剣けん使いとか、リーチの短いエルゼに槍使いとか。戦う順番によっても変わってくる。

　そういったことを含ふくめてなのか、今日は昨日とは違ちがった順番だった。先鋒は八重、次鋒はパム、中堅はヒルダ、副将はエルゼ、大将はルー。

「ほらほら八重ちゃんの試合が始まるのよ！　応援するのよ！　かっ飛ばせーッ、や・え・ちゃーん！」

「姉さん、野球じゃないんだから……」

　僕の横ではしゃぐ花恋姉さんはちゃっかりとラウリ族の衣装に身を包んでいた。まあ、あのパジャマのままいられても困るけど、こっちのもな……。

　花恋姉さんはかなりスタイルがいいのである意味目立ち過ぎる。女め神がみなんだから当たり前といえば当たり前なんだが……。

　そんなことを考えていたら、あっさりと八重が相手を倒してしまった。この試合は大丈夫そうだな。八重に先鋒が負けた時、対戦相手のチームが驚いてたところを見ると、先鋒の奴はチーム内では強い方なのだろう。それが八重にあっさりと負けるぐらいの強さなら敵じゃないんじゃないかな。

　事実、そのままパム、ヒルダとストレートで三勝してしまった。

「しかしなんだな……。みんなこんなに強かったっけ？」

　そりゃ毎日のように訓練してたし、たまにギルド依い頼らいとかもこなしてたけど。地下に造ったトレーニングルームとかで鍛えてもいたけど、ここ数ヶ月でのみんなの成長速度は目を見張るものがある。

　そんな僕の呟つぶやきに花恋姉さんが首を傾かしげる。

「んん？　ひょっとして……『眷けん属ぞく』化してるのよ？」

「『眷属』化？」

「んー、『神力』ってのはそのまま『神の力』なんだけど、冬夜君はまだ覚醒もしてないし、しないかもしれないのよ。でも言ってみれば半分神様……半神のような状態なのよ」

　え……そこまでいってるの!?　確かに神の身体に近くなってるとは聞いてたけど。なんかどんどん人間離れしていってるような……。

「そんでね、眷属化っていうのは、神の加護を受けることなのよ。冬夜君が家族のように思ってる人たちに無意識に神力を分け与えているのよ。微々たるものだけど、『神の愛』とでも言うところ？　そんな感じなのよ。大きく言えば、私たちだって世界神様の眷属、家族なのよ」

　ああ、なんとなくわかるような気がする。確かに僕はみんなを家族だと思っている。守りたいと思う。それが眷属として力を与えているのか。なるほど、恋れん愛あい神しんの花恋姉さんは、世界神様の眷属とも言えるわけだ。

「あの子たちが『神力』に目覚めることはないと思うけど、なにか特殊な力を身につける可能性はあるのよ。たぶんこのままいけば確実に人類最強クラスの域に達するのよ」

「そんなに!?」

「『神の愛』を舐なめたらいけないのよ？　『神に愛された存在』ってのはそういうことなのよ。ちなみに当然ながら冬夜君に嫌きらわれたら効果は無くなるのよ」

　いや、それは無いと思うけどね。みんなを嫌いになることなんてあり得ないし。しかしとんでもない付ふ与よ効果だな……。

「と、言っても半神レベルだからそんなに……あ」

「？」

「んんー、あれ？　そういうことか、なのよ？　むむう。ま、いいか、なのよ」

「一人で納得してないで。ちゃんと説明してくださいよ」

　なんか腕うでを組み、首を捻りながら一人でぶつぶつ言い始めた花恋姉さんに思わずツッコむ。

「あ～、たぶん、あの子たち……冬夜君の眷属になってると同時に私の眷属にもなってるのよ」

「え？」

「私は冬夜君を弟として、家族として捉えているのよ。そして、そのお嫁よめさんである彼女たちも家族として見てるのよ。冬夜君ほど愛してないにしろ、ね」

　ああ、そういうことか。半神に恋愛神、二人分の『神の愛』ってわけだ。確かに仲いいもんな。まあ『お義姉ねえ様』なわけだし。

「……どうかしたんですか？」

　僕らの様子が気になったのかリンゼが声をかけてきた。応援の歓声で話の内容は聞こえていなかったのだろう。ま、聞こえていても意味がわからなかったろうが。

「や、なんでもないよ」

「冬夜君がリンゼちゃんを愛してることを確かく認にんしていたのよ」

「そっ！　そうです、か。わっ、私も、あっ、あい、愛してまっ……！」

「あ～、可愛かわいいのよー！　ぎゅー！」

　真っ赤になって噛かみながら言葉を紡ぐリンゼに花恋姉さんが抱きつく。

　なるほど。確かに『神の愛』を受けているようだ。『眷属』になるのも頷うなずける。

「冬夜さん。見てください、あれ」

「ん？」

　観戦していたユミナに袖を引っ張られ、指し示す先を見ると、あるステージで二人の男が戦っているのが見えた。大剣を振り回まわす大男とそれをひらりひらりと躱かわす棒術使いの坊主頭の男。

　大男の方は明らかに大樹海の部族だが、棒術使いの方は違った。あの肌はだの色は東方人か？　僕らと同じく助すけっ人となのだろうか。

　避よけられ続け、明らかに大男は体力を消耗している。その隙すきを見み逃のがさず坊主頭の棒が鋭い突つきとなって、見事に大男の胸を穿つ。そのまま大男はぶっ倒れ、坊主頭の男が勝利した。倒れた相手に一礼し、男は自じ陣じんの方へと戻っていった。

　強いな。なかなかの腕だ。あの強さを買われて助っ人として呼ばれたのだろうか。……まったく関係ないけど『坊主が棒術』って早口言葉になりそうだな。三回言えない。

　馬ば鹿かなことを思いながらそのままそのステージを見ていると、またしても坊主頭の陣じん営えいから大樹海の部族ではない人物が出てきた。代表者として出場している以上、その部族に仲間と認められているのだろうが、その女性を見て驚いた。

　金の瞳ひとみに尖った耳、赤褐色の肌とそこに浮うかぶ鱗うろこの模様。そして短い黒髪から伸びる二つの角と腰こしのあたりから生えた太い尻尾しつぽ。あれは……。

「竜りゆう人じん族ですね」

　ユミナが小さく呟く。竜人族。あれがか。確か亜人の一種でミスミドの主要七種族のひとつだったか。

「竜人族は数が少なく、ミスミドの主要七種族の中でも最も数が少ない種族です。ですが、高い戦せん闘とう能力を持ち、誇ほこり高い武人の種族だとか。私も初めて見ます」

　そういやミスミドに行ったときも見たことなかったっけ。なんでも竜人族は政治的なことは無関心で、その興味のほとんどが戦闘と修行に集約されているんだとか。なのでミスミドの重要職にもついておらず、僕も会ったことがなかった。

　彼女が手にしているのは鈍色のガントレット。エルゼと同じ武闘士か。

　試合が始まると同時に、竜人族の女性は、たん、と軽く一歩踏ふみ出だしたかのように見えた。が、次の瞬しゆん間かん、相手の斧使いの目前まで一足飛びに迫せまっていたのだ。そして間髪容いれず、右の掌しよう底ていを突き出した。ゴッ、という音と共に触ふれてもいない相手が吹っ飛んで場外へ落ちる。

　なんだありゃあ……。『発はつ勁けい』ってやつか？　ステージ上で使ったんだから、魔ま法ほうじゃないんだろうけど。

　坊主頭の男と同じように一礼して自陣に戻る。礼儀正しい武人だな。日本の剣道、柔じゆう道どうのように、倒すべき相手に対しても礼儀を持って接する流派なのだろうか。

「こりゃあ、簡単に勝ち抜けるわけでもないようだな」

「みたいですね」

　他のステージも見てみると、やはりちらほらとだが、実力派が見え隠れする。しかしそれでも先ほどの二人が群を抜ぬいているような気がするな。

「なあっ!?」

　会場を見回していると、横の花恋姉さんが変な声を上げた。なんだ？　なんかおかしな出場者でもいたか？

　花恋姉さんの視線の先には剣と剣で戦う二人がいた。一人は大樹海の部族。そしてもう一人はこれまた他の国の助っ人のようだった。白磁の肌にショートカットの紫むらさきがかった銀髪。片手に剣を携え、相手の攻こう撃げきを巧たくみに捌さばいていく女性剣士。

「なんだありゃ……」

　すごい。何がすごいかってあの女性は一歩も動いていないのだ。真後ろからの攻撃もまるで見えているかのように背中へ回した剣で防いでしまう。なにをどうやったらあんなことができるのか。しかも全すべて片手しか使っていない。

　好きに攻撃をさせてやり、やがて対戦相手が動かなくなると、軽く肩かたを剣で叩たたいておしまいにする。それだけで相手は立ち上がることなく、女性剣士の勝利が決定した。

　おいおい、まったく動かないで勝っちゃったよ。相手が弱いってわけじゃなかったと思うんだが……。

　しかしその女性剣士の部族は他の三人が破れたため、ここで敗退となった。

「んもー、なんでこんなところにいるのよ、あの子は」

「え？」

　花恋姉さんと知り合いなのか？　ステージから降りて神樹域から出て行くその女性の後ろ姿を見ていると、不意に振り返り、軽く手を上げて僕に向かって微笑んだ。

　んん？　あれ？　僕のことも知ってる？

「冬夜君、ちょっと来るのよ。ユミナちゃん、冬夜君をちょっと借りるのよ」

「え？　あ、はい」

　花恋姉さんに連れられて、神樹域の外に出る。だいぶ外れの大木の下で、先ほどの女性が腰に手をやり、不敵な笑えみを浮かべて待ち構えていた。

「や」

「や、じゃないのよ。なんで貴女あなたがここにいるのよ？」

　怒おこるというより呆あきれたような表情で花恋姉さんが腕を組み、女性剣士と対たい峙じする。それに対してまったく臆することなく女性剣士はカラカラと笑って返した。

「表向きは君の手伝い。本音は面白おもしろそうだったから」

「んも～」

　気安く声をかける女性剣士に僕はひょっとして、と、ひとつの考えを浮かべる。まさかだか……それ以外考えられない。

「花恋姉さん……この人ってもしかして……」

「ん。お仲間。剣神なのよ」

「剣神!?」

　やっぱりか！　しかも剣神って、僕のことを面白がって見ていたっていう、神々の一人だろ!?

　おいおい、神様たちって暇ひまなのか？　いや、従属神を捕とらえるってのが仕事みたいだけど、なんか都合のいい言い訳にしているような……。

「初めまして、かな。ちょくちょく地上を覗いていたから、私はそんな感じはしないんだけどね。冬夜君」

「はあ……初めまして、望月冬夜です」

「ああ、よろしく。それにしても恋愛神。『花恋姉さん』ってのは何だい？」

「地上ここでは私は冬夜君のお姉さんなのよ。望月花恋。ふふん、いいでしょう？」

　えっへん、と胸を張る花恋姉さんだが、自慢するようなことじゃないから。自慢するようなことじゃないのに、剣けん神しんのお姉さんの反応は違っていた。

「いいな～。あ、じゃあ私もお姉さんで」

「ダメなのよ～。お姉さんは私のポジションなのよー」

　ふざけるように花恋姉さんが笑いながら顔を背ける。それに対して剣神のお姉さんは拝むように手を合わせた。

「いいじゃないか。あ、じゃあ二番目のお姉さんだから、君の妹ってことでさ。頼たのむよ、花恋姉さん」







[image: ]







「私が一番上のお姉さん？　なのよ？」

「うん、そう。私が妹」

　花恋姉さんはうう～ん、と考えるそぶりをしながら、ちら、と僕らの方へ視線を向ける。なに、この小芝居。

「まあ、それならいいのよ。特別なのよ？」

「やったね。と、いうわけで私もお姉さんだからよろしく」

　剣神、もとい二番目のお姉さんが笑え顔がおで僕に向き直る。

　わけのわからんうちに姉がもう一人増えました。……なにこれ？




◇　◇　◇




「冬夜さんの二番目のお姉さん、ですか!?」

「そうなのよ。名前は望もち月づき諸もろ刃は。諸刃ちゃんなのよ。私の妹なのよ」

「よろしく」

　剣神……もとい諸刃姉さんは花恋姉さんに紹しよう介かいされて、リンゼと握あく手しゆしていた。突とつ然ぜんの姉出現にみんなびっくりしている。わかるよ。僕もびっくりしました。

「ご挨あい拶さつが遅れました。私わたくしたちは冬夜さんと婚こん約やくさせていただいた者で……」

「知ってるよ。君がユミナで、こっちの子がリンゼ、その子はスゥだね」

「私たちのことをご存知で？」

「ああ、上からよく見て……」

「ああっとぉ！　花恋姉さんから手紙で教えてもらってたんだって！」

　余計なことを言いそうになった新しい姉に割り込み、なんとか誤ご魔ま化かす。この姉さん、ちょっと場の空気を読まないところがありそうだ。天然か？

　諸刃姉さんは花恋姉さんと同じくらいの美人さんだが、花恋姉さんがどちらかと言うと可愛いタイプなのに対し、諸刃姉さんは凛り々りしいタイプの美人だ。

　長身だし、いちいち動きが洗練されているというか。歌劇団的なところに居てもおかしくないレベルだな。

「しかし、なんで冬夜の姉君がこんなところにいたのじゃ？」

「んー、ちょっと面白そうだったから無理矢理参加してみたんだけどね。勝ち抜き戦じゃなかったから負けてしまったんだ。まあ、ここに来たのは武者修行のため、かな」

　諸刃姉さんは適当な理由をでっち上げ、スゥの質問を躱す。

　この人、本当に上から見ていて面白そうだったから地上に降り立ち、ある部族に無理矢理入り込み、しれっとその一員として戦っていたらしい。どうもその部族には仲間だと思わせていたらしいな。催眠術みたいなもんか？　いや、神様なんだしなんでもアリか。

　基本的にこの二人、地上の出来事に本来なら干かん渉しようできないはずなのだが。

　まあ、『神』として干渉できないのであって、あくまで力を持った『人間』としてなら干渉できるっぽい。身体能力も『あくまで』人間基準らしいし。達人どころか化け物クラスだけどな。

　だから「フレイズを全滅させて下さい」とか「ユーロンを復興させて下さい」なんて頼んでも無理。だいたい、自分の得意分野以外駄目人間（神？）っぽいしな……。

「武者修行というと、ひょっとして冬夜さんに剣を教えたのは諸刃義姉ねえ様ですか？」

「あー……まあ、そんなとこだね。冬夜君のは色々自己流のも入ってるけど」

「剣の腕なら諸刃ちゃんに敵かなう相手なんかいないのよ。世界一なのよ」

　花恋姉さんが自分のことのように自慢する。そりゃそうでしょうよ。神様なんだからさ。ああ、でもこの姉さんにうちの騎き士し団だんを鍛えてもらうのもアリか……。

　ただ『剣神』って言うくらいだから、ひょっとして槍やりとか斧とかはダメなのかもしれないけど。『短剣』とか『双そう剣けん』ならギリ大だい丈じよう夫ぶとか。あとで聞いてみるか。

「お、八重たちの試合が始まるぞ。これに勝ったら明日の最終日に出場できるのじゃろ？」

　スゥの声に思考するのをやめ、ステージの方へ意識を向ける。これでベスト８が決定して、明日で『樹王の部族』が決定する。つまり現在ベスト16が出で揃そろっているわけだ。

「なんだかんだでバルム族も勝ち残ってるのな」

「私たちに絡んできた人たちと違って、出場者は流石さすがに強いみたいですよ」

　まあ、当たり前か。昨日の奴やつらと同レベルでこの場にいたとしたら、よほど組み合わせに恵まれたとしか思えない。

　おっと、あんな奴らより八重の試合を見ないと。

　八重の対戦相手は両手にトマホークを持った全身刺青いれずみだらけの男だった。

　試合開始と同時に男が八重へと迫り、右手の斧を一いつ閃せんする。それを八重はバックステップで避けて、追撃する男の攻撃を右に左にかわして、距きよ離りをとって動く。

「八重の勝ちだね」

「え？」

　面白そうに小さな笑みを浮かべて諸刃姉さんがつぶやいた。

　ステージ上では男がだんだん八重を追おい詰つめていた。しかし、八重は焦る様子もなく、斧を避け続けている。何か狙ねらってる？

　やがて八重が動いた。トマホーク男が振ふり回す斧を避けて、跳ね上げるように刀でトマホークの柄えを切断する。切り飛ばされた斧の刃はステージ場外へと飛んでいった。返す刀でもうひとつの斧も切り落とし、唖あ然ぜんとした男のガラ空きの胴へ、八重の刃が閃く。

　その一いち撃げきで男の敗北が決定した。

「八重のあの刀じゃ斧のような破は壊かい力りよくがある武器とは切り結ぶわけにはいかない。刀が破損する可能性もあるからね。そのまま攻撃しても斧で防がれたら、同じこと。だから逆に斧を無効化するタイミングを狙ってたんだろう。しかし、防ぼう御ぎよさえもさせずに一気に抜き打ちを決めれば、もっと早く済んだのにね。あれはちょっと遊んでいたな。振り回す斧を切り落とせるか試したんだろう。そこらへんがまだまだかな」

　お、おお。よくわからないが諸刃姉さんがなんか語っとります。さすが剣神、始まってすぐそこまでわかったみたいだ。

　試合の方は、続けてパム、ヒルダとこれまたストレートで勝ち、ラウリ族は最終日へと駒こまを進めた。

　危なげなく最終日までいけたか。

「ん？」

　なにげなく他のステージを見てみると、バルム族が奇き妙みような部族と対戦していた。

　痩やせぎすな身体からだつきに、猫背気味な姿勢。長い爪つめの付いた手甲をつけ、顔には奇妙なマスクをつけていた。マスクと言っても仮面の方ではなく、顔の下半分を覆う防ぼう塵じんマスクのようなものだ。一瞬、どこの腐海へ行くのかと疑うようなマスクだ。

　どことなく目つきも怪あやしい。なにか狂気を孕はらんだような光さえも感じられる。

　バルム族の方は槍を構えた大男だったが、このマスクの男に攻撃を受けたのだろう、身体中に細い爪痕が無数に走っている。

　バルム族の男が槍を放つが、足元がおぼつかない。だいぶ体力を消耗しているのだろうか、呼吸も荒あらく、汗あせもダラダラと流している。

「ふむ、毒か」

「え!?」

　諸刃姉さんがさらっと口にした言葉に驚おどろいてしまう。毒って……ひょっとしてあの爪に塗ぬられているのか？

「生命いのちを奪うばうほどのものではないな。せいぜい手足の痺れ、体力消耗、軽い目眩めまいといったところか。どうやらステージ自体にも散布されているようだね」

「毒の使用ってルール違反じゃないのか？」

「いや、魔法は禁じられているが、それ以外は特にない。部族の誇りを穢す行こう為いは禁止とされているが、毒の使用は微妙なところだね。獲物を毒で仕留めることなど、よくある狩猟法だし」

　そう言われるとそうか。でも、なんだかなあ。卑ひ怯きよう者ものって感じがしてしまう。確かにあのマスクの部族は身体的に優すぐれているとは言い難い。それをカバーするために毒を使う狩猟法が確立されていったのかもしれないけど。

　得意な分野で勝負するのは悪いことじゃない……のかなあ。

　動きが鈍にぶくなったバルム族の男に、猫背の男が素早く踏み込み、その腹へ右爪の突きが叩き込まれる。それで終わりだった。

　そのまま為なす術すべもなく男尊女卑のバルム族は、毒を操あやつるリベット族に次々と敗れ、あえなく敗退したのである。

「負けてしまいましたね、バルム族」

「これでラウリ族の懸念はとりあえず消えたわけだ」

　少なくともバルム族が『樹王の部族』となって、ラウリ族に不利な掟おきてを強いることだけは防げたわけだ。

　しかし、あの毒は厄やつ介かいだな。直接攻撃を食くらわなくても、ステージ上に散布された毒を吸い込んでしまったら同じことだ。それを狙ってか、先鋒戦ではわざと時間をかけて戦っていたような気がする。他の四人にも毒が回るのを待っていたのだろう。

　幸い、精霊の加護のおかげでそのステージ以外に毒が漂い、撒まき散らされるようなことはなかった。

　しかし、逆に言えば、精霊や審判も毒の使用を認めたとも言える。毒のステージにいた審判も巻き込まれているのにな。まあ、生命に関わるほどではないらしいから、数時間で回復するみたいだ。

　だが、戦う上ではその程度の毒でも致命傷になりうる。なにか八重たちには対たい抗こう手段を持たせた方がいいだろうな。明日当たるかもしれないんだし。

　あのリベット族は今までに『剪定の儀』に参加したことがなかったのかと尋たずねると、元々は違う部族から分かれた新興の部族なんだそうだ。元々、毒も使う、程度の狩猟をしていた部族から、それに特化した部族が生まれたわけか。

　この大樹海の部族というのは、一族と言うよりも、いわば村とかコロニーのようなものであるから、独自で新しい部族が生まれることもあれば、合併吸収され消える部族もいるらしい。

「お」

　別のステージでは昨日見た竜人族の女性武闘士が戦っていた。相変わらず坦々とした動きで、無む駄だのない戦いをするな。あ、また相手が吹ふっ飛とばされた。

　っと、今のが三試合目だったのか。ストレートで勝ち抜き、この部族も明日の最終日に進んだわけだ。

　さすがベスト８に入るだけあって、勝ち残ったのはどれも一癖くせも二癖もあるような部族ばかりだ。頭からジャガーの毛皮を全身にまとった部族や、骨で作られた武器をメインにした部族など、バラエティに富んでいる。

　明日からはちょっと大変かもな。







「本当にやるの？」

「遠えん慮りよはいらないよ。かかっておいで。あ、一応魔法は無しでね」

　出場していた八重たちに、諸刃姉さんを紹介したそのあと、ヒルダとか八重がぜひ手合わせを、と言ってきた。

　剣の腕うで前まえを花恋姉さんが吹聴したもんだから、どうやら火がついたらしい。しかし、仮にも『剪定の儀』出場者である彼かの女じよたちを戦わせるわけにはいかない。明日は大事な試合があるのだ。何かあったら困る。

　それでも諸刃姉さんの腕前を見たいと懇こん願がんするヒルダや八重たちに押おし切られた形で、夕食後に模も擬ぎ戦せんをすることになったのだが。

「なんで僕ぼくが相手？」

「だって他にいないだろう？」

　いやまあそうですけど。八重たちを抜いたらユミナやリンゼにやらせるわけにもいかないし。

　仕方ない、僕も少しは気になってたし、やらせてもらうか。刃引きしたミスリル製の模も擬ぎ剣けんを握り締め、諸刃姉さんと対峙する。

「すぐ終わらせたりはしないから、全力でかかっておいで」

「それじゃあ、いかせてもらいますか、ねっ、と！」

　とりあえず物は試しと真まっ直すぐ突進して真っ向から剣を振り下おろす。それを姉さんは軽く受け流し、身体を回転させながら僕の背後に回り込んで、横よこ薙なぎに剣を振るってきた。身体を屈かがめ、それをやり過ごしながら切り上げた剣筋は、あっさりと躱された。

　再び正面から対峙して、今度はフェイントをかける。右の胴を狙うと見せかけて、剣を跳ね上げ、右みぎ腕うでを狙う！　が、逆に体当たりをかましてきた姉さんにバランスを崩くずされ、危うく倒たおれそうになったので、そのままの勢いで地面を転がり距離を取る。追撃をしないところを見るとまだまだ本気じゃないようだ。

　余よ裕ゆうの笑みを浮かべているあたりがちょっと悔しいな。こうなったら全力でいかせてもらいましょう！







「参りました……」

　地べたに大の字になりながら白旗を上げる。無理。も～無理。何回か掠かするくらいはできたけど、決め手になる一撃は入らなかった。魔法を使ってもいいならなんとでもなるけど、剣けん技ぎというものにおいては勝てる気がしない。さすがは剣の神様なだけはある。

「いや、思ったより危なかったよ。ちょっと本気を出してしまったしね。しっかりと修行を積めば私と同じ域に達するんじゃないかな？」

　いあいあ～。二代目を継ぐ気は無いので。正直、そこまで剣技を極めても、戦う相手は貴女ぐらいしか思い当たりませんし。

「二人の剣筋がほとんど見えなかったでござるよ……」

「わ、私も……。す、凄いです、二人とも……」

　ヒルダと八重が茫然としながらもそんなことを口にしている。凄いと言っても僕と姉さんの間には、かなり高い壁かべがあるぞと言いたいが、そんな余力も残ってやしない。

「へえ、『ほとんど』ってことは『多少は』見えたんだね？　なかなか有望じゃないか、二人とも」

　楽しそうにヒルダたちを眺める諸刃姉さん。対する二人はキラキラした瞳で目の前の剣神を見上げている。多少なりとも認められたことが嬉うれしいのだろうか。

「そのうち二人とも手取り足取り教えてあげるよ。しばらく冬夜君のところにお世話になるつもりだから」

「本当ですか！　諸刃お義姉ねえ様！」

「義姉あね上！　感謝するでござる！」

　さらにキラキラした眼まな差ざしを向ける二人。剣神の信者が二人誕生したよ。

「むう～。諸刃ちゃんに義妹いもうとを二人取られたのよ……」

「わっ、私は、花恋お姉さんのこと、尊敬してます、よ？」

「リンゼちゃ～ん。いい子いい子、ぎゅーなのよ～」

　なんかわからんが花恋姉さんがリンゼに抱だきついている。ルーも二人ほどではないが、諸刃姉さんに興味を持っているようだ。まあ、彼女の場合、二人ほど剣けん術じゆつバカじゃないからな。

　なんとか身体を動かせる程度には復活したので【リフレッシュ】をかけて、体力を回復する。ふう。僕もまだまだってことか。

　いつの間にか周りにギャラリーができていた。あんだけ派手に打ち合っていれば当然か。

「誰だれだ、あれは？」

「ラウリ族の客人たちらしい。だが出場者じゃないそうだ」

「あれだけの実力があって……なんでだ？」

「知るか」

　耳元にギャラリーたちのヒソヒソ話が聞こえてくる。答え。男だからです。

　遠巻きにこちらを見ている奴らの中に、あの坊主頭の棒術使いと、竜人族の女性武闘士がいた。

　僕の視線に気付くと坊主頭の方は軽く頭を下げて会え釈しやくをしたが、女性武闘士の方はこちらをじっと見つめていた。おや？　右目は金の瞳だが、左目は赤い瞳……ひょっとして魔ま眼がん持ちか？

　そのまま彼女はこちらを見ていたが、その後ろに物ぶつ騒そうなものを発見した僕は、腰のブリュンヒルドを抜き、躊躇ためらわず引き金を引いた。

　銃声が響き渡わたり、竜人族の背後にあった大木から、ドサッと一人の男が落ちてくる。麻ま痺ひ弾だんで麻痺したまま落ちてきたのだ。倒れ落ちたその場へ向かうと、そいつの手には弓矢が握られていた。こいつは明らかにさっき、竜人族の女性を狙っていたのだ。

「見み憶おぼえは？」

　僕の背後に立つ竜人族の女性に倒れている男を指差して尋ねる。

「……先ほど対戦した部族の一人です」

　なるほど。逆さか恨うらみか。負けた腹いせの意趣返しと言ったところか。『審判の部族』のジャジャ族が来て、動けない男を引きずっていった。

　闇討ちもよくあるこの『剪定の儀』ではあるが、当然のこと、それが発覚すれば手痛いペナルティも存在する。それが次回の『剪定の儀』への出場停止処分だ。そんな不ふ名めい誉よを突きつけられたその部族の怒りはその犯人へと向かい、村からの追放はまず間ま違ちがいない。

　村を追い出され、この大樹海で一人で生きていくのだ。それが罰となる。

「助かりました。私はソニア・パラレムと申します。ルルシュ族に厄介になっております」

　そう言って竜人族の女性、ソニアさんは頭を下げてきた。

「自分は蓮れん月げつと申します。ソニアさんの危ないところを助けていただきありがとうございました」

　坊主頭の棒術使いもそれに倣ならい頭を下げてくる。蓮月……ひょっとしたらユーロンかイーシェンの人か？　黒くろ髪かみというか、髪自体がないからわからないけど。あ、でもよく見ると眉毛は黒いな。

「蓮月さん、出身は？」

「え？　イーシェンですが、それが？」

　よかったー。ユーロンだと何かと面めん倒どうだからな。八重の時もそうだったが、イーシェンの人たちは旅好きが多く、武者修行をして世界を回る人たちも多い。

　逆にユーロン人はあまり諸国を巡るようなことはしない。というか、かつての国政で他国へと渡ること自体が困難だったのだ。困難というかいろいろ面倒くさい手続きをしなければならず、そんな思いをしてまで外国へ行こうとは思わなかったんじゃないかと。いろいろ情報規制もされていたようだしな。

　ま、それももう崩ほう壊かいしたわけだから、難民が次々と国を捨てて他国へと流れているわけなんだが。ほとんどがフレイズに殺されてしまったので数はそれほどではないらしいが、受け入れる国としては頭の痛いところだろうな。

「僕は望月冬夜。ラウリ族の客人でして、えっと……？」

　自己紹しよう介かいをしようとしたらまたしてもソニアさんにじっと見られてしまった。あれ？　ひょっとしてなにか魔眼が発動してる？

「あの……なにか？」

「……こういうのを聞くのはなんですけど、なぜそんな女性の姿を？」

　あれ？　ひょっとして【ミラージュ】が効いてない？　こそこそっとソニアさんに小声で尋ねると、彼女は小さく頷いた。

「あ、いや。そういう趣味の人がいることは知っていたのですが、ちょっと驚いてしまって……」

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってちょっと待って！　違ちがうから！　誤解だから！」

　このままでは女装趣味の男として認にん識しきされてしまう。女装っていうか幻なのに。僕は二人を人気のないところへ連れていき説明をした。

　ラウリ族として出場しているわけではないから、部族の誇りを穢していることにはならない。他の人にバレたところで僕が観戦できなくなるだけだから、バラしても別にいいだろ。いざとなったら【インビジブル】で透とう明めい化かして観戦するって手もあるし。

「っていうか、幻術が効かないのはその魔眼のせい？」

「はい。私の魔眼は幻覚などを打ち消す力があります。魔法による視覚効果もこの右目には効きません」

　なるほど。光魔法による閃光の目つぶしなんかも右目だけはキャンセルされるのか。いや、常時発動してるわけじゃないだろうから、不意をつけば効くかもしれないけど。

「まあ、たいしたことじゃないけど、黙だまっていてくれると助かる」

「では、先ほどはこちらが助けてもらいましたから、これで貸し借りなしということで」

　お、話がわかるね。意外とこの二人話しやすく、穏やかな性格のようだ。二人に聞いたところによると、二人は冒ぼう険けん者しやで武者修行中なんだそうだ。旅の途中、厄介になったルルシュ族の『剪定の儀』出場者が病気で二名出られなくなり、代わりに助っ人を申し出た、とこういうことらしい。

「先ほどの冬夜さんの手合わせを見せてもらいました。冬夜さんもそうですが……相手の方は何者なんですか？」

「ああ。あの人は諸刃姉さん……僕の二番目の姉。正直アレに勝つのは無理。剣だけなら最強だから」

「最強ですか……」

　二人ともそれは言い過ぎじゃ？　といった顔をしていたが、まあそうなるよね。でも事実だ。

　とりあえず明日、もし当たったらそのときはよろしくと、互たがいにエール交換のようなことをして二人と別れた。

「ここにいたのか」

「ん？　パムか」

　二人と別れたあとにパムがやって来た。月明かりに照らされて、その姿が闇の中でぼんやりと浮かび上がる。

「バルム族も負けたわけだし、とりあえず安心だな」

「まあな。だが、次の『剪定の儀』に備えて布石は打っておきたい。やはりトウヤの子がほしいところだが……」

「優勝したらそれは無しだからな」

「わかっている。ラウリ族は約束を違たがえない」

　心外だと言わんばかりにパムはふくれた顔でそっぽを向く。

「追加する掟はやっぱりバルム族を僻へき地ちへと飛ばすのか？」

「うむ、それでもいいのだがな。せっかくだし、なにか別の掟を作るのもありかと思っている。もちろんラウリ族の利益になるようなものがよいのだが……」

　パムがそう言って考え込む。ラウリ族の利益にねえ……。普ふ通つうに考えれば女性の有利になる掟ってことか？　ラウリ族は男女平等に真っ向から反対してるからなあ……。男女関係なく、話し合いで大樹海の部族を治めていければいいんだけど。

　そもそも男女間でそこまで差があるのはラウリ族とバルム族ぐらいなんだよな。

　いや、でもどっちかって言うと他の部族も女性の方が立場が弱い感じか。

「いっそ『剪定の儀』には女性しか参加できない、とかにするか？」

「馬鹿言え。暴動が起きるぞ」

　まあ、そうだよなあ。他の部族が黙っちゃいまい。女性が強い部族もそこそこいるが、大半は男性のほうがメインだ。

「じゃあ『剪定の儀』を男女別にするとか」

「む？　…………それは悪くないかもしれない……。男女別になれば少なくとも女の部では我わがラウリ族がかなり有利……」

　パムがぶつぶつと考え始めてしまった。おいおい本気か？　まあ、男性と女性が同じ土俵の上で戦うこと自体が僕らの考えではあまり馴な染じみがないんだが。オリンピックだってほとんど男女別だしな。もともと男と女じゃ身体の作りからして違うんだからそこは仕方がない。差別と区別は違うからさ。

「でもそれが成り立つなら他の部族は男性の部と女性の部、たぶん両方に出場してくるぞ？　ラウリ族とバルム族は片方しか参加できないけどいいのか？」

「問題ない。と、いうか望むところだ。これが成り立てば、他の部族でも女をないがしろにすることはできなくなるわけだからな」

　あ、そうか。そういう考え方もあるか……。女性も強さを求められる、言わば活躍の場を与あたえられるわけだ。

　これで他部族の女性が自分の強さに目覚め、その強さを活いかせる場を求めれば、自然とラウリ族というところへ流れつくかもしれない。それはラウリ族の強化にもつながる……悪くない。悪くないぞ……と、そんな物騒な呟つぶやきが聞こえてくるんですけど。

　女性の地位向上は悪い話ではない……はずなんだが、男としては微妙なものがあるな……。余計な提案をしたかもしれない。

　大樹の精霊にとっては男女別で掟を二つ叶えることになるが、まあ、そこらは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　叶えると言っても精霊は承しよう認にんするだけで、実際はみんなでの決め事なわけだし。

「よし、部族のみんなにも提案してこよう。これは『剪定の儀』が大きく変わるやもしれん」

　喜び勇んで駆かけ出だしていくパムに、本気で余計なことをしたかと悩んでいると、いつの間にか傍かたわらに大樹の精霊が立っていた。相変わらず緑の燐りん光こうを発している。

『悪い提案ではないかもしれません。これにより大樹海の女性の立場が少しは良くなるかもしれませんし。ラウリ族のようにまでいくとちょっと行き過ぎな気もしますが、それも部族の個性ですし』

　ううん。そうなのかな。こういうことには答えなんて無いんだろうけど。どっちが上とか下とかじゃないし。

　複雑な懊おう悩のうを抱え込みながら僕もみんなの元へと戻もどることにした。大樹の精霊もいつの間にか消えていたし。

　諸刃姉さんのことに関してツッコミがなかったのは、神気とやらが完全に消されていたから気づかなかったのかな。僕はダダ漏れらしいけど。それぐらいはできるようにならないと、なんか厄介事が増えそうな気がする。

　帰り道、ふと視線を巡らせると、僕とは逆に森の奥おくへと入って行く人影がいくつかあった。あれは……リベット族か？　あんなマスクをしている部族なんて、そんなにいないだろうしな。

　用足しにでも行くのだろうとその時はさして気にもしなかった。後から考えるとそれが間違いだったのである。




◇　◇　◇




『剪定の儀』三日目。

　長かった戦いも今日で終わる。勝ち抜ぬいてきた八部族が激げき突とつし、『樹王の部族』が決定するのだ。

　パムは昨日の提案をみんなに話し、どうやら説得したようで、かなりやる気になっていた。僕は余計なことをしたかと未いまだに悩んでいたりする。まあ、なるようにしかなるまい。

　今日は最初の四試合だけ同時に行い、まずはベスト４を決める。その後、一試合ずつやって決勝の二部族を決め、最後に決戦、とこういう流れらしい。

　神樹域に生えてきた大きな四つのステージ上で、それぞれの部族が対たい峙じする。

　しかしなぜ切株の状態で生えてくるのかが謎なぞだ……。試合が終わると地面に消えるしな。精霊パワーだろうか。面倒くさいからそういうことにしとこう。

「最初の相手はっと……変な部族だなあ」

　身体中を鳥の羽根で飾り、大きな翼のようなマント、極きわめつけに巨きよ大だいな鳥の頭ず蓋がい骨こつでできた被り物をしていた。あの出いで立ち……科学忍法とか使わんだろうな……。

　試合が始まると、鳥部族はものすごいスピードでステージ上を走り始めた。速いな。かなりのスピードだ。対するエルゼは動かない。

　鳥部族はエルゼの周りを縦横無尽に走りながら、攻こう撃げきすると見せかけては方向を変え、正面と見せかけて横に飛び、変幻自在の動きでエルゼを追い詰めていく。それでもエルゼは動かない。

　と、いきなり鳥部族のスピードがさらに一段階上がり、加速したその勢いでエルゼの背後に回った。手にした短たん剣けんがエルゼの背中を貫くかと思ったその瞬しゆん間かん。横に一歩動き、それをかわしたエルゼの裏うら拳けんが、見事に鳥部族の顔面を鳥の頭蓋骨ごと砕くだいていた。うあ、あれは痛い。

　そのまま鳥部族の男は立ち上がることなく退場となった。精霊の加護が働いているから、死ぬようなことはないだろうが、一発で終わりとはなんとも……。

　続けての八重も、その次のヒルダもあっさりと勝ち、ラウリ族は一番乗りでベスト４へと進出した。

「余裕だったのよ。圧勝なのよ」

「力押しの部族ならあの素早さで撹かく乱らん攻撃を繰くり返かえして勝てたろうけどね。生あい憎にくとあのレベルではエルゼたちには敵かなうはずがない」

　花恋姉さん、諸刃姉さんの言う通り、相手にもならなかったな。ここに来てますます強さに磨きがかかったような……。

　……まさか花恋姉さんだけでなく、諸刃姉さんの眷属化も進んでいるんじゃなかろうな。昨日はやたら八重とかヒルダが諸刃姉さんにくっついていたし……。充じゆう分ぶんあり得る。

　ううん、悪いことじゃないんだけどな。なんかこっちの都合に巻き込んでいるみたいで気が引ける。

「あ、冬夜さん。あれ」

「ん？」

　リンゼの指し示した先では、昨日知り合った棒術使いの蓮月さんが相手を打ち倒していた。彼かれらの属するルルシュ族もストレート勝ちをおさめたようだな。

　別のステージでも勝敗がつき、ベスト４の部族が決定した。そのうちのひとつはあの毒を使うリベット族だ。

　一応、八重たちには毒対策として防毒マスクを渡しているけどな。

　残った部族は、




　女性上位のラウリ族。

　毒を操るリベット族。

　武術に長たけるルルシュ族。

　剛ごう腕わんのレムナ族。




　こりゃ見事にラリルレと揃ったもんだな。ロがないけど。

「注意するとしたらリベット族でしょうか」

「んー、ソニアさんのところのルルシュ族もなあ。対戦相手次第じゃギリギリかもしれないぞ」

　レムナ族ならやりやすい相手なんだけどなあ。単純に力自慢の部族だし。捕つかまったらヤバイけどさ。熊の首をボキッとやってしまうほどのパワーらしいから油断はできないけど、少なくとも戦いの動きはわかりやすい。

「さて、最初の試合が始まるようじゃぞ。お？」

　スゥの声にステージの方を見下ろすと、ざわざわと頭上の枝葉が動き、木漏れ日の光が二つの部族を照らし出した。ラウリ族とルルシュ族である。

「ソニアさんたちとか～。うーん、難しいところだなあ」

　正直、あの二人相手だと、ルーでは勝てない気がする。パムでもどうかといったところか。ソニアさんには八重とヒルダなら勝てるかな。ただ、蓮月さんにエルゼが当たると、相性が悪くて負ける可能性が出てくる。パムとエルゼがあの二人に負けて、ルーが他のルルシュ族に負けるとこっちの負けが決定する。

　まあ、確率で言ったらこっちに分があるとは思うけど。

　互いに切株の反対側に回り、戦う順番を決めて階段を上っていく。観客席からは丸わかりだが、ステージに上がって初めて出場者は自分の対戦者がわかるのだ。

「微妙だなあ……」

　ルーと蓮月さん、エルゼとソニアさんか。微妙だ。この二人にたとえ負けても、残りの八重、ヒルダ、パムが勝てば決勝には行ける。負けるとしたらパムが少し可能性があるか。

　逆に言えば、ルーかエルゼ、どっちかが勝てば、ラウリ族の勝利はかなり確実になる。

　可能性が高いのはエルゼの方だが、武闘士同士の戦いだ。正直勝敗は読めない。【ブースト】が使えればエルゼがかなり有利なんだけどな。

　第一試合。ステージの中央へルーと蓮月さんが進み出る。身長の差がありすぎるな。ルーが一四五くらいなのに対して、蓮月さんは明らかに一八〇オーバーだ。まるで大人と子供……ってそのまんまか。こりゃ蓮月さんが勝っても非難ブーブーなんじゃないのかね。

　審判の声で試合が開始され、ルーは双剣を構え、蓮月さんは棍こんを構える。蓮月さんの棍は金属製で、全体は銀色であったが、両りよう先せん端たんは金色だった。あれってミスリルとオリハルコンだろうか。軽々と扱っているしな。鉄とか金とかだったら、ものすごい怪力なわけだけど。

　ルーが動いた。それに対応して蓮月さんの棍が迫る。彼女はそれを読んでいたのか、右手の剣けんでその棍を下へと受け流し、そのまま懐ふところへ飛び込もうとした。しかし蓮月さんは下げられた棍をそのままステージへと突つき刺さし、棒高跳びの要領でルーの頭上を軽々と越こえた。

　むむ、やっぱり蓮月さんの方が一枚上うわ手てか。完全に見切られているな。

「ルーさん大丈夫でしょうか……？」

「なに、このまま終わる子じゃないよ、ほら」

　ルーは双剣を逆手に構え直し、再び蓮月さんへと向かっていった。そのまま左右の剣で怒ど涛とうの連撃を繰り返し、軽やかなステップで移動しながらラッシュ攻撃を続けていく。あの動きは……。

「へえ。あの動きは武闘士のものだね。エルゼから教わったのかな」

　さすが諸刃姉さん。見抜いたか。確かにあの動きはエルゼの足あし捌さばきに似ている。ルーはエルゼからも戦い方を教えてもらっていたからな。

「くっ」

　蓮月さんはなんとか懐へ入れさせまいと、棍を使って凌ぐが、手数の上ではルーが有利だ。やがて追い詰められた彼は棍を持ち直し、横薙ぎに払はらってバックステップで距離を取る。

　逃がすかとばかりにルーが追い打ちをかけた。しかし蓮月さんは逃げるどころか前に出て、ルーの足元を棍で引っ掛かけ、バランスを崩したところに掌底を叩たたき込む。

「うぐッ……！」

　ルーが転がりながら体勢を立て直し、一いつ旦たん蓮月さんから離はなれる。今のは痛い。

　てめ、コラ蓮月、うちのお姫ひめ様さまになにしてくれやがりますか。呪うぞこのハゲ。……一いつ瞬しゆんそんな思考が浮うかんだ。

　いかんいかん、これは試合なんだからな。自重自重。でも後で軽く仕返しはする。とりあえず【スリップ】一回な。

　今度は蓮月さんの方が棍を連続で繰り出し、ルーを追い詰めていく。突き出される棍をギリギリで躱かわし、通り抜けたそれを、左手の剣を手放したルーががっちりと脇で押さえ、動きを止めた。そこから一気に攻勢に出るかとルーが踏ふみ込もうとした瞬間、蓮月さんがポイッと棍を手放した。

「え？　わわっ!?」

「哈ハッ！」

　相手側の力を失い、バランスを崩したルーへ、離れている蓮月さんが先ほどのように気合いと共に掌底を繰り出した。その瞬間、ルーが何かに押されたように後方へと吹っ飛ぶ。

　あれは、ソニアさんと同じ『発はつ勁けい』か？　そうか、仲間なんだから使えてもおかしくないか。

　吹っ飛ばされたルーは空中でくるりと回転し、大した衝しよう撃げきもなく見事に着地した。『地面』に。

「勝者、蓮月！」

　審判が勝者の名乗りを上げる。途と端たんに、会場に割れんばかりの拍はく手しゆと歓かん声せいが轟とどろき渡った。

　ルーの場外負け。吹っ飛んだ場所が悪かったなあ。あと一メートルほど手前だったら、なんとか踏みとどまれたのに。

「ルー……負けてしまったのう」

「勝負なんだからこういうこともあるさ。それはルーだってわかってる」

　残念そうに沈むスゥの頭を撫でてやりながら、ステージへ戻り、剣を回収して蓮月さんと握あく手しゆをするルーを見つめる。その顔からは残念そうではあるが、やり切った思いが感じられた。よくやったな。

「さて、こうなると次は勝ってほしいところだけど……」

　ステージ上へ進み出たエルゼとソニアさんを見やる。

　武闘士同士、ガントレットを鳴らしながら拳こぶしを固めた。

　互いに構え、真っ直ぐに相手を見み据すえる。審判が右手をゆっくりと上げた。両者に目をやり、その手を一気に振ふり下ろす。

「始め！」

　バキィッッッ!!

　開始と同時に全力で相手へ向けて突とつ撃げきした二人は、互いの拳をその顔面へと繰り出し、互いにその拳を顔面に食らっていた。見事なクロスカウンター……クロスカウンター？　どっちの!?

　ちょおおおおおおおおい!!　いきなりかよ！　しかも二人とも顔面殴なぐられながら、なんでニヤリとしてんの!?

『なかなかやるな』

『お前もな』

　的なさあ！　夕焼けの河原でタイマン張ってる番長ですか、君たちは！

　一いつ旦たん距きよ離りを取り、再び拳での応酬が始まった。エルゼが右ストレートを繰り出せば、それをソニアさんがガントレットで受け止め、逆にソニアさんが左フックを放てば、同じくエルゼがガントレットで弾はじき飛ばす。

　とにかく音が凶悪だ。

　ゴッ！　ガン！　ガィンッ！　ガキャッ！　と、重々しい金属のぶつかる音がステージ上に響き渡る。怖こわい怖い！

　それよりも怖いのは二人とも笑ってるんですよ。ええ、笑いながら殴り合っているんです。怖いですねえ、恐おそろしいですねえ。

　それでは皆みなさん、また次回お会いしましょう。さよなら、さよなら、さよなら。




　……なんか乗り移った。




　重々しい金属の激突音が響き渡る。殴り、防ぎ、殴り、防ぎ、殴り、防ぎ、殴り……。

　まるでルールでもあるかのように交互に殴り合っている。徐々にそのスピードが速くなっていき、やがて連打に連打で返すようになり、

「やああああああああッ!!」

「はああああああああッ!!」

　ガキィィィンッ！　と、盛大な音を立てて、互いに放った渾こん身しんの右ストレート、その拳と拳が激突した。

　二人ともその状態のまま一瞬静止し、お互いにニヤリと笑い合う。だからそのノリやめい。

　バッ、と同時に二人が後ろへ飛び退のき、再び突進、今度は互いに上段蹴りを放つ。足甲グリーブの金属音が轟き、次いで再びガントレットで打ち合う音が響き渡る。

「やあッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に放たれたエルゼの回し蹴りをソニアさんがガントレットで防ぐが、勢いを殺しきれず僅かに後退する。そこに追い打ちをかけようとエルゼが一歩踏み出すが、ソニアさんは素早く身体からだを回転させ、重い尻尾しつぽを鞭むちのように放った。

　横から襲おそいかかってきたその太い尻尾の一いち撃げきを躱しきれず、重い衝撃を受け止めながら、エルゼは逆に後退する羽目になる。

　今度はソニアさんがそれを見て追撃し、飛び蹴りを食くらわせるが、両りよう腕うでをクロスさせたエルゼに防がれる。ソニアさんはすぐさまその腕を蹴り飛ばし、後方へと一回転してエルゼとの距きよ離りをとった。

　一進一退、白熱のバトルは続き、会場もヒートアップする。

「諸刃ちゃん、この試合はどう見るのよ？」

「さあ。剣のことならまだしも、『拳』となるとね。まあ、今までの戦い方を見る限り、速さではエルゼ、力ではソニア、みたいな感じだけど、そこまで差があるわけじゃない。ただ、ソニアの方は隠かくし玉を持ってるからねえ」

　あの『発はつ勁けい』か。使うのに一拍ぱくほどの間が必要みたいだから、その隙すきを与えないようにするしかないな。

　エルゼの方も【ブースト】が使えればなあ。八重と同じくエルゼも僕のスマホで格闘技とかの動画を見て、いろいろと自分の技術に取り込んでいたけどそれだけじゃな。

　ステージ上では体力を消耗してきたのか、二人の動きがすこし鈍にぶくなっていた。それでも互いに手を止めることはなく、拳の応酬が続く。

　エルゼの足払いが決まり、ソニアさんが後方へと転てん倒とうするかに見えたが、なんと太い尻尾でそれを防ぎ、体勢を立て直してしまった。すごいな、あの尻尾。恐きよう竜りゆうみたいにバランスをとっているのかな。

　その尻尾の攻撃が今度はエルゼを襲う。振ふり回されたそれを躱すことなく、エルゼはダメージ覚かく悟ごでしっかりと受け止めた。そして逃がすものかとばかりにそれを両手で掴み、肩かたに乗せて背負い投げのように力任せにぶん投げた。

「だあっ！」

「ぐっ……！」

　ステージに叩きつけられたソニアさんに、エルゼが追い打ちの拳を振り下ろす。しかし、横に転がるように避よけたソニアさんが跳ねるように立ち上がり、中ちゆう腰ごしに構えた体勢から掌底を放つ。あ、マズい！

「哈ハッ!!」

　ドンッ！　とエルゼが吹ふっ飛とぶ。ゴロゴロとステージ上を転がり、場外へと落ちる手前のところでなんとか踏みとどまった。

　危な！　もうちょっとでルーと同じ展開になるとこだった。

　やっぱりあれは厄やつ介かいだ。見えない上に遠えん距きよ離り攻こう撃げきだもんな。食らったことはないけど、あの吹っ飛び方からしてかなりのダメージを受けていると思う。

　事実、エルゼは膝ひざをつき、かなり辛つらそうだ。そのチャンスを見み逃のがさず、ソニアさんの攻撃が始まる。立ち上がり、それを迎むかえ撃つエルゼだが、先ほどのダメージが効いているのか防戦一方。後ろに下がれば場外、このままでは押おし切られてしまう。

「はあああッ！」

　放たれたソニアさんの右拳を、エルゼが、がしっ、と左手で受け止める。掴まれた右手をそのままに、今度は左手を繰り出すが、それもエルゼの右手に掴まれた。ならば蹴りでとソニアさんが片足を上げようとしたその隙をついて、エルゼがソニアさんごと後方へと倒れこんだ。

　そのまま自分の足をソニアさんの腹に当て、思いっきり跳ね上げる。

　かなり変則気味だが、あれ、巴ともえ投なげか？

　倒れこんだエルゼの首から先はステージ上から飛び出してしまっているが、ルール上、落ちなければ負けではないのでセーフだ。

「く……！」

　このままでは場外へと落とされてしまう。ソニアさんは空中で身体を捻り、エルゼの手を振りほどきながら、大きく尻尾を振り回まわして、ステージ上の方へ重心を傾ける。

　なんとかギリギリステージの端はしに着地したソニアさんだったが、いつの間にかエルゼが正面に回り込んでいた。

「やああああああああああッ!!」

　気合いを乗せたエルゼの右ストレートが放たれる。反射的になのか、ソニアさんはそれをガントレットで防いでしまった。まあ、あの体勢では避けるのも難しかっただろうが。

　結果、ソニアさんは空中へと放り出され、地面へと着地する。勝負あり。

「勝者、エルゼ・シルエスカ！」

　審判の声が高らかに響き、会場が一気に沸き立つ。歓声と万雷の拍手が二人に送られる。

「勝った！　エルゼの勝ちじゃ！」

　スゥが腕を上げてはしゃぐが、正直、あれは痛み分けって感じだな。互いにＫＯできなかったわけだし。まあルールに縛られず、実際に戦ってもエルゼが勝ったと信じてはいるが。

　ステージに戻ったソニアさんとエルゼが握手を交かわし、それに僕ぼくらも拍手を送る。

　これで一勝一敗。あとは八重とヒルダ、パムのうち、二人に勝ってもらえば決勝進出だな。

　負けるとしたらパムかと思ったが、それは杞憂に過ぎなかった。第三試合に出たパムが、開始わずか三分で勝負を決めてしまったのだ。ものすごい気迫と勢いで、疾風怒涛の攻せめを見せ、相手を場外へと叩き落とした。

　その次の試合は八重が出て、これまたあっさりと勝負がついてしまった。早々と三勝をあげたラウリ族がルルシュ族を下し、決勝戦へと駒を進めたのである。

「どうにかなったか」

　どっちかというと、決勝で当たる二つの部族より、今回のルルシュ族の方が難敵だったので、ホッと胸を撫なで下おろす。

　神樹域から出て来たみんなに労ねぎらいの言葉をかけ、念のために回復魔ま法ほうと【リフレッシュ】をかけておいた。特にエルゼとルーは念入りにな。

　あと、忘れずに蓮月さんには【スリップ】をかけて盛大に転んでもらった。向こうのルルシュ族と話していた蓮月さんは盛大に転び、後頭部を地面に打ち付けていた。わけがわからない様子で立ち上がり、足の裏を確かく認にんしている。土の上だからそんなにダメージはなかったろうが。

「なにやってるんですか……」

「だってさー、ルーが殴られてるの見たらなんか腹が立って」

「あたしも結構殴られたんだけど」

「君らのはなぜが腹が立たなかった。青春ドラマしてたしな」

　エルゼがぷう、とふくれる。いや、女の子同士が笑いながら殴り合ってたら普通は引くわ。まあ、あれで相手が男だったら間違いなくボコボコにするけどさ。

「とにかくあと一回勝てば終わりだ。頑張って。あとこれ」

　エルゼたちにラムネのような小さい瓶びんに入った錠じよう剤ざいを渡す。以前フローラが作った解毒剤だ。体内に毒が入ってもすぐさまそれを浄化してくれる。

「ステージ上に散布される毒は出番が来るまではマスクで防いで、自分の試合が始まったらこれを口に含ふくむんだ。こいつを舐なめていれば、あの爪つめで攻撃を受けても毒は回らない。散布されたものも大丈夫だ。舐めてる間、十分ほどは持つから、一人三錠ほど持っておくといい」

　エルゼたちは錠剤を受け取ると、また神樹域へと戻っていった。毒も一つの手段なら解毒剤も一つの手段だ。魔法ではないからルール違反ではない。

　僕らも観客席へ戻ろうとしたその時、会場から大きなどよめきが聞こえてきた。

　ただごとではないざわめきに、ラウリ族たちの場所へ戻ると、リベット族がすでに三勝し、勝敗が決していた。おいおい、いくらなんでも早すぎないか？　何があった？

「試合開始と同時に相手のレムナ族がしかけてね。そのあといきなり倒たおれた。どうやら吹き矢のようなものを使われたみたいだ。それも、ものすごく細い、肉眼では捉とらえるのが難しいような針だ。散布される毒はマスクで防いでいたようだが、直接体内に入り込む毒はどうしようもなかったのだろう。さらに使われた毒は即効性の毒だな。生命にかかわるほどではないかもしれないが、さりとて治ち療りようが遅れると……」

　試合を見ていた諸刃姉さんの解説を聞きながら会場を見下ろすと、レムナ族の人たちにエルゼが近寄り、先ほどの解毒剤を数個手て渡わたしていた。うん、あれなら大丈夫だろう。錠剤はたくさん入ってるし、多少分けたって問題ない。

「にしても吹き矢か。確かにそんな細さでは毒が使えなきゃ武器として成り立たないよな、あれは」

　投げナイフやダーツほどの大きさならまた違ってくるんだろうが。しかも即効性の毒だ。一撃必殺。まあ、殺してないけど。いったいどんな毒なんだろう。

　麻ま痺ひを与えるなら神経毒なんだろうけど、思い出すのはフグのテトロドトキシンとかか。あれってそこまでの即効性はなかったよな。手足の痺れから始まって、だんだんと毒が回っていくやつだったはずだ。

　まあ、こっちの世界でフグを見たことはないし、こっちの世界オリジナルの毒なんていっぱいあるんだろうけど。そう考えるとそれを解毒できる薬を作れるフローラがいかにすごいかわかるな……。

　魔法が使えれば【リカバリー】で一発なんだけど。とにかく油断はできないな。

　そうこうしているうちに、神樹域に最後のステージがせり上がってくる。

　今までのより少し広めのそのステージ上に、ラウリ族の代表五人と、リベット族の代表五人が無言のまま対峙する。

　八重たちはすでに口元を防毒マスクで覆っている。ちなみに審判もマスクをしていた。パッと見、全員マスク姿って異様な光景だな。

　試合が始まる。

　先鋒は八重。相手はいつかの猫背爪男だ。口元のマスクには短い爪つま楊よう枝じのようなものが付いていた。あれが吹き矢の発射口なのだろう。

　想像だけど、マスクをしていても呼吸はできるはずだから、息を吹き矢に送ることは口で咥くわえてなくたって可能なはずだ。マスクに固定してあればそれで事足りる。

　八重はマスクを外し、口に錠剤を含む。これで彼かの女じよに毒は効かない。その行動を訝いぶかしげに睨んでいたが、猫背男は金属の爪を構え、八重はゆっくりと刀を鞘さやから抜いていく。

「始め！」

　試合開始と同時に八重が全速力で猫背男へと突っ込んでいく。いきなりのその行動に慌てた猫背男が口元から吹き矢を放つのが僕には見えた。しかし、八重は左手で目だけを庇うと、矢が刺さるのも構わずに一気に猫背男の懐へと飛び込み、ガラ空きの胴に全力の一撃をお見舞いした。

「おぐぅうはっ!!」

　わけのわからない言葉を吐はきながら、錐きり揉もみ状態で吹っ飛ばされた猫背男が、ずべしゃっ！　とステージ上に落ちる。

「勝者、九重ここのえ八重やえ！」

　瞬殺。あまりのあっけなさに会場が一瞬静まり返ったが、すぐに爆ばく発はつ的てきな歓声に包まれる。

　今のは吹き矢が来ることを予想していたな。なるほど、さっきレムナ族の人たちに聞いたのか。

「馬ば鹿かな……なぜ毒が効かない!?」

　そんな声を漏もらしながら、次鋒のカエルのような顔をした手長男とヒルダが対峙する。まだ先ほどの光景が信じられず、動揺しているようだが、そんなことは知ったこっちゃない。

　試合開始と同時に、ヒルダも八重と同じく一気に距離を詰め、放たれた毒針をよけもせずに受けながら、対戦相手のカエル男をぶっ飛ばした。

「ぐわらばっ!!」

　毒がまったく効かない。それは彼らにとって絶望的な衝撃を与えたようだ。三人目の男にいたってはガタガタと震ふるえながら、斧おのを構えるパムの前にただ立ち尽くすだけであった。

　当然、相手になるはずもない。やはり毒針は効果がないことを確認しただけで、パムの斧を真っ正面から受けることになった。

「…………ッ!!」

　もはや上げる声もなく、ゆっくりと倒れたリベット族の男は完全に気を失っていた。

「勝者、パム！　よって、今回の『樹王の部族』はラウリ族に決定した!!」

　ストレートで三人抜き。あまりにも味気ない決勝であったが、『剪定の儀』を勝ち抜いた部族へ、惜しみない拍手と歓声が雨のように降ふり注ぐ。

　パムがステージ上で雄お叫たけび（雌叫び？）を上げ、それに追従してラウリ族からも勝利の声が上がる。

　終わったか。何はともあれ終わり良ければすべて良し。

　そう思ったとき、なにかざらついた気配を感じた。

「なんだ？」

　ズズズズ……ッと、低い地鳴りが響き、神樹域以外の周りの木々が次々と枯れ始め、木の葉が舞い散り出した。なんだこれは!?

「ククッ……精霊の力、我らがいただく……」

　リベット族の一人がそう呟いたのを、僕の魔法モニターはしっかりと捉えていた。

　不意にズシンと響き渡る地面からの衝撃。ひとつではない、幾つもの激震が大地を揺らし、枯れた木から枯葉が数え切れないほど舞い落ちる。

「な、なんだ、あれは!?」

　誰だれかが叫さけんだ声に視線を森の奥へと向けると、そこには巨大な樹木の巨きよ人じんが、何体もこちらへ向かって来ている姿が見えた。どうやらまだ終わりじゃないらしい。




◇　◇　◇




「ウッドゴーレム……でもあれは大きすぎます。巨きよ獣じゆう化かしている？　あんなにたくさん……」

　全身を樹木で覆った二十メートルはあろうかという巨大なゴーレムが何体も、周りの木々を押し潰つぶし、薙なぎ倒しながらこちらへ向かって来る。形状はミスリルゴーレムとかと変わらない。ただアレらよりも大きい。

　ひの、ふの、みの……十体以上はいるな。ひょっとしてさっきの枯れた木は、こいつらに養分を吸収されたとか？

　一番先頭のゴーレムが神樹域に足を踏み入れようとしたが、緑の防ぼう御ぎよ壁へきに阻はばまれ、進行を止められた。

　僕の目の前に野球ボールほどの緑色の燐光を発する球体が出現する。

『冬夜様！』

「大樹の精霊か？」

『はい。現在、ほとんどの力を防御壁へ向けていますのでこんな姿で失礼します！　冬夜様たちの力で、なんとか部族のみんなをここから避ひ難なんさせていただけますでしょうか？　アレの狙ねらいはおそらく私……神樹を取り込むことだと思われます。精霊の力を吸収したウッドゴーレムを生み出そうとしてるのでしょう』

　ははん、精霊の宿る神樹をゴーレムと同化させ、その力を操ろうってことか。先ほどの枯れた木も、ウッドゴーレムも、どうやら初めから仕込んでおいたらしいね。

　そしておそらく黒幕はリベット族に違ちがいない。もしもこの『剪定の儀』で優勝できたなら、新たな掟を告げる儀式の時に、神樹へ直接毒かなにかを撒き、弱らせたところでゴーレムと同化、もしくは神樹自体をゴーレム化させるつもりだったのかもしれない。

　しかしラウリ族に優勝を掻かっ攫さらわれてしまった。ならば強行作戦だ、ってところか。往生際というか、頭の悪い奴やつらだ。

　…………って、隣となりの諸刃姉さんが解説してくれた。そなの？

　そっかあ、昨日の夜に見たリベット族はこの仕込みをしてたのか。あの時潰しておくべきだったな。

【フライ】で八重たちのいるステージ上へと飛んでいき、試合に出なかったリベット族の二人を捕まえる。

「答えろ。アレはなんだ？」

「……我々が種の状態で持ち込んだウッドゴーレムだ。周りの木々の生命力を吸い取って巨獣化するように改良した」

「改良だと？」

「様々な毒を掛け合わせ、長い時間をかけて変質させたのだ。そしてあれは神樹をも取り込むことができる。精霊の力をも操れるのだ。その力をもって、我わがリベット族がこの大樹海の支配者となるのだ……ククッ……」

　はん。諸刃姉さんの言ってた通りか。だが、そんなにうまくいくと思うなよ。お前らの敗因はこの場に僕らがいたことだ。

「【ゲート】」

　空中に転移陣じんを開き、「黒騎士ナイトバロン」を出現させる。

　一メートルほどの高さから落ちた黒騎士は、ズシンとウッドゴーレムとはまた違った衝撃を地面に響かせて神樹域に着地した。手には剣を、背中には新装備、『フラガラッハ』を背せ負おっている。

「なっ、なんだ、あれは!?」

「新装備の実験にちょうどいい。お前らの自慢のゴーレムとやらが砕け散る様を見るといいさ」

　驚きよう愕がくに目を見張るリベット族の男を一いち瞥べつし、呼び出だしたフレームギア「黒騎士」へと歩き出そうとすると、観客席からユミナとリンゼがやって来た。

「冬夜さん、アレの排除を私たちにさせてもらえませんか？」

「え？　黒騎士に乗るってこと？」

「はい。ユーロンの時も今回の試合も私たち何もさせてもらえなかったので」

　そういやそうだった。ユーロンの時は魔法が効かなかったから、今回は魔法が禁止されてるから、ってことで。

　確かにフレイズと戦うことになっても今度は『フラガラッハ』があるから、ユミナたちでも魔ま力りよくを使ってフレイズたちを遠距離攻撃で倒すことができる。訓練しとくに越したことはないか。

「わかった。まあ、僕もサポートするけど、気をつけて」

【ゲート】を開き、もう一体の黒騎士を呼び寄せる。こっちのは色を青く塗ってあるやつでいわば「青あお騎き士し」だ。手には戦棍メイスを持っている。こいつは副団長のノルンさん用に調整していたものだが、問題ないだろ。

「黒騎士」にユミナが、「青騎士」にリンゼが乗り込む。素早く機体を起動させると、それぞれ魔法をフレームギアで使うための設定をしていく。

『……魔力同調。第一スロット解放』

『同じく第一スロット解放。「フラガラッハ」展開。同調完かん了りよう。異常無し』

『……こちらも異常無し』

【ストレージ】からレシーバーを取り出し、二人のやり取りを受信する。どうやら問題はないようだな。

『じゃあ右手側をユミナ、左手側をリンゼが相手をしてくれ。魔力切れになりそうだったら、指輪から【トランスファー】で魔力を引き出していいから』

『わかりました』

『了りよう解かい、です』

　黒騎士と青騎士が走り出し、手に持った武器を、精霊の防御壁を破は壊かいしようとしているウッドゴーレムたちにそれぞれ向けた。

『【雷よ穿て、百雷の矛ほこ、ライトニングジャベリン】』

『【氷よ貫け、氷結の尖針、アイスニードル】』

　黒騎士の剣先からは白い雷光が、青騎士のメイスからは無数の氷片が、それぞれ相手とするウッドゴーレムへと炸裂した。

　ユミナが風属性なのはわかるが、リンゼが得意とする火属性じゃないのはやはり燃え移るのを警けい戒かいしてのことだろう。雷も危ないけど、あの魔法は現実の雷と違って発火するわけじゃないからな。

　二体のゴーレムが倒れたのをきっかけに、短時間だけ解除された防御壁から二人とも神樹域を飛び出す。

「とりあえず『フラガラッハ』のテストをしてみてくれ。無理しない程度にね」

　二人は互たがいに受け持つ方向のウッドゴーレムへと向かっていき、数体ずつと対たい峙じする。まずはユミナが動いた。

『「フラガラッハ」起動！』

　黒騎士の背中、そこにＸ状にあった晶しよう剣けん四本が一いつ斉せいに切り離され、空中に浮かんで黒騎士の前面に展開する。

『いけッ！』

　ユミナのかけ声と共に、ドンッ！　と音速ジェット機のように飛び出した巨きよ大だいな晶剣が次々とウッドゴーレムを切り裂いていく。あの硬いフレイズでさえも切り裂く刃やいばだ、木製のゴーレムなど敵ではない。

　見事ゴーレム内部の核かくを切り裂いた四本のフラガラッハは再び黒騎士の元へと帰き還かんし、今度は黒騎士を守るように、まるで衛星のように機体の周りを周回する。まあ、もともとはサテライトオーブの機能を流用しているので、本当は防ぼう御ぎよシステムだからな。

「どう？　やっぱり四本別々に違うターゲットを破壊するのは難しいかな？」

『そうですね。できないことはないと思うんですけど、感覚が追いつかないっていうか。練習次第だと思います』

　やっぱりか。ロゼッタも別個に独立したリズムとテンポとかが大事だって言ってたな。音楽を奏でる感覚に近いらしい。まあ、確かに似てる。右手と左手に違う動きをさせるピアノのように。

　ちなみに僕はけっこう楽に四本を別々に操あやつることができた。子供の頃ころ、親に習わされてたピアノのおかげかもしれない。こんなことで役に立つとは思わなかったが。

　そういやこっちの世界でピアノって見たことないな。『フラガラッハ』の練習用に作ってみるのもいいかもしれない。久しぶりに弾ひいてみたいしな。

『「フラガラッハ」、発射』

　今度はリンゼの放ったフラガラッハがウッドゴーレムを切り裂いて、四本のうちの二本は別のウッドゴーレムを攻こう撃げきしていた。

　リンゼの方はなんとか二つバラバラに攻撃できるようだ。しかし、四ついっぺんに同じ相手に動かす時に比べ、正確さに欠けているように思える。これも練習次第か。
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「馬鹿な……なんだあれは……！」

　次々と自慢のゴーレムが切り裂かれていく姿を、驚愕に顔を歪ませていくリベット族の男。

　おっと、こいつらの仲間も捕つかまえておかないとな。マップ検けん索さくでリベット族を全員捕ほ捉そくし、【パラライズ】で動けなくさせてやった。わかりやすい格好してるから検索しやすいな。

　そうこうしているうちに、二人はあらかたのゴーレムを倒してしまっていた。これがミスリルとかオリハルコンゴーレムだったらウッハウハだったんだがなあ。品種改良を施ほどこされたとはいえ、木は木だし。素材としての価値はあまりないかな。まあ、普ふ通つうに木材としての価値はあるだろうけど。

『これで、終わり』

　最後の一体をリンゼが仕留めて、全すべてのゴーレムが沈黙した。それを見て、神樹域にいる全ての部族から歓声と喝かつ采さい、勝利を讃たたえる雄叫びなどが湧き上がった。もちろん、リベット族を除いて、だが。

　しかし、周りの木々にけっこうなダメージを与えてしまったなあ。あの大きさからいうと、かなりの樹齢を重ねた木だったろうに。

　球体状の精霊がこちらへやってくる。防御壁に力を注いでしまってまだ人型になれないのかな。

『冬夜様、ありがとうございました。なんとお礼を言ったらいいか……』

「いや、こっちこそ周りの木々を破壊してしまって申し訳ない。もっとうまく立ち回ればよかったかな」

『ああ、お気になさらず。後で私が力を注ぎ、元の森へと戻もどしますので』

　そんなこともできるのか。さすがは大樹の精霊と言ったところか。

　ひゅん、と精霊は『審判の部族』であり、自らの代弁者たるジュジュ族の方へと飛んでいった。

　やがて『審判の部族』の長おさらしき者が高らかに声を上げる。

「神聖なる大神樹を己おのれの物にしようと企んだ、愚かなる者たちの野望はここに潰ついえた！　遠き国、ブリュンヒルドからの使者が、我らの大神樹を護ってくれたのだ！　我ら大樹海の部族は彼かれらに最大の感謝と称賛を捧ささげる！　彼らに精霊の加護のあらんことを！」

『精霊の加護のあらんことを!!』

　割れんばかりの歓声と拍手が二体のフレームギアへと送られる。僕らはあくまでラウリ族の助すけっ人とで、ユミナとリンゼの二人がブリュンヒルドの代表として認にん識しきされたみたいだ。ま、いいけどね。実際にウッドゴーレムを倒したのは彼女たちだし。

　やがてジュジュ族の人たちがリベット族を捕らえて連行していった。森の中に残りのリベット族も倒れているはずだから、そいつらも捕ほ縛ばくするように頼たのんでおく。

　そして改めてラウリ族が『樹王の部族』となったことを宣言し、新たな掟おきてとして『剪定の儀』を男女別にすることが宣言された。

　この掟に他の部族はどよめいたが、大神樹からの反対もなかったため、新たな大樹海の掟としてこれが認められた。

　よくよく考えてみればそんなに悪い話ではないと、他の部族でも思い至ったようだ。優勝枠わくがもうひとつできるようなもので、全部族にその恩恵がある。バルム族だけは女性がいないのでなんら変化が無いわけであるが。

　しかし、そのバルム族も自分たちの戦う相手から、目め障ざわりなラウリ族が消えるのは悪いことではないので、これを受け入れたようだ。

　こうして幾分かの波乱を含んだ『剪定の儀』はラウリ族の勝利で終わったのである。
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「ううっ、寒っ。こんなに寒かったっけ？」

　三日間留守にしていただけなのに、ブリュンヒルドはすっかり冬に突入してしまったようだ。朝、起きるのが辛つらい。

　大樹海はここから南の方にあり、冬でもそれほど寒くない。その気温に慣れてしまっていたのか、はたまた急に寒くなったのかわからないが、今朝はかなりの冷え込みだった。

　この世界は変わっていて、季節というものがはっきりある国とない国が極端だ。しかも地図上で見る限り、緯度とか経度とかに全然関係ないように思える。東方と西方でもまた違うみたいだしな。この世界って地球みたいに球体じゃないっぽいなあ……。大地の下にでっかい象とか蛇とかいたりして。

　どうも精霊の力が関係あるとも言われているらしいが、詳くわしくはわからない。自然界の魔ま素そとか魔力が関係してるのだろうか。四季がある国の横に極寒の国があるくらいだし、考えるだけムダか。

　幸い？　なのか、ブリュンヒルドは四季があるようだ。まあ、故郷と同じ環境の方が親しみやすいけどさ。

「エアコンとか欲ほしいところだけどなー」

　正直言って、【プログラム】を使えば作れそうな気はする。だけど、我が慢まんできないほどじゃないし、暖だん炉ろだってあるし。『多少の不便は活力の源』って死んだじいちゃんも言ってたしな。やめとこう。……湯たんぽぐらいはいいよね？

『剪定の儀』も終わり、約束通りパムは僕との子供を諦めてくれた。……なんか変な表現だが。

　これからはラウリ族、いや『樹王の部族』の長として、大樹海でその腕を奮ってほしい。

　ブリュンヒルドは大樹海の部族を救った友好国と認められたので、何かあったらいつでも力を貸してくれるんだそうだ。その時は遠えん慮りよなく力を貸りることにしよう。

　大樹海の支配を目論んだリベット族のその後については何も知らない。パムが『大樹海の裁きを受けた』としか語ってくれなかったし、なんか聞かない方がいい気がしたので、それ以上詮索するのはやめた。

　寒い中バルコニーへと出てみると、遠くに見える訓練場で誰かがもう動いている。朝あさ靄もやでよく見えないな。

【ロングセンス】で視覚を伸のばしてみると、諸刃姉さんが対戦していた。相手は……ルーか。

「こんな朝早くから……」

　やっぱりあれかな。蓮月さんに負けたのが悔しかったのかもしれない。なんでもないような顔してたけど、押し並べて負けず嫌ぎらいだからな、僕のフィアンセたちは。

　そういや諸刃姉さんを連れて帰ってきたら、城のみんなに驚おどろかれた。まあ姉がもう一人いるなんて一言も言ったことがなかったから当然だけど。

　高坂さんに「あと何人兄弟姉妹が？」と聞かれたので「さあ……」とある意味正直に答えたら、何を勘かん違ちがいしたのか、「血筋ですな……」と生温かい目で見られた。「望月家は女好き」みたいなレッテルが貼られたようだ。異母姉弟きようだいじゃないですよ!?　それ以前にホントは姉弟でもないけど。

　当然ながらそれより驚かれたのが諸刃姉さんの戦せん闘とう力りよくだ。その実力を見せるため、騎き士し団だんの連中との乱取りを行ったが、姉さんが一対八十であっさりと勝ってしまったのである。一人とてかすりもしなかった。

　しかも八十人のダメなところ、逆に伸ばすべきところを的確に指し摘てきしていったのである。どんだけハイスペックなんだよ、剣けん神しん。

「さすが陛下の姉君……」

　そんな感じで暇ひまがあれば諸刃姉さんは騎士団の連中を相手に訓練をつけてやっていた。数ヶ月後にはとんでもないレベルアップをしそうだ。まあ、悪いことではないし、ありがたいけどさ。

「おはようー」

「おはようございます、冬夜さん」

　もそもそと着き替がえを済ませ、食堂に着くと、ユミナ、リンゼ、エルゼ、八重、ヒルダ、そして花恋姉さんが席についていた。ぼーっとしていると、目覚めのハーブティーをメイドのレネが持って来てくれる。

　ありがとう、と礼を言ってレネの頭を撫でてあげてたら、扉とびらが開いてルーと諸刃姉さんがやって来た。

　ウチは七時に朝食と決まってはいるが、みんなで揃そろって食べなくてもいいということにしている。時間が合えばなるべく一いつ緒しよにとろうとはしてるけどね。なので、七時を過ぎたらみんな食べ始めてしまうのだが、今日は全員揃ったみたいだ。花恋姉さんが朝食にいるとは珍めずらしい。いつも寝ねてるからな。

　たまにこの面子メンツにスゥが入るのだが、今日は来ていないようだ。

　オルトリンデ公こう爵しやく邸ていのスゥの部屋と、この城にある「転移の間」と呼ばれる部屋は、【ゲート】がエンチャントされた姿見で繋がっている。もちろん、スゥ以外は通れないし、いつ通ったかも記録されるようになっている。

　婚こん約やくしたわけだし、彼女にはいつでもこの城へ遊びに来てもいいと許可したのだが、食事はなるべく向こうで取るようにと言い聞かせている。

　やっぱり親子で食事は取った方がいいと思うんだ。公爵も寂しいだろうし。

　朝食が終わるとそれぞれ自分の仕事やら訓練やらを始める。八重とヒルダ、そして諸刃姉さんは騎士団に交じって訓練と国内の視察、ユミナとルーは内ない藤とうのおっさんと街の開発状じよう況きように関しての相談、エルゼとリンゼは訓練と品種開発した農作物のための開かい拓たく、花恋姉さんは恋のお悩み相談室と、各おの々おの自由に動く。

　仮にも国王の婚こん約やく者しやがやることではないが、みんな好きでやっていることだ。

　僕はと言うと、午前中は謁えつ見けんしてくる人がいれば会うし、なければ自由。高坂さんからざっとした国内の問題点を聞き、すぐに対処するもの、ちょい考えてから対処するもの、対処する必要のないものと分けていく。

　僕が出張ればあっさりと片付くような案件でも、高坂さんはなるべく国民の力でやろうとする。なんでも僕がやってしまうと、この国は僕に頼りきりになってしまう。いざ僕になにかあった時、この国だけで対処できなければ意味がないのだ。

　なので、けっこう邪じや魔ま者もの扱あつかいだったりする。まあ、その方が気楽だけどさ。

「こっちの冬ってどれくらい寒いのかなあ」

「そうですね。今年はそこまで寒くはならないと思いますが。今年は陛下の作られた『ホットカーペット』がありますので助かっております」

　食後の紅茶を持ってきてくれた執事のライムさんがそう話してくれた。城内は広い部屋が多く、なかなか暖まりにくい。なので【ウォーミング】をエンチャントしたカーペットを謁見の間とか執務室とかに敷いたのだ。

　それとライムさんには特別に【ウォーミング】を付ふ与よしたスーツをプレゼントした。温度を調節できる優れものだ。ライムさんが一番早起きで寒い時間から動いているからな。普通に渡しても受け取ってくれなさそうだったので、ちょうどライムさんの誕生日が近かったから、それを理由に強ごう引いんにプレゼントしたのだ。

　ウチの完璧執事に風邪かぜでもひかれたら困るからね。







　さて、今日は謁見の予定はないので暇だ。いや、暇ってわけでもないのだけれど。なので、大樹海から帰ってきてから取りかかったピアノ制作の仕上げに入る。

　構造自体は難しくないのだが（僕の作るなんちゃってピアノだし、構造がわかんないところは【プログラム】で無理矢理作った）、音の調整がめんどくさい。僕は絶対音感なんて持っていないので、スマホのチューニングアプリが大変役に立った。

　さらに調子に乗ってグランドピアノなんてものを作ったものだから、鍵けん盤ばんが88鍵ある。65鍵のスタジオ・アップライトとかにすれば良かったかもしれない。

　ちょっと不安ではあるが、一応全部の鍵盤をチューニングし終わった。とりあえず椅い子すに座すわり、鍵盤を押おす。ドレミファソラシド、と順番通りに弾ひき、ドシラソファミレドと戻る。

　何年ぶりかに弾いたなー。子供の頃、ファを親指に切きり替かえることができなくて、練習したっけ。それで戻る時に今度はミを中指で切り替えるのができなかったりしてな。今と違って指が短かったしなー。

　懐なつかしくなって何回もドレミファソラシド、ドシラソファミレド、ドレミファソラシド、ドシラソファミレド……と繰くり返かえしてしまった。

　そしてその流れで誰もが弾いている名曲「猫踏んじゃった」を弾き始める。調子に乗っていろいろアレンジバージョンも弾く。ジャズバージョンも弾いてしまった。

　弾き終わるとどこからか拍はく手しゆが聞こえてくる。振ふり返ると紅こう玉ぎよくを連れた桜さくらが拍手を送っていた。

「それは楽器？」

「うん、そう。『ピアノ』って言ってね。鍵盤楽器……まあ、打楽器と弦げん楽器の間の部類に入るのかな」

「もっと聞きたい。なにか別の曲を」

　と、言われてもな。んー、じゃあ、簡単なのでいいか。久しぶりだから弾けるかわからないけど、この季節にピッタリのやつを。

　軽快なテンポで弾き始める。クリスマス時期にはこれが定番だろ。こっちで今が12月かはわからないけど。




『ジングルベル』。

　一五〇年以上も前に、アメリカの牧師さんが作った曲がまさか異世界で奏でられるとは思わなかったろうなあ。

　桜はリズムに合わせて小さく首を左右に振ふっていた。どうやらお気に召したようだ。紅玉も目を閉じて聞き入ってくれてるようだ。なんか嬉うれしくなってしまって思わず歌を口ずさんでしまった。

　歌い終わるとまた拍手をしてくれた。なんか照れるな。

「その歌、教えて。私も歌いたい」

　瞳ひとみを輝かせて桜がそう頼んできた。珍しいな、この子がそんなこと言うなんて。普段あまり感情を出さない子なのにな。

　リクエストに応えて、今回は少しゆっくりと弾きながら、初めから歌詞をしっかりと歌う。桜がそれを追うように口ずさんでいく。一通り歌い終わり、もう一回歌おうかと言おうとしたら、「もう覚えた」と返された。……早いな。

　それならと、もとのテンポで再び軽快に弾き始めると、桜がそれに合わせて歌い始めた。おいおい、なんだそれ!?

　メチャメチャ上手うまい。透き通るような澄んだ声が部屋中に響き渡る。この子こんなに歌が上手かったのか。歌い終えた桜は満足そうに微笑ほほえむ。

「すごいな……。ひょっとしたら桜は歌い手だったのかもしれないぞ？」

「よくわからないけど、歌うのは好きかもしれない。もっと教えて？」

　記き憶おくが戻るきっかけになるかもしれないと、憶おぼえている曲を弾きまくる。あまり歌詞のないクラシック系は避さけて、ポップス、歌謡曲、演歌、童謡と邦楽洋楽問わず歌っていった。

　驚いたことに桜はそれら全ての歌詞を一回聞いただけで正確に覚えてしまった。よほど記憶力がいいと思われる。記憶喪失の少女が記憶力抜群とは皮肉なものだ。

　しかしこの歌の才能は彼女が生きていく上で大事な武器になるだろう。アイドルとしてプロデュースでもするか？　いや、彼女の性格からしてあまり目立つようなことはしたがらないか。

　そもそもこのピアノは伴奏用に作ったんじゃないんだが。まあこれでユミナとかにピアノを教えても、飛操剣フラガラツハを自由に操れるようになるかは怪あやしいけどさ。

　桜の美声と僕ぼくの伴奏を聞きつけたのか、いつの間にか城のみんなが集まって彼女の歌を聴いていた。

　演奏が終わると拍手の雨が僕らに降り注ぐ。桜はどこか照れくさそうに俯うつむいていたが、仲のいいリンゼに褒ほめられて満更でもない笑え顔がおを浮うかべていた。

　それからしばらく桜のミニリサイタルが続けられた。どこか引っ込み思案な彼女も、知り合いの前ならそれほどでもないらしく、楽しげに歌ってくれる。

　今度桜のためにスマホに入ってる曲から、何か好きそうな歌を聴かせてあげようとか考えながら、僕は伴奏を続けた。
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あとがき。







『異世界はスマートフォンとともに。』第七巻をお届けしました。

　バトル多めの巻となりました。ページ数がちょこっと増えて、あとがきのページが減ったので、すぐさま謝辞を！

　兎塚エイジ様。今巻も素晴らしいイラストをありがとうございます。これからもよろしくお願いします。小笠原智史様、連載中のお忙しい中、デザイン等ありがとうございました。

　担当Ｋ様、ホビージャパン編集部の皆様、本書の出版に関わった皆様方、いつもありがとうございます。

　そして「小説家になろう」と本書を読んで下さる全ての読者の方に感謝を。

　また、11月26日発売のコンプエースにて、そと先生による『イセスマ』のコミカライズが始まります！　そちらも是非宜しくお願いします！

冬原パトラ
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